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			俺の異世界姉妹が自重しない！②

			緋色の雨

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・青木　武（ＡＯ　ＤＥＳＩＧＮ）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			エピソード　１－１　葛藤

			エピソード　１－２　ソフィア・スフィール

			エピソード　１－３　アリスティアの想い

			エピソード　１－４　アリスチートの片鱗

			エピソード　１－５　お義(か)母(あ)さん

			エピソード　１－６　義妹

			エピソード　２－１　第一回内政会議

			エピソード　２－２　アリスチート

			エピソード　２－３　完全敗北

			エピソード　２－４　アリスチートの結末

			エピソード　２－５　学生寮にご招待　前編

			エピソード　２－６　学生寮にご招待　後編

			エピソード　２－７　穏やかな日々に終わりを告げる者

			エピソード　２－８　話し合いの末に

			エピソード　３－１　約束――ただし守るとは言ってない

			エピソード　３－２　茶番

			エピソード　３－３　やりすぎた者の末路

			エピソード　３－４　これからのこと

			エピソード　３－５　究極の二択

			エピソード　３－６　小悪魔ソフィア

			エピソード　４－１　生徒の親御さんを招待しよう！

			エピソード　４－２　いざグランプ侯爵領へ

			エピソード　４－３　グランプ侯爵

			エピソード　４－４　グランプ侯爵の思惑

			エピソード　４－５　決着

			エピローグ　二つの月

			番外編　ソフィアのお兄ちゃんが自重しない！

		

	
		
			エピソード　１－１　葛(かつ)藤(とう)

			　

			「私の分まで自由に生きて、幸せになってね」

			　俺にとって唯一の家族だった紗(さ)弥(や)が最期に残した言葉だ。

			　だけど、俺はその願いを叶えることなく、短い人生に幕を下ろした。妹が託した最期の願いすら、俺は叶えてやれなかったのだ。

			　だから異世界に転生した俺は、紗弥の分まで幸せになろうとした。

			　

			　そんなある日、俺はアリスと出会った。桜色の髪に、虹(こう)彩(さい)異色症――右が金色で左が青色と、異なる色の瞳を持つハイエルフの少女。

			　アリスと共に様々な困難に立ち向かい、ついには自由を手に入れた。そうしてアリスに告白されて、めでたくハッピーエンド――となるはずだった。

			　だけど、アリスは前世の妹――紗弥の生まれ変わりだった。

			　かつての家族だった妹。俺にとって半身も同然だった紗弥と再会できたのは素直に嬉しい。本当に、本当に嬉しかった。

			　だけど……だけど、だ。好きになった女の子が、前世の妹だったというのは……果たして喜んで良いのだろうか？

			　俺はそんな風に悩んでいるのに、アリスはあっけらかんと言い放った。兄妹だったのは前世の話で、今世では血が繋がってないんだから、なにをしても問題はない――と。

			「そう、キスをしようと、それ以上の――なにをしようと、ね」

			　ま、待て、待つんだ紗弥！　落ち着け！　ちょっと自重しろ！　紗弥!?

			　

			「――はっ!?　……またあの夢か」

			　ベッドから飛び起きた俺は、思わずため息をついた。アリスが前世の妹だと分かってから約一ヶ月のあいだ、毎日のように先ほどの夢を見ているからだ。

			　それくらい、俺はアリスとどう接するべきか迷っている。

			　紗弥は前世の俺にとって唯一の家族で、大切な存在だった。だけどそれはあくまで妹として。恋愛対象として見たことはない。

			　そしてアリスは優しい心の持ち主で、外見も可愛い。ずっと一緒に歩んでいきたいと思った女の子で、ハッキリ言えば惹(ひ)かれている。

			　その二人が別々に存在していれば、なんの問題もなかったのだけど……どんな因果か、アリスは紗弥としての記憶を持つ転生者だった。

			　アリスと付き合うということは、妹の生まれ変わりと付き合うということになる。今世だけで考えればセーフだけど、前世を考えると間違いなくアウト。

			　だからどんな風に接すれば良いか分からなくて、混乱しているのだ。

			「宙ぶらりんなままじゃダメだって、分かってるんだけどな……」

			　俺は独りごちてベッドから降り立ち、窓の外へと視線を向ける。青空の下には、スフィール家の中庭が広がっている。

			　あの事件から一ヶ月、俺達はいまだにスフィール家の屋敷に留まっていた。

			　理由はいくつかあるんだけど、スフィール家がグランシェス家に対してしでかした一件について話し合っていたのが主な理由だ。

			　もっとも、その話し合いも昨日で終了したので、俺達がこの屋敷に留まる必要はなくなっているんだけど……

			「あーやめやめ。取り敢えずは朝食にしよう」

			　暗くなりそうな考えを頭の隅に追いやり、俺はさっさと着替えを済ます。そうして顔を洗うため、水瓶が置いてある部屋へと向かった。

			　ちなみに、スフィール家に限らず、この世界には水道が存在しない。いわゆる、バケツで汲み上げる井戸が主流なので、非常に手間がかかるのだ。

			　なので貴族の家なんかには、井戸水を汲み置きする水瓶が室内に存在する。係の者が頑張って、毎日二回ほど水を汲んでいるらしい。精霊魔術を使えば、虚空から水を取り出せたりはするけど……どのみち水瓶に溜める必要があるからあまり意味はないな。

			　そんな訳でやって来た水瓶のある部屋。俺はアリスと出くわした。

			「ア、アリス。……おっ、おはよう！」

			「おはよう、リオン。今日も良い天気だね」

			　くぅ、迷いのなさそうな笑顔がまぶしい。俺は好きになった女の子が妹の生まれ変わりだったと悩んでるのに、アリスの方は気にしてるように見えない。

			　いや、実際に気にしてないのかもな。前世の兄だって分かった上で、俺にキスしたくらいだし……と言うか、アリスとキス、しちゃったんだよな。

			　前世の妹とキス、しちゃったんだよな……

			　アリスとキスをしたと考えると胸が温かくなるのに、前世の妹とキスしたと考えると、なんとも言えない気持ちになる。相手は一緒なのに複雑な気分だ。

			「リオン、どうかした？」

			「あ、うぅん。なんでもない。なんでもない」

			　いかんいかん。アリスの前で考え込むのは止めよう。せっかくアリスが自然に振る舞ってくれてるのに、こんなんじゃ気まずい空気になってしまう。

			　なにかさり気なく話題を振らないと。

			「そう言えば、今日は良い天気だな」

			「……え、うん、そうだね……」

			　あ、あれ？　会話に困った時の王道的な話題のはずなのに、何故か微妙な空気になってしまった。なんでだ？

			「な、なあ、俺がなにか、変なことを言ったか？」

			「べ、別にそんなことないよ」

			「ホントに？」

			「う、うん」

			　なにこの気まずい雰囲気。良く分からないけど、これはまずい。どうする、どうすれば良い？　そうだ、取り敢えず勢いで誤(ご)魔(ま)化(か)そう！

			「と、ところでアリス。俺はこれから朝ご飯を食べる予定なんだ」

			「そうなんだ？　それじゃ――」

			「うん。だから今から行ってくる！」

			「え？　う、うん、行ってらっしゃい」

			「ああ、それじゃまたな！」

			　

			　――そんな訳で、俺は一人で食堂にやって来てどうするうううううううっ！　なんで一方的に宣言して逃げてるんだよ！　バカなの？　死ぬの!?

			　反省だ、反省、猛省しよう。

			　せっかくアリスが普通に接してくれてるのに、最近こんな態度ばっかりだ。たしかに前世でも恋愛経験なんてほとんどなかったけど、いくらなんでもこれは酷すぎる。

			「あれ、弟くん。そんなところでなにをやってるの？」

			　食堂の壁に手をついて落ち込んでいると、プラチナブロンドの美少女に声をかけられた。この世界での俺の姉、クレアねぇである。

			「……おはよう、クレアねぇ」

			「ええっと……大丈夫？　なんかどんよりして見えるわよ？」

			「気にしないでくれ。ちょっと自分の馬鹿さ加減に落ち込んでただけだから」

			「弟くんが？　珍しいわね。なにかあったの？」

			　クレアねぇは小首をかしげる。あぁ、ダメだ。しっかりしないとクレアねぇにまで心配をかけてしまうと、俺は気持ちを入れ替えた。

			「たいしたことじゃないから心配しないでくれ。それよりクレアねぇは今から朝食か？　もしそうなら一緒にどうかな？」

			「もちろん歓迎よ」

			　クレアねぇはにっこりと微笑んで、窓際の席に座った。俺も続いて向かいの席に座る。すると、クレアねぇは窓の外へと視線を飛ばした。

			「ようやく冬も終わりが見えてきたわね」

			「そうだなぁ……」

			　ちなみに、細かい時間を計る手段がないので詳細は不明だけど、一日の長さはおおよそ地球と同じ二十四時間くらい。そして一ヶ月が三十日で、一年は十二ヶ月。

			　合計三百六十日で、日本と同じような四季が存在する。

			　なので、二月の今は冬の真っ最中――なんだけど、この地方は日本で言うとかなり南の気候のようで――ようするに、冬でもそこそこ暖かい。

			　さすがに夜とかは少し肌寒かったりするけど、真冬は気温一桁が普通の地方で育った俺としては、あんまり冬という気がしない。

			「……そういやクレアねぇ。昨日の話し合いは上手く纏(まと)まったのか？」

			「ええ、ちゃんと纏(まと)まったわよ。スフィール家は跡継ぎであるエリックさんが正式に当主となって、グランシェス家に五年に分割して賠償金を払ってくれることになったわ」

			「そかそか、それは良かった」

			　グランシェス家の襲撃に関わっていたメンバーまでお咎(とが)めなしとはいかないけど、スフィール家がしでかした罪は公表しないことにした。

			　もし表沙汰にしてしまえばスフィール家はお取り潰しが決定。なにも知らなかったエリックやソフィアにまで責任が及ぶのが分かりきっているからだ。

			　とは言え、当主が死亡しているので全てを隠すことは出来ない。

			　なので表向きには、グランシェス家を襲った過激派がスフィール家も襲撃。当主は殺されてしまったが、仲間を率いて駆けつけた俺が仇を討ったという筋書きになっている。

			「……ふわぁ――と、ごめんなさい」

			　おもむろにクレアねぇがあくびを一つ。慌てて手のひらでそれを隠した。

			「随分疲れてるみたいだな」

			　心配して尋ねると、恨みがましい目で睨(にら)まれてしまった。

			「……弟くんがあたしに仕事を押しつけるからよ？」

			「あはは……でも、そのおかげで結婚が延期になったんだから良いだろ？」

			　父ロバートが殺されたため、本来であるなら跡継ぎである長男、ブレイクが当主になるはずだったけど、そのブレイクも父と一緒に亡くなった。

			　だけど、グランシェス家の血縁は、クレアねぇと俺の二人だけ。

			　クレアねぇは正当な血筋だけど、この世界で女性が跡を継ぐことは難しい。対して俺は妾(めかけ)の子供とはいえ男なので、跡を継ぐことは不可能ではない。

			　だから、グランシェス家は俺が継ぐ予定なんだけど……それには二つ問題がある。俺が幼すぎることと、父や兄が殺されたことだ。

			　幼い俺が跡を継ぐには、それなりの後ろ盾が必要になる。

			　スフィール家は後ろ盾として十分な家柄だろう。だけど、スフィール家も当主を失っているし、グランシェス家の当主殺害にも関わっている。

			　スフィール家が後ろ盾になって俺が当主になり、万が一にでも事件の真相が漏(ろう)洩(えい)したら、スフィール家と俺が共謀して、グランシェス家を乗っ取ったと言うことになりかねない。

			　なので、現在は俺が当主代理という地位に就き、クレアねぇは幼い俺を補佐するという名目で、グランプ侯爵との結婚を延期してもらったのだ。

			　かなりのごり押しだったけど……俺は事実として、貴族としての一般知識を持ち合わせていない。今回の会議をクレアねぇに任せたのもそれが理由だし、クレアねぇが必要なのも事実。

			　という訳で、なんとか聞き入れてもらった。

			　でも、それはあくまで結婚の延期であって、婚約の破棄ではない。いつかはなんとかしなきゃいけない問題だけど……俺が成人するまでまだ一年以上ある。

			　それに成人して即、補佐が必要なくなるという話でもないだろう。だから、そのあいだになんらかの理由を作って、クレアねぇの婚約を正式に破棄させる予定だ。

			「結婚の延期かぁ……絶対無理だと思っていたから、今でも信じられないわ」

			「まだ言ってるのか。延期が決定してから、もう一週間ほど経つんだぞ？」

			「そうなんだけど……ねぇ弟くん、あたしの婚約、このまま破棄出来ると思う？」

			「もちろんだ。絶対に破棄してみせるよ。だからクレアねぇは、もう心配しなくて良い。いつか、本当に好きな人と結婚すれば良いよ」

			「好きな人……ね」

			　クレアねぇは意味深な視線を俺へと向けてくる。けど、俺はあえてそれに気付かないフリをした。その話を続けるのが怖かったからだ。

			　だから、ごめん――と、俺は心の中で謝罪。話を変えるべく別の話題を探す。

			「ところで、エリーゼさんはどうなったんだ？」

			「むうううぅ」

			「……クレアねぇ？」

			「ふんだっ。弟くんのばーかばーか」

			　酷い言われようである。もっとも、クレアねぇに告白された事実をなかったかのように振る舞っているので、俺が悪いと言えば悪いんだけどさ。

			　ともあれ、ここでその話題に戻される訳にはいかないので、俺が強引に話を進める。

			「エリーゼさん、殺してはないんだよな？」

			「……エリーゼさんは重い病気にかかって療養って名目で、離れでの幽閉が決定したわよ」

			「そっか……」

			　スフィール家のあれこれを隠す以上、エリーゼさんの罪は追及できない。それに不幸な行き違いがあったとは言え、エリーゼさんはソフィアの母親だ。

			　離れに幽閉というのは妥当な扱いだろう。

			「それと、弟くんとソフィアちゃんの婚約の件。エリックさんに話して、正式に解消しておいたけど……本当に良かったの？」

			「ああ。もう政略結婚をする必要はないからな。それに本当なら、数ヶ月前には解消してたはずだろ」

			「それはそうなんだけど……ねぇ弟くん。あれからソフィアちゃんには会った？」

			「いや、会ってないよ」

			「どうして――」

			「お待たせしました。本日の朝食でございます」

			　タイミング悪く、メイドが朝食を持ってやって来た。朝食がテーブルの上に並べられるのを横目に、俺はクレアねぇにその話はまた後でと目配せをする。

			　今日の朝食は目玉焼きとベーコン、それにカゴに積まれたパンとなっていた。目玉焼きやベーコンの味はまぁまぁ。パンは硬くてぱさついている。

			　これは別にスフィール家が貧乏だとか、俺達がイジワルをされているとかではなく、これがこの世界での普通――と言うか、それなりに贅沢な朝食だったりする。

			　地球で言う中世初期のヨーロッパくらいだからしょうがないんだけど、グランシェス領に帰ったらなんとか改善しようと思ってる。

			「それで、ソフィアちゃんの話だけど」

			「ソフィアがどうかしたのか？」

			「どうしたのはこっちのセリフよ。ずっと引き籠もってるのは知ってるでしょ？」

			「それは知ってるけど……」

			　ソフィアはあの日――父親とレジスを殺し、母親をも殺そうとしたあの日から、ずっと部屋に閉じ籠もっているそうだ。

			「知ってるなら、どうして様子を見に行ってあげないの？」

			「それは……婚約も解消したし、別に心配する理由なんてないし……」

			「嘘ばっかり」

			　深い緑色の瞳が呆れたように俺を見つめる。

			「別に嘘なんて……」

			「そんなの誰も信じないわよ。それに、スフィール家に留まってるのだって、ソフィアちゃんが心配だからでしょ？」

			「いや、スフィール家との話し合いが無事に終わるか心配だったからだよ。クレアねぇに補佐として仕事を押しつけたのは俺だしな」

			「……あたしの心配をしてくれたのも嘘じゃないでしょうけどね。それを口実にするなんて、弟くんらしくないわよ？」

			「別に口実になんて……」

			「――してないって言うの？　だったらどうして、まだグランシェス領に帰ろうとしないのよ。話し合いは昨日で終わってるのよ？」

			「それは……」

			「ねぇ弟くん。もう一度聞くわよ？　どうして会いに行ってあげないの？」

			　クレアねぇは真っ直ぐに俺を見つめる。どうやら誤(ご)魔(ま)化(か)せる雰囲気ではないらしい。俺は小さなため息を一つ。観念して打ち明けることにした。

			「……だってさ、俺が否定したせいでソフィアは傷ついて引きこもってるんだぞ？　それなのに、どの面下げて会いに行けっていうんだよ」

			「……呆れた。そんな理由で会いに行かなかったの？」

			「そんな理由……って、これでも本気で悩んでるんだぞ？」

			　ソフィアの両親は殺されても仕方のないほどの罪を犯した。

			　だけど、だからって、ソフィアが親を殺す必要なんてどこにもなかった。俺が不用意に巻き込まなければ、ソフィアが親を殺すような事態にはならなかったはずだ。

			「あのね弟くん。たしかにソフィアちゃんは傷ついたけど、それは弟くんに拒絶されたと思ったからよ。でも弟くんは、ソフィアちゃんを拒絶したわけじゃないでしょ？」

			「当たり前だろ。ソフィアは俺のために――あんなことをしたんだから」

			　スフィール家がしでかした罪を知るのはごく一部の人間だけ。当然ソフィアの件も一部の人間しか知らないので、俺はあんなことと言葉を濁した。

			　そうして俺達の話を誰も聞いてないのを確認して、念のためと声のトーンを落とす。

			「……俺がソフィアを拒絶するなんて有り得ないよ」

			　それは俺の偽らざる本音だ。だから正直に言えば、あの場で反射的にソフィアの行動を否定してしまったのを後悔している。

			　もちろん、ソフィアのしでかしたことは、この世界のルールにおいても行きすぎだと思う。だけどそれでも、俺だけは受け入れてあげるべきだったと思うから。

			「だったら会いに行ってあげなさいよ。ソフィアちゃんが心配なんでしょ？」

			「それは……でも、会いに行って、もっと傷つけるかも知れないだろ？」

			「大丈夫よ、弟くん。ソフィアちゃんは絶対、弟くんが来るのを待ってるから。だから会いに行って、ちゃんと自分の気持ちを伝えれば大丈夫。お姉ちゃんが保証してあげる」

			　クレアねぇは小首をかしげ、緩やかなウェーブのかかった銀髪を揺らす。

			　そうして浮かべるのは、見る者を安心させるような穏やかな微笑み。まだ十二歳にもなっていない子供なのに、こういうところはお姉ちゃんだなぁと思う。

			「分かった、そうするよ」

			　俺はクレアねぇの言葉に背中を押され、ソフィアに会いに行く覚悟を決めた。

		

	
		
			エピソード　１－２　ソフィア・スフィール

			　

			　ソフィアの部屋の前。

			　俺は手を伸ばしては引っ込めるという謎の儀式を繰り返していた。いや、扉をノックをしようと思うんだけど、いざとなると踏ん切りがつかないのだ。

			　そんな訳で、奇行を繰り返すこと十数回。俺はようやく覚悟を決めてソフィアの部屋をノックしたのだけど……返事がない。

			　……か、帰ろうかな？

			　いや、ここまで来てそれはないな。もし本当にソフィアが俺を待ってるなら、ちゃんと会って話をしないと――と、俺はもう一度だけノックをして、無断でドアノブを回す。

			「……おじゃましまーす」

			　俺は小声で断りつつ部屋の中に入るが、カーテンが閉められているのか薄暗い。目をこらして周囲を見回すと、ベッドの上でソフィアが膝を抱えていた。

		

	
		
			[image: p019.jpg]
		

	
		
			「ソフィア、久しぶりだな」

			「………………なにしに来たの？」

			　返ってきたのは抑揚のない声。

			　これが本当にソフィアなのか？　いつもはキラキラしてた紅い瞳からハイライトが消えてるし、なんかヤンデレみたいになってるんだけど。

			　引き籠もってるとは聞いてたけど、ここまで酷かったのか……

			「ソフィア……その、大丈夫か？　ソフィアがずっと部屋にいるって聞いて、心配になって様子を見に来たんだ」

			「嘘、リオンお兄ちゃんがソフィアの心配するはずないもん」

			「嘘じゃない……と言うか、心を読めば分かるだろ？」

			　俺はあの時、反射的にソフィアの行動を否定してしまった。だけどそれは、ソフィアに人殺しをして欲しくなかったから。ソフィア自身を拒絶した訳じゃない。

			　普通なら誤解を解くのは大変だけど、ソフィアは心を読めるから大丈夫――と思ったんだけど、ソフィアは膝を抱えたまま金色の髪を左右に揺らした。

			「ええっと……もしかして、心が読めなくなったのか？」

			「……うん」

			「そう、か……」

			　家族に裏切られ、俺にまで拒絶されたと思ってるんだもんな。まだ七歳の女の子だし、心を読むのが怖くなって当然か。

			　俺があの時、ソフィアの行動を受け入れていれば……

			　ソフィアの取った行動が正しいかは分からない。けど、少なくとも俺はソフィアに救われた。それは事実だから、あの時に受け入れるべきだった。

			　だから今度こそ――と思ったんだけど、先に口を開いたのはソフィアだった。

			「リオンお兄ちゃん。あの時、お父さんやお母さんを殺しちゃダメだって言ったよね」

			「あれは……その、ごめん。ソフィアは俺のために頑張ってくれたんだよな。それなのに、頭ごなしに否定して悪かった」

			「うぅん。それは良いの。だって、リオンお兄ちゃんが言ったことが正しかったから」

			　不意にソフィアの瞳から、大粒の涙が一粒こぼれ落ちた。

			「……ソフィア？」

			「ソフィアね。お父さんとお母さんが嫌いだった。いっつもソフィアに本音を隠してて、心の中ではソフィアを疎(うと)ましく思ってたから」

			　それは……たぶん誤解だ。

			　少なくとも、カルロスはソフィアを心配してた。恩恵を恐れる気持ちがあったとしても、ソフィア自身を嫌っていた訳じゃないと思う。

			　だけど、今それを言うのは逆効果だろう。そう思ってソフィアの言葉に耳を傾ける。

			「だからね。二人がリオンお兄ちゃんになにをしたか知って許せなかった。許せないから、殺してやるって思った」

			「それは……でも、俺の苦しみを知ったからなんだろ？　俺のために怒ってくれたんだから、ソフィアは悪くなんかないぞ」

			　俺のためだから構わないと、心から思ってる訳じゃない。けど、それでソフィアの抱く罪の意識が少しでも軽くなるのならと、そんな風に思う。

			　だけど、ソフィアは首を横に振った。

			「ソフィアを化け物だって恐れるお父さんとお母さんなんて、殺したって平気だって思ってた。でも……違ったの。こんなに哀しくなるなんて、思ってもいなかった！」

			　――そう、か。ソフィアは……後悔してたのか。

			「バカだよね。こんなんじゃ、リオンお兄ちゃんに嫌われて当然だよ」

			「なに言ってるんだ、俺がソフィアを嫌うはずないだろ」

			「……嘘だよ」

			「嘘じゃないぞ」

			「だったら、今までどうして会いに来てくれなかったの？」

			「それは……」

			　俺は答えられなかった。

			　会いに来なかったのは、どんな顔をして会えば良いか分からなかったからだけど、そんなのはソフィアに分かるはずがない。

			　誤解されて当然だから、ソフィアを不安にさせてるかも、とは予想していた。けど、ソフィアは心が読めるから、会えば誤解が解けると思って、言い訳も対策も考えてなかったのだ。

			「ねぇ、どうして？　ソフィアが、リオンお兄ちゃんの家族を殺した人達の娘だから？」

			「ちがっ、そんなはずないだろ！」

			　そりゃカルロスの所業を知った時は、本当に無関係なのかなって疑心暗鬼にもなった。けど、カルロスの娘だからなんて理由で、ソフィアを嫌うなんて絶対に有り得ない。

			「ねぇ、ソフィアを嫌わないで。ソフィアはリオンお兄ちゃんと一緒にいたいの。だって、ソフィアにはもう、リオンお兄ちゃんしかいないから」

			「――っ」

			　俺しかいないって……これは依存、だよな？　俺を頼ってくれるのは嬉しいけど、俺しかいないって依存するのは……

			「ねぇ、どうしたら一緒にいさせてくれる？　リオンお兄ちゃんが側にいてくれるなら、ソフィアはなんだってするよ」

			「……女の子がそんなことを、軽々しく言っちゃダメだ」

			「ソフィアは本気だよ。リオンお兄ちゃんが見捨てないでくれるなら、ソフィアはなんだってする。お兄ちゃんが望むなら、今すぐお母さんを殺してみせる」

			　なんでもするってそっちかよ！　どう考えてもダメな方だ。いや、えっちぃ方面ならセーフかと言うと、そっちはそっちでやばいんだけど。

			「あのな、ソフィア。お父さんを殺して後悔してるんだろ？　なのにお母さんを殺すとか、言っちゃダメだろ」

			「分かってる。また後悔すると思う。だけど、だけどね。ソフィアはリオンお兄ちゃんに嫌われる方が嫌なのっ！　ねぇお願いだから、ソフィアを嫌わないで……ぐすっ」

			　まずいなぁ……支離滅裂というか、かなり錯(さく)乱(らん)してる気がする。

			　どうする？　どうすればソフィアを救える？　依存するなと突き放すのは論外だと思う。でも、本当に全てを受け入れて、依存を加速させて良いのか？

			　……分からない。俺はカウンセラーじゃないから、どっちが正しいかなんて分からない。

			　だけど、一つだけ分かってることもある。それは、ただ泣いてるソフィアを放ってはおけないってこと。だから俺は、泣いているソフィアを抱き寄せた。

			「……リオン、お兄ちゃん？」

			「大丈夫、大丈夫だから。俺はソフィアを絶対に嫌ったりなんてしない。会いに来なかったのは、どんな顔をして会えば良いか分からなかったからだよ」

			「……ホント？」

			「ホントのホントだ」

			「ホントのホントのホント？」

			「ホントのホントのホントのホントだ。ソフィアを嫌いになんて絶対にならない」

			「ぐすっ、リオンお兄ちゃん、リオンお兄ちゃんっ。うわあああああああああああああああああああああああああああああっ」

			「あぁよしよし、もう泣かなくて大丈夫だから」

			　俺はソフィアが泣き止むまでずっと、その小さな背中を撫で続けた。

			　

			　そんな訳で、泣きじゃくるソフィアは決して俺から離れようとはしなかった。だけどほどなく、ソフィアは泣き疲れたのか眠ってしまった。

			　なので、ソフィアが起きた時に心配しなくて良いようにメイドさんに伝言を頼み、俺自身はクレアねぇの部屋へと向かった。

			　ソフィアにどんな風に接するべきか、相談したかったからだ。

			「クレアねぇ、いま少し良いか？」

			「弟くんなら大丈夫よ。着替えてる途中だけど入って良いわ」

			　俺はクレアねぇの返事を確認して部屋の中に。クレアねぇは下着的なキャミソールという姿で、着替えている最中だった。

			「――ちょっ、なんで着替えてるんだよ!?　ちゃんとノックしただろ!?」

			「え、着替え中だけど入って良いって言ったじゃない」

			「……え？　あぁ、そう言えばそう言ってたような…………って、おかしいだろ!?　着替え中だけど入って良いってなんだよ!?」

			「着替えてる途中だけど、弟くんなら別に入ってきても良いよって意味よ？　別におかしくないでしょ？」

			「えぇえええぇぇぇ……」

			　おかしく、ないか？　おかしい、よな？　え？　俺が意識しすぎなだけ？

			　たしかに俺はまだ十歳でクレアねぇは十一歳。この世界の子供は成長が早いのを考慮しても、日本で言うところの中学生くらい。

			　キャミソール越しに見えるシルエットも、まだふくらみ始めといった程度だ。姉弟ってことを考えれば、目の前で着替えるくらい別におかしくは……

			「いやいや、騙(だま)されないからな？　なんのためにノックしたと思ってるんだよ？」

			「そう思うなら、視線を逸らして欲しいんだけど。いくら弟くんが相手でも、じっと見られると恥ずかしいのよ？」

			「……ごめんなさい」

			　俺は慌てて背中を向ける。そうして暫(しばら)く大人しくしていると、がさごそと着替えていたクレアねぇが声をかけてきた。

			「そう言えば、弟くんに頼まれてた調査の報告が上がってきたんだけど……聞く？」

			「聞かせてくれ」

			「少し悪い報告と、凄く悪い報告、どっちから聞きたい？」

			「……どっちも悪いのかよ。なら凄く悪い報告からだ」

			「グランシェス家の警備を担当してた騎士十六名、全員の死亡が確認されたわ」

			「そう、か……」

			　彼らは文字通り最期まで戦ってくれたのだろう。離れで暮らしていた俺にとっては顔も知らない者達だけど、彼らが戦ってくれなければ今の俺はなかった。

			　感謝の気持ちを込めて、俺は彼らの冥福を祈った。

			「……遺族にお見舞い金を送らないとな」

			「お見舞い金？」

			「収入がなくなったら、遺族が生活できなくなるだろ？　今まではそう言ったケースに対する保障とかなかったのか？」

			「ええっと……ごめんなさい、分からないわ。後で相談して手配しておくわね――と、もうこっちを向いて良いわよ？」

			「それは……着替え終わったって意味だよな？」

			「え、まだ着替え中だけど」

			「クレアねぇ…………」

			「冗談よ、冗談。弟くんがなんだか思い詰めてる感じだったから、ちょ～っと空気を和ませただけじゃない」

			「思い詰めてるのに気付いたなら、からかわずに慰めてくれ」

			「……後ろから抱きしめてあげれば良いの？」

			　言われてクレアねぇに抱きしめられる自分を想像する。

			　……凄く安心出来そうだけど、そのまま甘えてダメ人間になりそうな気がする。

			「ごめん、やっぱり訂正。からかうだけで十分だ」

			「だと思った。っと、ちゃんと着替え終わったから振り返って大丈夫よ」

			　俺は本当だろうなと疑りながら振り返るが、さすがにちゃんと着替え終わっていた。

			「それで、少し悪い話って言うのは？」

			「グランシェス家の使用人の大半は無事に逃げ延びていたわ。だから大急ぎで保護して回ってるんだけど、行方の分からない人がいるのよ」

			　行方が分からない……って、もしかして使用人の中にスフィール家の内通者でもいたのかな？　もしそんな人がいたのなら許せないな。

			　ちゃんと、しでかしたことの責任を取らせないと。

			「その人達の行方はまったく分からないのか？」

			「現在は調査中よ。ただ、グランシェス家が機能しなくなってから、調査に乗り出すまで結構な時間が経ってたでしょ？」

			「あぁ……そういやそうだな」

			　エルフの里への往復で二週間。向こうに一週間滞在して合計三週間。騒動が終わってから数日はバタバタしてたので、調査開始まで一ヶ月はかかってる……って、あれ？

			「ま、待ってくれ。行方が知れない人達って、まさか……」

			「ええ。生活に困った一部の使用人が身売りとかをしたみたいなのよ。中には奴(ど)隷(れい)になった人もいるみたいで……捜してはいるんだけどね」

			　うわああああああっ、疑ってすみませんでしたああああああっ！

			　そうか、そうだよな。銀行も生活保護もないこの世界。いきなり住んでいるところが焼け落ちて、なんの保障もなく放り出されたら、普通は路頭に迷ったりするよな。

			「クレアねぇ、その人達を全力で保護するように手配してくれ！　人員も可能な限り出して、身請けに必要なお金に糸目は付けなくて良いから！」

			「え、えぇ、それは構わないけど……自分を幽閉していた側の人達のためにそこまで必死になれるなんて、弟くんはやっぱり優しいのね」

			　違います、罪悪感に押しつぶされそうなだけですぅ。あと俺が幽閉されてたのと使用人は関係ないし、優しいとか言われたらグサグサ刺さるからマジ勘弁して下さい！

			「それじゃ手配はしておくけど、弟くんはなにをしに来たの？」

			「……あ、そうだった。ソフィアに会ってきたからその報告に来たんだ」

			「ソフィアちゃん……どうだった？」

			「実は――」

			　クレアねぇに、さっきのやりとりをあらかた説明した。

			　

			「そっかぁ……だいぶ弟くんに依存してるわね」

			「やっぱりそう思うか？」

			「そりゃね。両親にされた仕打ちを考えれば、心を許してた弟くんに依存するのも無理はないと思うけど……」

			「あんまり良くないかな？」

			「どうかしらねぇ。少なくとも、弟くんに対しては普通に話すようになったんでしょ？」

			「そうだな。ちょっと危なっかしい気はするけど、一応は普通に話せると思う」

			「なら、後は弟くん次第ね。ソフィアちゃんが間違った道に進まないように、しっかり支えてあげれば良いんじゃないかしら」

			「それはそうなんだけど……」

			　俺次第でなんとかなる。言い換えれば、俺が失敗すればソフィアが今より酷くなるということ。任せろと言うには責任が重すぎる。

			　それに、だ。

			　スフィール家でグランシェス領のあれこれに指示を出すのも限界がある。使用人の件もあるし、いつまでもここに留まってる訳にはいかない。

			「グランシェス領も心配だし、出来るだけ早くなんとかしたいんだ」

			「ん～それなら、アリスに相談してみたら？」

			「アリスに？」

			「そうよ。なにをギクシャクしているのかは知らないけど、ハイエルフである彼女なら、私達が知らないような解決策を知ってるかも知れないじゃない」

			「なるほど……」

			　いまの状況でアリスに相談というのは避けたかったんだけど、アリスにはハイエルフとしての知識だけでなく、前世の――日本人としての記憶がある。

			　ソフィアの精神状態についても分かるかも知れない。

			「そうだな。それじゃちょっと相談してみるよ」

			「ええ、行ってらっしゃい。あたしは暫(しばら)く事務処理をしてるから、なにか手伝って欲しいことがあればいつでも頼ってきてね」

		

	
		
			エピソード　１－３　アリスティアの想い

			　

			　クレアねぇの部屋を後にした俺は、そのままアリスの部屋を訪ねる。だけど留守だったので、そのままアリスを捜して屋敷をうろつくことになった。

			「そういや、ここに来てからアリスが普段なにをしてるか知らないなぁ」

			　グランシェスの屋敷にいた頃は、それこそ四六時中――マリーなどの目を欺くために、寝る時すら一緒の方が多かったけど……例の告白からはほとんど別行動をしている。

			　アリスと紗(さ)弥(や)。

			　どっちも俺にとって大切な存在で、ずっと一緒にいたいって思ってるのに……二人が同一人物だったら一緒にいるのを躊躇(ためら)うなんてなぁ。

			　ホント、世の中ままならないことばっかりだ。

			「リオンくんじゃないか。ちょうど良かった」

			　呼び声に驚いて顔を上げると、目の前にエリックさんがいた。考え事をしながら歩いてて気付かなかったみたいだ。

			「こんにちは。なにがちょうど良かったんですか？」

			「もう聞いていると思うが、キミのおかげでスフィール家はお取り潰しにならずに済みそうだ、本当にありがとう」

			「それなら何度も言ってますが、気にしないで下さい。もちろん、カルロスさん達がしでかしたことは許せませんけど、それを無関係の人に当たるつもりはありませんから」

			「無関係と言うが、俺は息子なんだぞ？」

			「でも知らなかったんでしょ？　それにスフィール家が潰れたら、ソフィアや使用人まで路頭に迷うじゃないですか。だから、これで良いんですよ」

			「そうか……ありがとう。心から感謝するよ。そして、こんな時に頼むのは非常に心苦しいのだが……一つお願いがある」

			　エリックさんは申し訳なさそうに俺を見る。

			「なんでしょう？　可能な範囲でなら聞きますけど」

			「頼みというのはソフィアのことだ。婚約を解消した事情は理解しているが、あいつはキミに懐いている。グランシェス領に帰る時に一緒に連れて行ってくれないだろうか？」

			「連れて帰るっていうのは……」

			　もしかしてと視線を向けると、エリックさんはこくりと頷いた。うぅん。ソフィアを連れて帰る、か。それは俺も考えたんだけどな……

			「返事は少し待ってもらっても構いませんか？」

			「もちろん構わないが……意外だな。キミは迷わず受け入れてくれると思ってたよ」

			「俺もソフィアは心配です。でもソフィアは俺に依存してる。それを加速させるようなマネをして良いのか迷ってるんです。だから、少しだけ考える時間を下さい」

			「なるほど、色々と気を使わせてすまない。色よい返事を期待しているよ」

			「すみません、ヤキモキさせてしまって」

			「いやいや、こちらこそ迷惑ばかりかけてすまない。この恩はいずれ返させてもらうよ」

			　エリックさんはそう言ってもう一度頭を下げた。スフィール家についてはこっちの都合でもあるし、あんまり気にしなくて良いんだけどな。

			　

			　エリックさんと別れた俺は、再びアリスの捜索を開始。暫(しばら)く屋敷を歩き回り、二階のバルコニーでアリスらしき人影を見つけた。

			　俺はアリスに声をかけるべく近づき――その横顔を見て息を呑む。

			　柵に身を預けたアリスは物憂げな表情で流れる雲を見つめ、桜色の髪をなびかせている。それを見た瞬間、胸が締め付けられるような錯覚に陥ったのだ。

			「……あれ、リオン？　こんなところに、どうしたの？」

			　俺に気付いたアリスがこちらを向いて微笑む。その瞬間、さっきまでの物憂げな雰囲気は消え失せ、穏やかな雰囲気を纏(まと)ういつものアリスに戻った。

			「えっと……実は、その……」

			　困った。あらかじめ話す内容を決めてたはずなのに、アリスの顔を見た瞬間、全部抜け落ちてしまった。

			「――リオン？」

			　いつの間にか、膝を折ったアリスが俺と目線を合わせていた。心まで見透かしそうな深く蒼い瞳が俺をまっすぐに見つめている。

			「……もしかして、まだ気にしてるの？」

			「それは……それは気にするに決まってるだろ。好きになった相手が妹だったんだぞ？」

			「好きになった相手と認めてる時点で、答えは出てると思うんだけどなぁ」

			「いやいやいや。好きになった相手が実は妹だったとか、それだけで物語のテーマにされるくらいの壮大な命題だろ？」

			「それはさ、妹だって考えるからダメなんだよ」

			「……ん？　どういう意味だよ。現にアリスは――紗弥の生まれ変わりだろ？」

			　周囲に人がいないのを確認して小声で尋ねる。

			「それは事実だけどね。例えば……そうだね。こんな風に訊(き)いたらどうかな。リオンは好きになった人の過去を知ったくらいで、その人を嫌いになったりするの？」

			「……そういう風に言われると、悩んでる俺が情けなく聞こえるな」

			　でもなぁ……

			　俺の気持ちはアリスの過去を知った程度じゃ揺らがない！　そう、たとえアリスが前世で実の妹だったとしても！　――とか言っちゃうと、アウトな気がするんだけどなぁ。

			「大丈夫だよ、リオン。リオンがどんな答えを出しても、私の気持ちは変わらないよ。私はずっとリオンの側にいるから。だから、焦って答えを出さなくて良いんだよ？」

			　……ちくしょう、やっぱりアリスは可愛いなぁ。前世の妹じゃなければ迷う必要なんてなにもないのに。ホントに悩ましい。

			　そしてそれ以上に、ここまで慕ってくれるアリスの気持ちに応えられないのがもどかしい。

			「アリス……ごめんな」

			「もぅ、こういう時はありがとうでしょ？」

			「そっか、そうだな。ありがとう、アリス。いつかちゃんと答えを出すから、それまでもう少しだけ待っててくれ」

			「え、それは無理だよ」

			「…………………え？」

			　予想外すぎる答えに、俺の思考が停止する。

			「ご、ごめん、今なんて言った？」

			「だ　か　ら、待つのは無理だってば」

			「えええええぇっ!?　なんでだよ!?　今のは待ってるよって答える流れだろ!?　ほら、エルフとかって寿命が長そうだし、いつまでだって待てるよ、とか」

			「……何十年待たせる気なの」

			　ジト目で睨(にら)まれた。

			「いや、さすがにそんなに待たせる気はないけど、少しは待ってくれても良いだろ？」

			「いやだよ。だって私、もう一生我慢してたんだよ？」

			「あーあーあーっ、たしかに一度死んでるからなっ！」

			「だから、もう我慢するのは止めようって、さっき決めたの」

			　さっき決めたって、物憂げな表情でそんなこと考えてたのかよ。

			「と言うか、さっき、焦らなくて良いって俺に言っただろ？」

			「言ったけど、私が待つとは言ってないよ。どんな手を使っても、リオンを振り向かせてみせるつもりだもん」

			　そっちか！　と言うか、どんな手を使ってでもって、むちゃくちゃ怖いんですけど！　と思ったら、アリスは少し頬を染めて微笑んだ。

			「リオン、前世からずっと大好きだよ」

			「[image: G_kara.png]っ」

			「ふふっ、リオン赤くなってるよ？」

			「うううっうるさいなっ！　いきなり告白されたら焦るに決まってるだろ!?　と言うか、アリスだって赤くなってるだろ！」

			「自分の想いを打ち明けたんだもん。恥ずかしいに決まってるじゃない」

			「ぐはっ」

			　言い返したはずなのに、カウンターになって返ってきた。落ち着け、落ち着け俺。ここで動揺したらアリスの思うつぼだぞ。

			「……は、はは、それくらいで俺をどうこう出来ると思うなよ？」

			「大丈夫、さっきのはただ自分の気持ちを伝えただけだから。これくらいでどうにか出来るなんて思ってないよ」

			「そ、そうか？　だったら良いんだけど……」

			「うん。その代わり、次の機会には搦(から)め手を使って、リオンを全力で振り向かせにかかるから、覚悟してね？」

			「こえぇよ、なにする気だよ」

			「秘密だよ」

			「勘弁してくれ……」

			　なにが怖いって、妹に口説き落とされそうな自分が一番怖い。

			「ところでリオン、私になにか用があったんじゃないの？」

			「あぁそうだった。ソフィアのことで少し相談が」

			「ソフィアちゃんがどうかしたの？」

			　実は――と前置きを一つ、俺はクレアねぇに言ったのと同じ内容をアリスに話した。

			「急性ストレス障害（ＡＳＤ）かな……」

			「急性ストレス障害（ＡＳＤ）？　心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）じゃなくて？」

			「えっと……私もそんなに詳しくないんだけど」

			「それで良いから教えてくれ。この世界でその手の知識があるのは俺達だけだと思うし」

			「それもそっか。えっと、突発的な事故なんかでなるのが急性ストレス障害（ＡＳＤ）。虐待やイジメなどを長期的に受けてなるのが心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）って感じかな」

			「症状的には一緒なんだな？」

			「大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)にはそうだと思う」

			「ふむふむ。じゃあストレス障害なのは間違いない？」

			「たしかなことは言えないけど……心を読む恩恵が使えなくなったって言ってたよね？　トラウマの原因を避けるような症状も特徴の一つだよ」

			「となると……どうするか、か」

			　日本でなら『病院へ連れて行く』が正解なんだけど……傷の手当てすらあやふやなこの世界に、精神科医なんて存在するはずがない。

			　それに、文明レベルがこの世界と同じ頃の地球には、病院とは名ばかりの収容所が存在していた。この世界に精神科の病院があったとしても、そう言った施設である可能性が高い。

			　そんな場所にソフィアを連れてはいけない。

			「アリスはどうしたら良いと思う？」

			「そうだねぇ……リオンを信頼してるのは良いんだけど、リオンしか信じられないっていうのは危ういと思う」

			「だよなぁ。完全に依存してる感じだもんな」

			　もともと、恩恵のせいで人見知りな性格だったところに今回の事件が起きて、俺以外は誰も信じられないって感じだもんな。

			　今の状態が続くと、俺の言葉がソフィアにとっての正義――みたいになりそうな気がする。

			「もし良かったら、私が会ってみようか？」

			「ソフィアの友達になってくれるのか？」

			「うんうん。屋敷で会った時、私の心を読んで信用してくれるって言ってたでしょ？　だから、他の人よりは仲良くなれる可能性はあると思うんだよね」

			　あ～そういや、そうだったな。

			　……そっか。ソフィアが人の心を読めなくなって、以前より人と接するのを恐れるようになった今、過去に信用を得たアリスはかなり貴重な存在な気がする。

			「それじゃ今……は寝てるから、明日にでも部屋に行ってみるか？」

			「ん～、いきなり押しかけても警戒させちゃうだけだと思うよ？」

			「それもそうか。じゃあ……お茶会をするとか？」

			「あ、良いかもね。お茶会でたくさんお話しして、ストレスを発散させるのも効果的かも。なんなら、私がお菓子とか作ってみようか？」

			「お菓子か……そういや、ソフィアはプリンが気に入ってたな。もっとも、冷やして作る方のプリンは、冷蔵庫がないから出来なかったんだけど」

			「それなら問題ないよ。私が精霊魔術で冷やせるから」

			「おぉ、その手があったか」

			　言われてみれば、アリスがいれば冷蔵庫なんて必要なかったな。

			　と言うか、あれから一ヶ月。俺も精霊魔術の練習は続けてるし、モノを冷やすくらいなら自分でも出来そうな気がする。

			　そうだな……アイスクリームでも作ってみるか。カスタードプリンであんなに喜んでくれたんだし、アイスクリームとかならもっと喜んでくれるはずだ。

			　それじゃさっそく、お菓子作りに挑戦してみますか。

		

	
		
			エピソード　１－４　アリスチートの片鱗

			　

			　善は急げと、その日の午後。

			　俺とアリスはお菓子作りのために厨房の片隅を借りていた。まずはお試しで作ってみて、上手くいけば明日にでもお茶会を開く予定だ。

			　ちなみに、料理人達が遠巻きにこちらを窺(うかが)っている。俺が以前、この厨房でカスタードプリンを作ったのを覚えていたのだろう。

			「それでリオン、なにを作るかは決まってるの？」

			「んっと……まずは冷やして作る普通のプリンだろ。それと生クリームのケーキに、アイスクリームあたりかな」

			「牛乳や卵は良いとして……バニラエッセンスと生クリーム。それに薄力粉あたりが用意出来るかな？」

			「聞いてみるか」

			　という訳で、立ち聞きしていた料理人に視線を投げかけたのだけど……彼らは一様に首をひねっていた。この世界で見聞きしたことのない材料を日本語名で話していたので、みんな理解出来なかったみたいだ。なのであらためて、これこれこういうモノと説明。

			　生クリーム以外はあることが分かったので、早速用意してもらうことにした。

			　

			「それじゃ後は生クリームだな。あれってどうやって作れば良いんだ？」

			　前世での記憶だけど、生クリームの作り方を検索した結果、生クリームにグラニュー糖を入れてかき混ぜるとか出てきて、盛大に吹いた記憶がある。

			　だけど、

			「生クリームは牛乳を遠心分離機にかけるだけだから簡単だよ」

			　アリスはそう言って、牛乳がたくさん入った壺(つぼ)を用意した。

			「それだけなのか？」

			「加工された牛乳じゃ難しいけどね」

			　あぁ……そういう意味か。

			　加工された牛乳しか売ってない日本じゃ、生クリームを作る方法がないんだな。でもこっちの世界は加工されてない牛乳が普通だから、なんの問題もない、と。

			「それじゃ……牛乳を容器に入れて振り続ければ良いのか？」

			　遠心分離機なんてないだろうと思っての発言だったんだけど、

			「その必要はないよ」

			　アリスは悪戯(いたずら)っぽく笑って、魔力を宿した右腕を牛乳の入った壺にかざす。

			「……え、なんか上に白っぽい塊が凄いスピードで浮かんでくるんですけど」

			「精霊に頼んで、成分を分離してもらってるの」

			「…………なにそのチート」

			　背後でも、彼女はなにをしてるんだ？　まさか精霊魔術か？　いやそんな馬鹿な。みたいなざわめきが上がってるけど、気持ちは良く分かる。

			　ハイエルフで容姿端麗、更には気配察知と感覚共有の恩恵を持つダブルで、精霊魔術のエキスパート。加えて異世界の知識持ちとかチートすぎる。

			　まあそのおかげでソフィアのためにお菓子を作れるんだけどな。

			　……と言うか、冷静に考えたら、アリスに告白された返事を保留にしてるのに、他の女の子を励ます手伝いをさせてるんだよな。

			　なんか急に自分が外道に思えてきた。

			「アリス、その……ごめんな」

			「ふえ？」

			　俺がおもむろに謝ると、アリスはキョトンとして小首をかしげた。

			「ソフィアを元気づける手伝いをさせて申し訳ないなって思ってさ」

			「な～んだ、そんなの気にしなくて良いよ。私だって、あんなに小さな子が悲しんでるのは見てられないもの」

			「……アリスは優しいな」

			「これくらい普通だよ、さぁ早く作っちゃお？　私がケーキを作るから、リオンはアイスクリームをお願いね」

			「ん、了解」

			　俺は気持ちを切り替え、アイスを作る準備を始める。

			　アイス、アイスね。前世では両親を失ってからはずっと二人暮らしだったから、それなりに料理の経験はあるんだけど……デザートはネットで調べた知識だけなんだよな。

			　んっと、まずは生クリームを泡だてて……むぅ、ハンドミキサーがないから、なかなか大変だな……っと、ようやく泡だった。

			　次に別の器で卵白と砂糖を混ぜながら泡だてるんだっけ。……これくらいか？

			　最後に全部を合わせて、バニラエッセンスを少々。もう一度泡立てたら、精霊魔術で冷やして完成……のはずなんだけど、精霊魔術で冷やすって大変なんだよな。

			　テンプレート化した現象を引き起こすだけなら、呪文を詠唱してイメージを強化するだけでなんとかなるけど……ジワジワ冷やすとなるとテンプレートは使えない。

			　ひたすらイメージして、なんとかするしかないか……なんて感じで精霊魔術を行使していると、再び背後でざわめきが上がった。子供の俺が無詠唱でアリスと同じようなことをしてるのに驚いてるみたいだけど、アリスとはレベルが全然違いますからっ。

			　あんなハイレベルなのと同列に扱われると恥ずかしくなるから止めて欲しい。

			「ねぇねぇリオン」

			　アイスを冷やそうと試行錯誤していると、アリスが話しかけてきた。

			「丁度良かった、なかなか上手く冷やせないんだけど、どうしたら良いかな？」

			「あ、混ぜ終わったんだね。それじゃ、上手くアイスクリームになるように冷やすね。リオンはそのあいだに、ケーキの味見をしてくれる？」

			「ああ、もちろん……………って、は？　混ぜ終わった材料を味見しろって意味？」

			「うぅん。ちゃんと生クリームを塗ったスポンジケーキの味見だよ」

			「そんな馬鹿な。作り始めてからまだ二十分も経ってな――ホントに出来てる!?」

			　アリスの前には、真っ白なケーキが鎮座していた。さすがにデコレーションの類いはしてないみたいだけど、どこからどう見ても生クリームのケーキである。

			　焼くだけでも小一時間とかかかるはずなのに、一体どうやって……あ、上手く精霊が焼いてくれたんですか、そうですか。

			「はい、アイスの方も上手く出来たよ」

			「ふぁっ!?」

			　驚いて視線を戻すと、さっきまでまったく固まってなかった材料が、丁度良い感じのアイスに変わっている。

			「い、一体どうやったんだ？　こういうのって普通、ゆっくりかき混ぜながら冷やすモノじゃないのか？」

			「ゆっくりかき混ぜながら冷やす感じで仕上げてって、精霊にお願いしたの」

			「……………………そうなんだ」

			　もうなにも言うまい。……いや、やっぱり一言だけ言わせてくれ。

			　

			　精霊にお願いしたって言えばなんでも納得すると思うなよっ!?

			　

			　……ふぅ。少しだけ気が晴れた。アリスのチート疑惑は置いといて、取り敢えずケーキとアイスの試食をしてみよう。

			「アリス、このケーキ切って良いか？」

			「あ、私が切り分けるよ」

			「お、おう……」

			　まさか手をかざすだけでぱかっと割れるのか!?　と思ったら、普通にナイフで切り分けるだけか。なんか少し残念に思うのは毒されてきてるのだろうか？

			「それにしても、綺麗に出来てるなぁ」

			　綺麗に切り分けられたケーキを見ながら呟(つぶや)く。正直、見た目だけなら前世のお店に並んでるようなケーキと比べても遜色がないんじゃないかな。

			「えへへ、そう言ってくれると嬉しいなぁ。小さい時からずっと、料理の練習をしてた甲斐があったよ」

			「なるほど。小さい時から、ね」

			　紗(さ)弥(や)は小さい時から体が弱かったので、あまりそういう機会がなかった。なので今のは、生まれ変わってから奴(ど)隷(れい)になるまでのあいだ、ずっと料理の練習をしていたという意味だろう。

			　そりゃ料理の腕も上がるはずだよ。なんて考えながら、ケーキの切れ端をフォークで口の中に。甘くまったりとした味が広がっていく。

			「おぉ……これはまさしく〝イチゴ〟のないイチゴケーキ！」

			「……〝イチゴ〟、探してこようか？」

			「ちょっとした冗談だから、そんな目で見ないでくれ。まぁなにか果物がないと、ちょっと寂しい気がするけど」

			「――その〝イチゴ〟というのはどんな果物なんですか？」

			　話を聞いていたのだろう。こちらを窺(うかが)っていた料理長さんが声をかけてくる。

			「えっと……赤くてぷつぷつした表面で、酸味と甘みがほどよい果物、ですかね？」

			「もしや、そのまま食べられる一口サイズの果物でしょうか」

			「心当たりがあるんですか？」

			「はい、恐らくは。この付近では――という名前ですが」

			　なるほど。それがこの世界のイチゴなのかと、俺はその言葉をイチゴと脳内変換する。

			「それじゃそのイチゴ、取り寄せられますか？」

			「ええ、今ならぎりぎり収穫時期ですから。探せばあると思います。明日の昼までに調達すればよろしいですか？」

			「それで十分です。お願いできますか？」

			「お任せ下さい。おいそこのお前――」

			　料理長さんは部下の一人に、伯爵家御用達のお店に注文を出すように言い付けた。

			「ところでリオン様がお菓子をお作りになっているのは、落ち込んでいるソフィアお嬢様を元気づけるため、なんですよね？」

			　なんで知ってるんだ……って、そうか。さっきアリスと話してたから聞こえてたのか。

			「そうですね。お茶会を開けば元気が出るかなと思って」

			「やはりそうでしたか。では、我々にも手伝わせて下さい」

			「それは構いませんが……どうして手伝ってくれるんですか？」

			　みなに発表した内容では、グランシェス家が過激派に襲われ、それを助けたスフィール家の当主も殺されたという内容になっている。

			　あんまり良い印象を持たれてないはずなんだけどな。

			「ここにいる者達は、かれこれ十年近くスフィール家に仕えてきました。なので、我々にとってソフィアお嬢様は、娘のような存在なんです」

			「娘、ですか。ソフィアは人見知りが激しいと聞いてましたが」

			「最近はそうですね。ですが以前のお嬢様は明るくて、皆に元気を分けてくれるような女の子だったんです」

			「つまり、ソフィアを励ますために手伝いたいと？」

			「ええ。カルロス様が亡くなられ、エリーゼ様も臥(ふ)せっている。そんな状況でふさぎ込んでいるとお聞きし、なんとか元気を出して頂きたいと話し合っていたんです」

			「そういうことでしたら、お茶会の手伝いと……これらの味見をお願いして良いですか？　ソフィア好みの味付けにしたいので」

			「喜んで。――お前達、話は聞いていたな。お菓子を作って、ソフィアお嬢様を励ますぞ」

			「「「――はいっ！」」」

			　厨房にいた料理人や、話を聞きつけてきた使用人達が一斉に声を上げた。

			　……なんだよ。ソフィアはみんなに気味悪がられてるなんて言ってたけど、ちゃんと大切に思ってくれてる人がいるじゃないか。

			　みんなの気持ち、ちゃんと伝えてやらないとな。

			　

			　その後、お菓子の試作は無事に終了。明日の午後にお茶会を開くことにして、ソフィアに時間を空けておいて欲しいと伝える。

			　それから部屋に戻り、俺は久しぶりに、アリスとのんびりとした時間を過ごしていた。

			「ふぅん、それじゃアリスも、あの病院で色んな知識を集めてたんだ」

			「うん。もし体が元気になったらあれをしたい、これをしたいって、毎日色々と想像を巡らせながら、窓から見える景色を眺めてたの」

			「あぁ、あの景色な。箱庭を眺めてるみたいで創作意欲をかき立てられるんだよな」

			「そうそう、それでね――」

			　アリスは楽しそうに笑う。

			　最近はずっとギクシャクしていたので、こんな風にのんびりとした時間を過ごすのは久しぶりだ。……うん、やっぱりアリスと過ごすのは楽しい。

			　なんて感じで昔話に花を咲かせていると、不意に扉がノックされた。

			「――ミシェルです、入ってよろしいですか？」

			　……ミシェル？　ミシェルって、クレアねぇお付きのメイドだよな。無事だったのか？　と言うか、いつの間にスフィール家に来たんだ？

			「リオン様、いらっしゃいませんか？」

			「あっと、開いてるから入ってくれ」

			　慌てて答える。一呼吸置いて入ってきたのは黒髪に黒い瞳のメイド。やはり俺の知っているミシェルだった。俺は思わずソファから立ち上がってミシェルを迎える。

			「ミシェル、無事だったんだな」

			「ご無沙汰してます、リオン様。それにアリスさん」

			「お久しぶりです、ミシェルさん」

			　軽く挨拶を交わし、ミシェルが今までどうしていたのかを尋ねた。

			「実は、私はクレア様と一緒にスフィール家に捕らわれていたんです」

			「え、そうだったのか？　そのわりには、今まで一度も見なかったけど」

			「ええ。クレア様の指示である村に出かけていましたので」

			「……ある村？」

			　もしやという考えが浮かぶ。それと同時、ミシェルが部屋の外に合図を送った。そうして部屋の外から顔を出した女性を見て、俺は思わず息を呑んだ。

			「……リオン様、また会えましたね」

			　ブラウンの髪をふわりと揺らし、穏やかな微笑みを浮かべる。紫の瞳が特徴的な彼女は、俺がいつか迎えに行こうと思っていた母親(ミリイ)だった。

			「リオン様？　私のこと、忘れてしまったんですか？」

			「……そんなはず、そんなはずないだろ」

			　インフルエンザの件でミリィと引き離されるまでずっと、俺はミリィが母親だと知らなかった。だけど今はミリィが母親だと知っている。

			　――お母さんだったんだな。久しぶり、元気だった？　ずっと会いたかった。

			　そんな言葉はいくらでも思い浮かぶのに、声がかすれて言葉にならない。

			　そして――

			「おかあさん！」

			　叫びながらミリィに駆けよったのは――アリスだった。……なんでだよ。

		

	
		
			エピソード　１－５　お義(か)母(あ)さん

			　

			「……貴方は？」

			　走り寄ってきたアリスを前に、ミリィが首をかしげる。

			「初めまして、おかあさん。私はアリスティアって言います」

			　アリスはスカートの裾を摘んで膝を曲げる。

			　その仕草は優雅だけど、いかんせん言っていることがおかしい。いつミリィがお前のお母さんになったんだ。と言うかそれはもしかして、お義母(かあ)さんって意味なのか？

			　なんて思っていたら、アリスが自らの髪飾りに触れて取り払った。

			　背後にいる俺からは見えないけど、瞳の色を偽装する紋様魔術が込められた髪飾りを外すことで、片眼の色が変わったのだろう。ミリィとミシェルが揃って息を呑んだ。

			「その瞳……貴方はもしや、噂に聞くハイエルフなんですか？」

			「先祖返りですけど、ハイエルフとしての力は持っています。それと、私のことはアリスって呼んで下さい」

			「アリス様、ですか？」

			「いいえ、ただのアリスで大丈夫ですよ、おかあさん」

			「そのお母さんというのはもしや……」

			　と、ミリィは俺をちらり。

			「はいっ、リオンと親しくさせてもらってます」

			　むあああっ。アリスの奴、外堀を埋めに来やがった！　なんて慌てるけど後の祭り。

			　ミリィは「そうだったんですか！」と、アリスと楽しそうに話し始めてしまった。それを渋い顔で見守っていると、暫(しばら)くしてアリスが俺の側に駆けよってきた。

			「リオン、おかあさんに私のことを紹介してよぉ」

			　紹介してよぉじゃねぇだろ、まったく。可愛く首をかしげれば許されると思うなよ。

			「ほらほら、早く」

			「ちょ、腕を引っぱるな腕を」

			　慌てるけど、体格差で引きずられるようにミリィの前に連れて行かれる。

			「……リオン様、お久しぶりです」

			「あ、うん」

			　やっぱり上手く言葉が出てこない――と思ったら、アリスに肘で脇腹をつつかれた。

			　ちょっ、痛い、痛いんですけど!?　と言うか、身長差があるのに強引につつくから、ミリィから丸見えで笑われてるんですけど!?

			　あぁもう、分かったよ、分かりました！

			「こほんっ。……久しぶり。それともう、様なんか要らないよ、その……お母さん」

			　なんとか絞り出した言葉にミリィが息を呑んだ。俺は一度言ってしまえば後は同じだと、勢いに任せて自分の気持ちを吐き出す。

			「ミシェルから聞いてると思うけど、あれから色々あったんだ。良いことも悪いことも、たくさん。でも、とにかく、もうお母さんが乳母のフリをする必要はないから」

			「……リオン？　本当に、本当にもう良いんですか？」

			「うん、本当だよ、お母さん。今まで……苦労ばっかりかけてごめん」

			「あぁ、ああっ！　リオン、リオン！」

			　ギュッと抱きしめられる。

			「お母さん……」

			　ミリィを連れてきてくれたミシェルと、指示を出してくれたであろうクレアねぇ。

			　それに、ミリィと打ち解ける切っ掛けをくれたアリスに感謝をしつつ、俺は数年ぶりに感じるミリィの温もりに身を預けた。あまりの懐かしさに、頬を熱いものが伝い落ちた。
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			　感動の再会の後。

			　少し落ち着いた俺達は改めて紅茶を飲みながら話をすることにした。

			「ミリィはここ数年、故郷で暮らしてたんだよな？　どんな風に過ごしてたんだ？」

			「あら、もうお母さんと呼んでくれないんですか？」

			「……また今度な」

			　ミリィに抱きしめられて泣いたのを思いだして恥ずかしくなる。肉体年齢は十歳だから不自然じゃないけど、過ごした時間は三十年ほどあるのだ。

			　アリスにはそれを知られているし、あまり恥ずかしいところは見せたくない。

			　あぁでも泣いちゃったのは、幼い体に心が引っぱられたせいかもしれないな。と言うかそういうことにしておこう。

			「それで、村ではどんな風に過ごしてたんだ？」

			「そうですねぇ。幸い屋敷を出る時に生活費は頂いていたので、村では村長さんのお仕事の手伝いをして過ごしていました」

			「村長さんの手伝い？」

			「ええ。村の寄り合いでのお手伝いなんかですね。リオンと一緒に暮らす前は、メイドとして似たようなお仕事もしていましたから」

			「なるほど……」

			　読み書きや計算が出来るミリィは、村でかなり重宝されたんだろう。この世界の識字率なんかは低いからな。

			「私が迎えに行った時も、村の男連中に引き留められていましたよね」

			「なん、だと……」

			　ミシェルの言葉に俺はかつてないほどの衝撃を受けた。

			　ミリィに――お母さんに男の影？　いやでも、父ロバートはもうこの世にいない。それに、ミリィはずっと妾(めかけ)として疎(うと)まれていた。

			　もしミリィが新しい家庭を築きたいと願っているのなら、俺は応援するべきではないだろうか？　いやでも、もしミリィのお金や体目当てなら許せない。

			　まずは相手がミリィにふさわしいか審査を――あぁでも、それじゃ本人の意思を無視して政略結婚を押しつける連中と同じになってしまうのか!?

			　――くっ、ミリィの自主性に任せるべきか？　でもそれだと不安要素がっ！　うああああああっ、俺は一体どうしたら良いんだ!?

			「リオン？　なにをそんなに悶(もだ)えているんですか？」

			「いや、その、急な話でどうすれば良いか分からなくて」

			「私はリオンの成長を見守るつもりなので心配しなくて大丈夫ですよ？」

			「気持ちは嬉しいけど。それじゃミリィ自身の幸せが……」

			　いや、俺を見守ることがミリィの幸せなのか？　でもそれは、俺の都合の良い解釈な気がしないでもない。やっぱりミリィ自身のことを考えると――っ。

			「……弟くんがかつてないほど苦悩してる」

			「当たり前だろ!?　ミリィには絶対に幸せになって欲しいんだ！　でもミリィを幸せにするのは俺じゃない。ほかの誰かにゆだねなきゃいけない。それがどれだけもどかしい――って、クレアねぇ!?　いつの間に！」

			　さっきまでいなかったはずなのにと驚く。

			「ミシェル達と一緒に来てたのよ。空気を読んで大人しくしてたけどね」

			「そう、なんだ……」

			　もしかして俺、クレアねぇの横でお母さんお母さん言ってたのか？　クレアねぇが両親を失ってまだ二ヶ月くらいしか経ってないのに？

			「クレアねぇ。その……ごめん」

			「うん？　あぁ……あたしにとっての家族は、ミシェルや弟くん達だから。あたしのことは気にしなくて平気よ」

			　そう言って少しだけ寂しげに笑う。俺に気を使っているのは丸わかりだ。

			　……でも、あんまり食い下がるのも、逆にクレアねぇを悲しませることになるかな？　うぅん、今回はクレアねぇの優しさに甘えておくか。

			　そう思った俺は咳(せき)払いを一つ、ミシェルへと視線を向けた。

			「なにはともあれ、ミリィを連れてきてくれてありがとう」

			「もったいないお言葉です。それと、ミリィさんをお迎えに行く途中で見聞きしたことで、少しお耳に入れたいことがあります」

			「うん？　なにかあったのか？」

			　実は――とミシェルは前置きを一つ。グランシェス領が食糧難に陥りつつあるようで、口減らしに子供が奴(ど)隷(れい)として売られるケースが出てきていると話してくれた。

			「食糧難の原因はなんなんだ？」

			「今年はあまり雨が降らなかったことに加え、再びインフルエンザが流行したことにより、ただでさえギリギリだった食料が足りなくなっているようです」

			「……インフルエンザが流行したら食料が足りなくなるのか？」

			　関連性が分からなくて首をかしげる。

			「普段は冬でも狩りとかをしてるんじゃないかな？」

			「アリスさんの言うとおりです」

			　あぁそっか。蓄えた食糧プラス、狩りによる上乗せでぎりぎりの計算だったところが、寝込む人が増えて足りなくなった訳ね。

			「取り敢えず税率は下げるとして……それじゃ現状の改善にはならないよな。――食料支援は可能なのか？」

			　後半はクレアねぇに向かって尋ねる。

			「食糧不足なのはグランシェス領とその近隣だけだから、食料の買い付けは可能よ。お屋敷は木造部分が燃えちゃったけど、宝物庫なんかは無事だったしね」

			「ふむ。じゃあ当面は買い付けた食料で乗り切るとして……作物の収穫量はなんでそんなにギリギリなんだ？　今回みたいな非常時に供えて、少し多めに作れないのか？」

			「それが出来れば良いんだけどね。新しい畑を開(かい)墾(こん)もしてるみたいだけど、数年で収穫量が落ちてしまうのよね」

			「それって……連作障害じゃないのか？」

			　クレアねぇの説明を聞いてもしやと思った俺は、アリスに視線で問いかける。と、アリスはこくりと頷いてくれた。

			　やっぱりか。俺はこの世界の農業を知らないから自信がなかったけど、この世界で何年か旅をした経験のあるアリスが同意見なら間違いないだろう。

			「ええっと、その連作障害って？」

			　クレアねぇが皆を代表するように声を上げた。

			「大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)に言うと、同じ作物を同じ畑に植え続けると収穫量が減るって話だ。あとは栄養不足もあるかもしれないけど、とにかくそれらは改善出来る」

			「聞いたこともないけど……弟くんが言うなら本当なんでしょうね」

			「ああ。その辺はアリスもいるし大丈夫だ。だから問題は、既に売られた子供をどうするかだなぁ。食料を支援しても、売られた子供は帰ってこないだろうし」

			　付け加えた俺の呟(つぶや)きに、ミシェルが首をかしげた。

			「何故ですか？　食料があれば、子供を売ったお金で買い戻せるのではないですか？」

			「奴(ど)隷(れい)商もちゃんとした商売なんだろ？　購入してからの人件費もあるだろうし、同じ値段では買い戻せないと思うぞ」

			　それどころか口減らしで手放すような状況。二束三文で売り飛ばしていたとしたら、倍額でも買い戻せないかも知れない。

			「それは……では、グランシェス家の使用人として買い集めることは出来ませんか？」

			「一人二人なら、な。でもどう考えても数人のはずはないだろ？　働かせる予定もないのに何十人も雇えないよ。そんなことをすれば、皆がグランシェス家に子供を連れて押しかけてくるのは目に見えてるからな」

			「そう、ですね……」

			　ミシェルは唇を噛んで俯いてしまった。随分と感情移入してるみたいだけど、ミリィを迎えに行く途中でなにかあったんだろうか？

			　なにか事情がありそうだけど……無理に聞き出すのも良くないかな？　後でクレアねぇに探りを入れてもらうとしよう。

			　それより問題は、子供達をどうするかだ。子供達が奴(ど)隷(れい)として売られると知ってのんびりとはしてられない。グランシェス領に戻って、本格的に考えないと。

			「決めた。俺は明後日グランシェス領に帰る。それで、子供達を助ける方法を考えるよ」

			「助けて……頂けるのですか？」

			「初めに言ったろ？　問題は子供をどうするかだって。単純にお金での解決は無理だけど、なにか他の方法を考えてみるよ。だから、少しだけ待っててくれ」

			　売られた子供を第一に考えるなら、今すぐ帰って対策を練るべきだけどな。でも俺にはソフィアも大切だから。このままソフィアを放って帰る訳にはいかない。

			　だから、明日一日だけはソフィアのために使う。そしてソフィアを救って、堂々とグランシェス領に帰り、領地の人々も救う。

			　それでミッションコンプリートだ。

		

	
		
			エピソード　１－６　義妹

			　

			　お茶会は中庭でやるのが理想だったんだけど、いくら暖かい地方とはいえ、二月に外でお茶会をするのは少し肌寒い。

			　なのでお茶会は、サロンで開催することにした。

			　そんな訳で、体感で午後の三時頃――俺はソフィアを連れ出してサロンへと向かっていた。

			「リオンお兄ちゃん、サロンでなにをするの？」

			「お茶会だよ」

			「お茶会って……もしかして他の人もいるの？」

			　俺と手を繋いで歩いてたソフィアが不意に歩みを止める。俺は同じく足を止め、ソフィアの顔を覗き込んだ。

			「ソフィアは、他の人と会うのは怖いか？」

			「……うん」

			「どうして？」

			「だって……お父さんもお母さんも、ソフィアを化け物って思ってた。……他のみんなも、きっとそう思ってるよ」

			「そんなことないと思うぞ。今日のお茶会に出すお菓子だって、厨房のみんながソフィアのためにって手伝ってくれたんだぞ？」

			「きっとリオンお兄ちゃんが相手だから、そんな風に言ったんだよ」

			　ソフィアは信じないとばかりに、金色の髪を振り乱した。

			「うぅん……でもさ、みんなソフィアを恐れてるように見えなかったぞ？　それに、俺がソフィアを恐れてないのは知ってるだろ？」

			「リオンお兄ちゃんは特別だもん」

			「そうでも、ないんだけどな……」

			　ソフィアがいきなり父親を殺した時は俺だって恐怖した。

			　だけど、ソフィアが俺の受けた悲しみや苦しみを知って、俺の代わりに怒ってくれたんだって分かったから、怖くなくなったんだ。

			　ようするに、ソフィアがなにを考えているか分からなかったのが怖かったんだと思う。そしてそれは、ソフィアの両親も同じだったんじゃないかなって思うんだよな。

			　とは言え、今のソフィアにそれを分かってもらうのは難しいだろう。だからいまは、当初の予定通りに計画を進める。

			「ソフィアが不安なのは分かった。けど心配いらないぞ。俺が呼んだのは信頼出来る一人だけだから」

			「……一人？　もしかしてクレアお姉ちゃん？」

			　お～、ソフィアにとってクレアねぇは信頼出来る相手なんだな。これは朗報だ。今度お茶会をする時はクレアねぇも呼ぼう。

			　とは言え、今回はクレアねぇは撤収作業で忙しいので呼んでない。

			「アリスティアって言うんだけど……俺がソフィアの部屋に忍び込んだ時に、俺と一緒に女の子がいたのを覚えてるか？」

			「あ……うん。あのお姉ちゃんが一緒なの？」

			「そうそう。あのお姉ちゃんなら平気だろ？」

			「ええっと……」

			　嫌がってる感じではないな。嫌ではないけど少し不安って感じの微妙なラインかな。なら、ここで一気に畳みかけよう。

			「実は、アリスは色々なお菓子のレシピを知ってるんだ。だから今回のお茶会に出すお菓子も、色々な種類があるぞ」

			「色々なお菓子って……プリンくらい美味しい？」

			「あれよりもっと美味しいお菓子だ」

			「プリンより美味しいお菓子……」

			「ああ。しかも三種類だ」

			「三種類……」

			「一つは、まったりとした甘い生クリームにコーティングされたふわふわのスポンジに、イチゴがちょこんと乗ったショートケーキ。そして冷たくて、食べると口の中でとけていく甘ーいバニラのアイス。それにカスタードプリンよりもとろっとした――」

			「リオンお兄ちゃん！」

			「うん？　どうかしたのか？」

			「早くお茶会に行きたい！」

			　ちょろい。

			　……いや、マジでちょろすぎないか？　かなり深刻なトラウマだと思ったけど、これなら、一気に社会復帰も夢じゃないんじゃなかろうか。

			「なぁソフィア。ソフィアが平気なら、他にも何人か呼んでも」

			「――それは嫌！」

			「ふむ……アリスなら良いのか？」

			「お姉さんの心を見た時、凄く優しい感じがしたから。だから、あのお姉さんなら大丈夫かなって……少しだけ思ったの」

			　お菓子の効果と、アリスの信頼の合わせ技だったか。そういう理由なら、他の人を呼ぶ訳にはいかないな。

			「分かった。なら呼ぶのはアリスだけ。お茶会は三人で楽しもう」

			　

			　そうして始まった三人だけのティーパーティー。

			「ふわああああっ、なにこの甘いお菓子、口の中でとけるよ!?」

			「ふふっ、それはバニラアイスって言うんだよ。それに、こっちのケーキも食べてみて」

			「んんっ、甘い、凄く美味しい！　なにこれなにこれ、凄いよアリスお姉ちゃん！」

			　ソフィアはお菓子に夢中だった。最初はアリスを警戒してか、少し表情が硬かったんだけど、完全にお菓子で籠(ろう)絡(らく)された形だ。

			　まだトラウマが解消された訳じゃないだろうけど、俺にだけ依存という形からはなんとか脱却できそうだ。――なんて考えながら、俺は紅茶を飲んでいた。

			　ちなみに、前世での俺は紅茶を自分で淹(い)れる趣味がなかったので気付かなかったけど、この世界の紅茶はあんまり美味しくなかったらしい。

			　アリスが淹(い)れる紅茶を飲んで世界が変わった。……いや、アリスの紅茶を飲んだのはこの世界に生まれ変わってからだけどな。

			　――こほんっ。

			　とにかく、だ。紅茶を淹(い)れるには、温度、対流、水など、いくつかのポイントがある。

			　まずは、沸騰したお湯を使い、可能な限り途中で温度が下がらないようにする。そして水は空気を良く含んだ汲み立ての軟水を使い、対流が起きやすい丸い入れ物で茶葉を蒸らす。

			　この辺が美味しい紅茶を淹(い)れるポイントなんだけど……まずこの世界に保温性を追求したティーセットなんてモノは存在しない。そして当然、対流に気を使ったティーポットもない。

			　そして最後に、軟水かどうかは調べてないけど、汲み置きした井戸水にはあまり空気が含まれていない。なので茶葉が良かろうと、紅茶本来の味を引き出すことは不可能だったのだ。

			　

			　――アリスのチートがない限り。

			　

			　精霊の力で温度を保ち、水に空気を含ませてほどよく対流を起こす。そうしてアリスが淹(い)れた紅茶は、スフィール家のメイド長が弟子入りしたいと懇願するレベルだった。

			　もちろん、俺もかなり気に入っている。

			　と言うか、淹(い)れ方でこんなに味が変わるなら、紅茶セットなんかを生産したら売れるんじゃないだろうか。でもって、グランシェス領にカフェを作るのとかも楽しそうだな。

			「それじゃアリスお姉ちゃんは、リオンお兄ちゃんの恋人さんなの？」

			「まだ予定だけどね」

			　……おいこら、人が紅茶を楽しんでるあいだになんの話をしてるんだ。

			「良いなぁ……ソフィアはリオンお兄ちゃんと結婚する予定だったけど、なかったことになっちゃったの」

			　ピシリと空気が凍り付いたような気がした。

			　なんて爆弾を落とすんですかね、この子は。いや、たしかにそういう結果にはなったけど。それはなんて言うか、もっと政略的な話だったはずだ。

			　と言うか、アリスが変な話をするからだぞ。この状況でなんて返すつもりなんだよ？

			　無難に、元気出して――とか？　いや、無難でもなんでもないな。となると、私に勝てると思ってるの？　――挑発してどうする。

			　じゃあ例えば……もっと他にいい人が見つかるよ――とか？　それは完全にアウトだな。少なくともソフィアの立場からすればイヤミにしか聞こえないだろう。

			　ハッキリ言って、この状況は既に詰んでいると思う。どんな答えでも地雷を踏み抜きそうな未来しか想像できない。

			　なんて思っていたら、アリスは満面の笑みを浮かべて言い放った。

			　

			「私が、ソフィアちゃんに協力してあげようか？」――と。

			　

			　……な、なにそれどういう意味？

			　アリスはソフィアのために身を引くつもりなのか？　それとも、その場しのぎで言ってるだけ？　もしそうなら、ソフィアを傷付けることになるぞ。

			　なんて、俺が混乱してるうちにも二人の会話は進んでいく。

			「アリスお姉ちゃんは良いの？」

			「言ったでしょ。私もまだ予定だって。リオンはまだ実妹に手を出すことに抵抗があるみたいなんだよね。だから、義妹っぽい子に手を出させちゃえば倫理観も削れるかなって」

			　なんか恐ろしいこと考えてるうううっ!?

			　と言うか、サラッと実妹って言うなよ。転生の話はみんな知らないんだぞ。

			「良く分からないけど……本当に良いの？」

			「もちろんだよ、二人でリオンを攻略しよう！」

			　ダメだ、意味は良く分からないけど、ダメなことだけは良く分かる。とにかくこの状況をなんとかやり過ごそうと思ったその時、不意に扉がノックされた。

			「入ってくれ！」

			　即座に声をかける。

			　ソフィアがいる今、本当なら俺が外に出て用件を聞くべきだった。

			　でも俺はマジで焦ってて、そこまで気が回らなかった。それどころか、誰かが部屋に入ってくることで、この状況をうやむやに出来ると思ってしまったのだ。

			　その結果、ソフィアは入ってきたメイドに表情を引きつらせた。そして、席を立って駆けよってくると、俺の背中に隠れてしまう。

			「……あの？　ご報告してよろしいでしょうか？」

			「あぁ、悪い。なにか用か？」

			「はい、ソフィアお嬢様を訪ねて、パトリック様がおいでです」

			　俺の背中に隠れてるソフィアがビクリと身を震わせた。

			「ソフィア？」

			　顔だけ向けて小声で尋ねる。

			「……会いたくない、帰ってもらって」

			「嫌な相手なのか？」

			「……ソフィアの話を聞いてくれないし、自分のことしか考えてないから嫌いなの」

			　なるほど。あんまり良い性格じゃなさそうだな。それに、今のソフィアには絶対会わせたくないタイプの相手だ。

			「ソフィアは会いたくないみたいだから、なんか理由を付けて断っておいてくれるか？」

			　俺はソフィアの代わりにメイドに意思を伝えた。

			「それは……あの……」

			「断りづらい相手なのか？」

			「……はい。パトリック様のご実家は、ロードウェル子爵家なんです。本来であれば伯爵家であるスフィール家よりも格下なんですが、グランプ侯爵家の分家なので……」

			　よりによってグランプ侯爵家の関係者かよ。クレアねぇの結婚を延期にしてもらっている手前、あんまり刺激したくないんだよな。

			「そいつの目的は分かるか？」

			「えっと……その」

			　メイドはちらりとソフィアを見る。まあ考えるまでもなくソフィアがらみだな。と言うことで、俺は背後にいるソフィアに、話を聞く許可をもらう。

			「ソフィアの許可はもらったぞ」

			「そういうことでしたら。実は――」

			　メイドが教えてくれたのは、そのパトリックがソフィアに求婚していたという事実。

			　ソフィアに婚約者が出来てからは大人しかったみたいだけど、婚約が破棄されたのをどこかで聞きつけてやって来たらしい。

			　ちなみに歳は俺より四歳上で十四歳だそうだ。ソフィアは七歳なのでダブルスコア。政略結婚云々じゃなくて、ソフィア自身に求婚しているので完全にロリコンである。

			　地位ではなく、ソフィア自身を見ているというのは評価対象なのかも知れないけど、どっちにしてもソフィアが嫌がってるならアウトだ。

			「確認だけど、ソフィアは、どうしても会いたくないんだよな？」

			「…………殺してもいい？」

			「ダメに決まってるだろ!?」

			　可愛い顔でなんて恐ろしい発言をするんだこの子は。

			　しかもまったく冗談に聞こえないのが怖すぎる。あれか？　お父さんを殺したのは罪悪感でいっぱいだけど、他人なら問題ないとかそういうこと？

			　と、取り敢えず、絶対に会わすわけには行かないな。

			「悪いけど、日を改めるように言ってくれ。もしそれが難しければ、エリックさんに事情を伝えてくれ」

			「はい、かしこまりました」

			　メイドは一礼。部屋を退出していった。それを見届け、俺はあらためてソフィアへと視線を向けるけど、ソフィアの表情は硬いままだ。せっかく以前のような明るい感じになっていたのに、また昨日の状態に戻ってしまった。

			　うぅむ。パトリックとか言う奴、タイミングが悪すぎるぞ。

			「ソフィア、もう帰ってもらったから心配しなくても大丈夫だぞ？」

			「……でも、きっとまた来ると思う」

			　それは……多分そうだろうなぁ。俺がソフィアと婚約を解消したのはつい先日だ。それで飛んでくるくらいだし、相当にご執心なのだろう。

			　それにグランプ侯爵の後ろ盾があるって話だからな。カルロスさんが死んだばかりで、エリックさんはまだ若い。強気に出られたら断れないかも知れない。

			　ソフィアの依存が加速するかもと迷ってたけど、こうなったら背に腹は代えられない。

			「ソフィア、ちょっと聞いてくれ。俺は明日、グランシェス領に帰るつもりだ」

			「え……リオンお兄ちゃん、帰っちゃうの？　またすぐ戻ってくるよね？」

			「いや、色々とやることがあるから、当分は来れないと思う」

			　俺がそれを伝えた瞬間、ソフィアが泣きそうになる。それを見た俺はすぐさま、ソフィアの不安を取り除くべく「だから――」と続ける。

			「俺の妹にならないか？」

			「……え、どういうこと？　リオンお兄ちゃんはグランシェス家を継ぐから、スフィール家の養子になれないんだよね？」

			「そうだな。だから、ソフィアがグランシェス家の養子にならないかなって。エリックさんには、ソフィアが望むなら良いって許可をもらってるから、ソフィア次第だぞ」

			「……養子になれば、リオンお兄ちゃんとずっと一緒にいられるの？」

			「そうだよ」

			「だったら妹になるっ！　リオンお兄ちゃんの妹になって、一緒について行きたい！」

			「……分かった。それじゃソフィアは今から正式に俺の義妹だ。ソフィアを脅かすようなことがあれば俺が護ってやる。絶対、ソフィアを悲しませたりしないよ」

			　今は当主代理という立場だけど、グランシェス領に戻ったら奴(ど)隷(れい)として売られた子供を助けて、これから売られるかも知れない子供も助ける。

			　そうしてグランシェス領のみんなが幸せに過ごせる環境を作る。

			　自重なんて絶対にしない。たとえグランプ侯爵が相手でもソフィアを護れるくらい、グランシェス領を豊かにしてみせる。

			　きっとそれが、俺が幸せになるための条件だから。
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			エピソード　２－１　第一回内政会議

			　

			　ソフィアを義妹にした俺は、グランシェス領の屋敷へと舞い戻っていた。

			　ただし、住むのは本宅ではなく離れの方だ。こっちの方が住み慣れてるって言うのもあるけど、そもそも本宅は木造部分が焼けて、人の住める状態じゃないからな。

			　そんな訳で、久しぶりに帰ってきた離れ。俺達はグランシェス領の内政改革に乗り出すべく、応接間に集合していた。

			　メンバーは当主代理の俺と、補佐役のクレアねぇ。それにミリィやミシェル、無事に戻ってきてくれた使用人達。

			　そのほかは、異世界の知識を持つアリスと、ソフィアは……癒やし担当かな？　俺の背中に隠れるように出席している。

			　隠れるように――と言ったけど、ソフィアは名前を挙げたメンバーとは少しずつ打ち解けてきているように見える。俺の背中に隠れているのは、知らない使用人達がいるからだろう。

			　それはともかく、まずは本日の議題についてだ。

			「早速だけど、グランシェス領の抱えてる問題について話し合おう。今抱えている問題だけど、生産力の低下と、口減らしに売られた子供の問題。続いて炎上した屋敷の取り扱いと、散り散りになった使用人の保護について。後は……インフルエンザかな」

			　俺はそこで一度言葉を切り、クレアねぇに対策中の内容について報告を求める。

			「生産量力低下については弟くんが解決出来るって話だから保留中よ。あとインフルエンザについては従来の対策を周知してるけど……それ以外に出来ることはないのよね？」

			「そうだなぁ……」

			　庶民の家はかなり劣悪だから、出来れば居住空間自体をなんとかしたいけど……そっちは数が多すぎて、さすがにすぐに対策は出来ないからなぁ。

			　クスリの開発もさすがに無理だし……

			「強いて挙げれば、ストレスを溜めないようにして、栄養を取って健康を維持するのが対策と言えば対策かなぁ」

			「つまり、食糧難の解決が、インフルエンザ対策にもなるのね？」

			「そうなるな」

			　俺が物心つくまでは、インフルエンザの流行は滅多になかったらしい。

			　最近になって交易が盛んになって来たって話だから、それが主な原因だと思うけど、生産力の低下で疲弊してるのも原因の一つだと思う。

			「それじゃ次は……散り散りになった使用人の保護ね。身請け先で交渉中の人がいるけど、行方が分からなかった使用人、全員の無事を確認済みよ」

			「お、そうか！　それじゃ、そのまま交渉を続けてくれ」

			　良かった。一番の懸念事項がなんとかなりそうだ。対応が遅れたせいで行方不明者や死亡者が出てたら、さすがにショックだもんな。

			「次に炎上した屋敷についてね。燃えたのは木造部分で、石造りの基礎は無事だから、修理すれば住めるようになるわ」

			「ふむふむ。それじゃ修理に取りかかってくれ。とは言っても、俺は住まないけどな」

			「……え？　どうしてよ？」

			「あんまり良い思い出がないからなぁ。それにあの屋敷――と言うか、この国の建物って住みにくいと思うんだ。だから、俺好みの屋敷を新しく建てようと思って」

			「ちょっとちょっと、弟くん？　領地が食料不足に陥ってるのよ？　それなのに当主がそんな贅沢をしてどうするのよ」

			　クレアねぇは少し咎(とが)めるような口調。ミシェルもちょっと呆れ顔だ。

			　でも、アリスとミリィは平然と俺の話を聞いていた。この二人は多分、俺がなにを考えてるか分かってるんだろう。

			「ミリィはどうして怒ってないんだ？」

			　俺の代わりに説明してもらおうと尋ねると、ミリィは満面の笑みを浮かべた。

			「決まってます。リオンが間違ったことを言うはずがないじゃないですか」

			「……え、そういう理由？」

			「ええ。以前にも言いましたよね？　私はいつだってリオンの味方だって」

			「……あ～うん、ありがと。でもなミリィ、俺だって間違うことはあるからな？　ちゃんと自分で判断しないとダメだと思うぞ……？」

			「そうですね。ちゃんと自分で考えてリオンを信じることにします」

			　違う、そうじゃない。

			　うぅむ。信頼してくれるのは嬉しいんだけど……まいったな。久々に再会したら、ミリィが親バカになってるぞ。

			　ずっと母親だって名乗れなかった上に、ここ数年は離ればなれになってたからなぁ。その反動で子(こ)煩(ぼん)悩(のう)になるのはしょうがない……か？

			　なんにしても、俺の代わりに説明を期待するのは無理そうだ。

			　気を取り直して、俺はアリスに説明を頼もうと視線を向ける。アリスは俺と同じ転生者だし、こっちの世界で旅をした経験もある。ちゃんと俺の望んだ答えをくれるだろう。

			「アリス、みんなに説明してやってくれ」

			「うん。みんな考えてみて？　リオンが間違ったことを言うと思う？」

			「ありすぅぅぅぅ」

			「じょ、冗談だよ、冗談だから、そんな泣きそうな声を出さないでよ」

			「泣きそうじゃないしっ、良いからちゃんと説明してくれよ」

			　ジト目で睨(にら)むと、アリスは仕方ないなぁとばかりに肩をすくめた。いや、それは俺のセリフだからな？

			「食糧難を回避するには、収穫量を増やすのが一番だよね？　でもそれだと、今すぐにはみんなを助けられない。それは分かるよね？」

			「対策を講じても、作物が育つまでに時間がかかるからよね？」

			「うん。クレアの言うとおりだよ」

			　アリスがクレアねぇに向かって親しげに微笑む。

			　アリスは最近までクレア様って呼んでたんだけど、奴(ど)隷(れい)から解放されたのが切っ掛けで仲良くなったらしい。前世の妹と、この世界の姉が仲良しなのは良いことのはず……なんだけど、なんとなく嫌な予感がするのは、なんでなんだろうな？

			「さて。それを踏まえて、みんなに質問だよ。パンがなければどうすれば良いと思う？」

			「どうするって言っても……うぅん。私達が支援するって答えじゃないわよね」

			　クレアねぇは首をひねって考え込む。

			「……パンがなければ、お菓子を食べたら良いのに」

			　後ろでソフィアがボソリと呟(つぶや)いた。

			　ソフィア、それは言っちゃったら処刑されるセリフだぞ。

			　どこかのマリー様はそんなセリフを言ってなくて、周囲の人間にハメられたって説もあるけどな。少なくとも、そのセリフを実際に言ったらやばいのは事実だと思う。

			　俺の予想が当たってれば、アリスの答えも大概酷いけど。

			「リオンは分かってるんだよね？」

			「パンがなければ、お金で買えば良いのに、だろ？」

			「うん、そうだよ。と言うことで、後の説明はお願いね」

			　くっ、アリスに説明を任せようと思ったのに、説明役を返されてしまった。あんまり説明は得意じゃないんだけどなぁ。……仕方ないか。

			「食糧難って言ってもさ。それはグランシェス領とその付近だけって話だっただろ？　つまり、お金があれば食料は買えるって意味だ」

			　もっとも、この世界の流通はそこまで盛んじゃない。今のままじゃいくらお金があっても、個人が食料を買い集めるのは難しいだろう。

			　とは言え、俺達がサポートをすることは可能だ。なので俺達が余裕のある地域から食料を買い集め、領民達に良心的な値段で売りさばけば良い。

			「その理屈は分かるけど……不作続きで、みんなお金もないはずよ？」

			「クレアねぇの言うとおりだろうな。だからさっきの話に戻るんだ。屋敷の建て替えなんかの仕事を作って賃金を支払う。それで少なくとも、その人達は食料を買うお金が出来るだろ？」

			「そっか。だからリオンは新しい屋敷を建てるって言ってるのね」

			「うん。それにお金のやりとりが盛んになれば、食糧以外の生産にも需要が出る。そうすれば、他の人も――って感じだな」

			　ただ食料の支援をするだけじゃ、経済は活性化しない。だけど、仕事を斡旋して賃金を支払うことで、新たな雇用が生まれる。

			　問題はそれだけの資金があるかということだけど……幸いにして、グランシェス家の財産は無事だったし、スフィール家から多額の賠償金が転がり込んでくる。

			　飢(き)饉(きん)を乗り越えるだけならなんの問題もないだろう。

			　ちなみに、斡旋する仕事が屋敷の建築である必要はない。わざわざ屋敷を建て替えるのは、あまり良い思い出がないとか、住みにくいという理由が本音だったりする。

			　なので、雇用を生む本命の仕事は別にある。

			「屋敷を建てる他にも、開(かい)墾(こん)や治水工事。それに新たな作物の生産に、鉄製品の開発などなど、色々仕事は作れると思う。食料支援と合わせたら、しばらくは大丈夫じゃないかな」

			　なので目下の問題は一つだけ――と、俺はミシェルを見る。

			　まだ口減らしに売られた子供の対策が話に出ていないからだろう。ミシェルは深刻そうな顔をしている。なんとかしてあげたいけど……対策が思いつかないんだよなぁ。

			　口減らしが目的で売られたなら、働けないほど小さな子供が大半のはずだ。そんな子供が数十人、長期的に働けるような仕事……仕事、ねぇ？

			　なにかないかと視線を彷徨(さまよ)わせていると、こっちを見てたアリスと目が合った。

			「ねぇリオン、さっき並べた色々な作業をするには、圧倒的に人材が足りないよね？」

			「え、だから領民を雇用するんだろ？」

			「そうじゃなくてね。連作障害の対策を指示する人とか、治水や開墾の指揮を執る人。それに農具の説明等々、各町村に必要だと思わない？」

			「あぁそっか……各町村を回って説明するにも限度があるし、ずっと付きっ切りになる訳にもいかない。そうすると人を集めて教育を――っ」

			　まさかと視線を向けると、アリスは穏やかな微笑みを浮かべていた。どうやら、さり気なく俺にヒントをくれたつもりらしい。いや、全然さり気なくないけど。

			「クレアねぇ、奴(ど)隷(れい)商とかに売られた子供を買い集めてくれ」

			「え、それはもちろん構わないけど……良いの？　それが切っ掛けで、子供が余(よ)計(けい)に売られたりするかも知れないんでしょ？」

			「そうだな。だからそうならないように、年末になったら子供を多く募集する噂を流してくれ。最初は生活費の面倒を見るだけだけど、将来的には給料も支払うって付け加えてな。子供を売ろうか迷ってる連中は、それで年末までは我慢するはずだ」

			　子供を奴(ど)隷(れい)として売った場合、収入は二束三文だけ。だけど子供をグランシェス家に預けた場合は、将来的に仕送りが期待出来る。

			　そして、食い扶(ぶ)持(ち)が減るのはどちらでも同じ。

			　逼(ひつ)迫(ぱく)した状況でもなければ、親は後者を選ぶだろう。そして食料を支援する以上、そこまで逼(ひつ)迫(ぱく)した状況にはなり得ない。

			　これで口減らしに売られる子供の問題はなんとかなるはずだ。

			「年末になって子供を引き取らなければ批難されるわよ？」

			「そこは本当に引き取るから大丈夫だよ」

			「引き取るって、数十人は集まるわよ？　そんなにたくさんの子供をどうするつもりよ？」

			「学校を作って、そこで専門知識を学ばせる。そして一人前になったら、グランシェス領の各地に派遣して働いてもらうんだ」

			「学校で専門知識って、相手は弟くんと同年代の子供なのよ？　…………あれ？　そう考えると、なにも問題がない気がするわね」

			「落ち着いて下さい。リオン様は規格外ですよ、クレア様」

			「あ、そっか。そうよね、普通の子供はもっと頼りないわよね」

			「完全に毒されてますね」

			　誰が毒だ。と言うかミシェルは俺をそんな目で見てたのかよ。ちょっとショックだ。

			　それとソフィア。後ろでぼそっと「お兄ちゃんは規格外」とか復唱するのは止めなさい。俺なんかアリスに比べたら思いっ切り一般人だから。

			「クレアねぇの心配も分かるけどな。子供の方が物覚えは早いから大丈夫だよ。それに教える内容を、読み書きと簡単な計算、それになにか専門の知識を一つとかに絞るからさ」

			　それに加えて、こっちの世界の子供は日本人と比べて少しだけ早熟なのだ。多分、日本と比べて環境が過酷なせいだと思う。

			　なので、実習も含めて一年くらい頑張ればなんとかなると思ってる。

			「うぅん。弟くんが大丈夫って言うならそうかも知れないけど……ちなみに、専門の知識ってどんなのがあるの？」

			「そうだな。まずは連作障害なんかの対策だろ？　それに治水工事のノウハウ。あとは肥料の作り方。そのほか建築技術に、医療、服飾、紡(ぼう)織(しよく)、料理。あとは鍛冶くらいかな」

			「……ええっと。まさかとは思うけど……それら全てに、今まで誰も知り得なかったような画期的なアイディアがあったりするの？」

			「ん～……そうだな。軽く世界観が変わるんじゃないか？」

			「……サラッと言ったわね。ねぇミシェル、どうしたら良いと思う？　弟くんが凄すぎて、どこから突っ込めば良いか分からないわ」

			「クレア様、今更です。あえて言うなら、その存在そのものに突っ込むべきでしょう」

			　……だから俺の扱いが酷いって。そろそろ泣いちゃうぞ？

			　いやまぁ実際のところ、異世界で育った前世の記憶があるから、ミシェルの突っ込みは間違ってないんだけどさ。

			「取り敢えず、教えるべき内容と必要事項をアリスと俺で纏(まと)めておくよ。だから差し当たっての問題は、今年をどうするかだな」

			「仕事を融通する以外にってこと？」

			「うん。子供を教育するのは、次の種蒔(ま)きまでには間に合わない。だからってなにもしないのはもったいないからな。各農地に最低限の対策だけは伝えようと思うんだ」

			　そうすれば、次の収穫で少しは効果が出るはずだ。

			　そうやって実績を作れば、教育の終わった子供を各地に派遣した時、多少なりとも受け入れやすくなるはずだ。やっておいて損はないだろう。

			　という訳で、まずは素養のある使用人に最低限の知識を詰め込んで早急に派遣。そこから一年かけて学校を作りつつ、奴(ど)隷(れい)の子供を教育する。

			　その後は、数年かけて本格的な学校を開設するという計画を立てた。

			　

			「それじゃまずは、学校をどこに建てるか、だな」

			「炎上した屋敷を修理して使うのはどうかしら？　基礎は無事だからすぐに修理出来るし、街の中心だからなにかと便利だと思うのだけど」

			「ごめんクレアねぇ。今後のことも考えて、今回は一通り作ろうと思うんだ」

			「一通りっていうと？」

			「まずは校舎や住宅だろ。それに用水路完備の田畑。後は各種生産の施設に、上水道と下水道。道なんかもちゃんと舗装したいな」

			　なんて感じであれこれ並べ立てていると、クレアねぇが呆れ顔になった。

			「まさか、街を丸ごと作るつもりなの？」

			「ああ、他の街を開発する時のモデルとなる街を作るつもりだ」

			　ちなみに、グランシェス領の総人口は約１万２０００人。半数が衛星の町村に住んでいて、お屋敷のある街に住んでいるのが約６０００人。

			　その６０００人が住める街を作ろうと思っている。

			「それは……さすがに資金が足りないわよ？」

			「もちろん、分かってるよ」

			　スフィール家からの賠償金と、グランシェス家の蓄えを足しても、飢(き)饉(きん)に対する対応と、街の建設につぎ込めば、あっと言う間になくなってしまうだろう。

			「だけど、今ある資金で全部作る訳じゃないからさ」

			「……毎年入ってくる収入をつぎ込んで、街を開発していくつもりなの？」

			「そのつもりだよ」

			　連作障害を取り除けば食糧問題は解決するし、産業革命を起こせば税収は跳ね上がる。

			　本来であれば不確かな、見切り発車と言われても仕方のない計画だけど、俺達には異世界の知識があり、それがこの世界でも有効だとアリスが保証してくれている。

			　最初の数年を乗り越えれば、資金にも余裕が出てくるだろう。

			「問題は、今年を乗り切れるかってことなんだけど……その辺はどうだ？」

			「うぅん……分割払いされる賠償金と、税収をつぎ込めばなんとかなると思うけど……状況が好転しなければ、来年以降がきつくなるわよ？」

			「そればっかりは、信じてくれとしか言えないな」

			　とは言ったものの、それでカルロスさんに信じてもらえなくて痛い目に遭った。

			　同じような状況で、クレアねぇに信じてもらえるか不安だったんだけど……そんな俺の内心を見透かしたように、クレアねぇは柔らかな笑みを浮かべる。

			「分かったわ。そこまで言うならお姉ちゃんがなんとかしてあげる」

			「……信じてくれるのか？」

			「もちろん、弟くんの言うことなら、どんなに荒唐無稽なことでも信じられるわ。それに、弟くんのお願いを叶えるのは、お姉ちゃんの役目だもの」

			　ぱちりと片目をつむってお姉ちゃんぶる、クレアねぇが可愛すぎる。そして、カルロスさんのときとは違うって分かって、胸が熱くなった。

			「そういうことならお願いしようかな」

			「ええ、引き受けたわ。それで、土地はどこにするの？　平地で川の近くが良いのかしら？」

			「ミューレ平原にしようと思ってるんだ」

			　ここから馬車で北に一時間ほど。山と森が近くにあって、川も流れている。うちの領地の中では最高の、どうしてここに街がないのか不思議なほどに良い条件の場所だ。

			「ミューレ平原ね。そうね……良いんじゃないかしら」

			「よし、それじゃ決まりだな。俺とアリスは職人と協力して建物や農地の図面を引くから、クレアねぇは技術者を集めてくれ」

			「分かったわ。直ぐに手配するわね」

			「うん。期待してるよ」

			「お姉ちゃんに任せなさいっ！　という訳で、何人かあたしについてきなさい」

			　クレアねぇは言うが早いか、技術者を集めるために一部の使用人を引き連れて、部屋を飛び出していった。それを見届け、俺は残ったミシェル達へと視線を向ける。

			「ミシェル達は口減らしに売られた子供を買い集めてくれ。それと最初は大人も必要だから、使用人の中から協力者を募ってくれ。手伝ってくれる人には特別手当を出すから」

			「使用人は何人くらいが目安でしょう？」

			「最低十人。出来ればそれ以上を頼む。でもって、そのあいだにアリスが旅先で見つけた植物や家畜のリストを作っておくから、購入の手配も頼む」

			　最初は……成長の早い作物を中心に植えて、徐々にサトウキビなど嗜(し)好(こう)品も増やしていく感じかな――と、俺は買い集めるモノを思い浮かべていく。

			「では、使用人を選出しておきますね」

			「うん、よろしく頼むよ」

			　早速仕事に向かうミシェルを横目に、俺はミリィへと視線を向ける。

			「悪いけど、ミリィにもお願いして良いかな？」

			「もちろんですよ。私に遠慮なんかしないでください」

			「ありがと。なら、買い集めた子供達に読み書きなど最低限の教育を施してくれ。後は各種知識をミリィに教えるから、後半はそれの伝授も頼む」

			「任せてください。必ずリオンの期待に応えてみせますよ」

			「ありがとう。期待してるよ」

			　後は……と、俺は背中に隠れているソフィアに視線を向ける。今のところ、ソフィアになにかを頼むのは難しいだろう。

			　だからって除け者にするのは論外だし……そうだな。

			「ソフィアは子供達と一緒に、ミリィから色々習ってくれるか？」

			「……ミリィさん？」

			　ソフィアは恐る恐るといった感じでミリィを見る。

			「うん。俺のお母さんで、凄く優しいっていうのは知ってるだろ？」

			「んっと……ソフィアがミリィさんに色々と教えてもらえば良いの？　そうしたら、リオンお兄ちゃんは嬉しい？」

			「うん。ソフィアが色々覚えてくれたら凄く助かる」

			「分かった、それじゃソフィアは頑張ってお勉強をするよ！」

			「良かった。それじゃ頑張ってな」

			　頭を撫でると、ソフィアはえへへと微笑んだ。

			　ともあれ、これで段取りは整った。後はあらゆる技術提供を惜しまずに行う。そうして教え込む知識は、俺やアリスの持てる全て。

			　グランシェス領に革命を巻き起こす、内政チートの始まりだ。

		

	
		
			エピソード　２－２　アリスチート

			　

			　内政を始めてから四ヶ月が過ぎ――初夏。俺はミューレ平原に建設中の街を訪れていた。

			　ちなみに、名前はそのままミューレの街とした。そんな街の中心には、まだ外観だけだけど、既に校舎や屋敷が建てられている。

			　いくら内政チートをしているとは言え、まだまだ技術レベルの低いこの世界、普通は四ヶ月やそこらで、外観だけとは言え大きな建物がいくつも完成したりしない。

			　だけど事実として、目の前には半分以上完成した校舎と屋敷が建ち並んでいる。それが可能になったのは、内政チート――ではなくアリスが原因だ。

			　アリスが精霊にお願いすると、木材が板にカットされたり、基礎工事がさくっと終わったり、地面がせり上がって材料を高い所に運んだりと好き放題である。

			　職人に回す仕事はいくらでもあるから大丈夫だけど……

			　なんというか、内政チートよりもアリス単体の方がずっとチートな気がする。なので最近は、アリスのぶっ壊れ性能でなんとかなった時は、アリスチートと呼んでいる。

			　チートと言うと聞こえが悪いけど、その有用性は疑いようもない。という訳で、俺はアリスチートを活用しまくった。

			　そして今回のアリスチートの成果は温泉だ。近くに山があったので源泉を探し当ててもらい、街に温泉を引いてもらったのだ。

			　街には大衆浴場が男女それぞれ一つ。そして屋敷には、お風呂と足湯を複数用意した。俺のお気に入りは、部屋で足湯に浸かりながら作業が出来るという夢のような空間である。

			　そんなステキ空間は既に基礎が完成。現在は外装などに着手している。そんな部屋の足湯にテストをかねてお湯を張り、俺は一番乗りでその使い心地をたしかめていた。

			「ふぅ……この足湯に浸かって余生を送るのも良いかもしれないなぁ」

			「リオン、休んでないで、次の作業場所に行くよぉ？」

			　床に使う板の切り出しを終えたアリスが、俺の頬を突っつく。

			　いや、突っつかれたと思ったけど、アリスは俺の側にいない。感覚共有を使ってるのだろう。アリスは自分の頬を突っついていた。

			　可愛いっちゃ可愛いけど、自分の頬を突っついてる姿はなんだか奇妙だぞ？

			「ほらほら、来ないといつまででも突っついちゃうぞ？」

			「むぅ……もう少しくらい休ませてくれても良いと思うんだけどなぁ。と言うか、アリスも少し休んだらどうだ？」

			　朝は企画書を作成し、昼は街作りの監督。そして夜はミリィ達に知識の伝授と、俺達はこの四ヶ月ずっと働き詰めだ。

			　丸一日なんて贅沢は言わないけど、足湯で少しのんびりするくらいは許されると思う。

			「もぅ、しょうがないなぁ」

			　アリスは靴を脱ぐと、スカートの裾を少しまくって白い太ももをあらわに、俺の向かいへと腰を下ろした。そうして長くしなやかな足をそっと足湯へと浸ける。
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			「ふふっ、あったかーい」

			「しょうがないとか言いつつ嬉しそうだな？」

			「そりゃね？　私だって少しくらいは休みたいもん。精霊魔術って疲れるんだよ？　今は頑張ってるけど、いつまでもは続かないからね？」

			「まぁそうだろうなぁ」

			　精霊魔術は大気中の魔力素子(マナ)を魔力に変換するので、基本的に魔力切れは起きない。その代わり変換に気力を使う。ゆえに、過剰に魔力変換を続ければ意識を失うことになる。

			　そしてアリスの作業量を考えたら、普通は疲れる程度じゃ済まない。俺も精霊魔術の訓練は続けてるけど、同じことをしたらまず間違いなく気絶するだろう。

			「それにしても、少しずつ街を作ってるって感じがしてきたね」

			「そうだなぁ」

			　俺は窓から見える景色を眺める。

			　現在は校舎と屋敷の他にも、学生寮なんかを急ピッチで建設中だ。

			　規模的に言えばまだ村にも満たないけど、この調子でいけば、来年の春には学生が生活するのに最低限の機能は整いそうだ。

			　そしてそうなると、人間は欲が出るもの。俺はかねてより考えていた計画を口にする。

			「そろそろ学校の制服も作るかな」

			「……え？　制服を作るの？　別に私服で良いんじゃない？」

			「なにを言うんだよ。俺達が作る学校の卒業生は、これからこの世界を変えていくんだぞ。その地位を確固たるモノにするためにも、制服というシンボルは必要だろ」

			「つまり、女の子の制服姿が見たいと？」

			「…………」

			　思わずそっぽを向いて、作りかけの窓から見える景色を眺める。

			「ふふっ、リオンもすっかり男の子だねぇ」

			　ぐはっ。いくらアリスの方が年上とは言え、前世の妹だったアリスにそんな風に言われると、なにげにショックだ。と言うか恥ずかしい。

			「だ、だってさ、この世界の普段着は野暮ったいのばっかりだろ？　だから制服を広めて、ファッションにも革命を起こそうと思ったんだよ」

			　一応ドレスやメイド服なんてモノは存在するけど、平民が着てるような服は、布に穴を開けて被ってヒモで結ぶようなレベルで、靴はスリッパに毛が生えたレベルだ。

			　いや、さすがにそれは言いすぎだけど、日本での記憶がある俺からすると、それくらい酷く感じるのは事実である。

			「それなら、別に制服じゃなくても良いんじゃない？」

			「俺が制服を作ろうって言ったのはアリスのためだよ」

			「……私？」

			「そうだよ。学校の可愛い制服、着てみたいって言ってただろ」

			　紗(さ)弥(や)が通っていた小学校は私服で、中学校に上がる前に入院したので、紗弥は制服を着たことがないのだ。

			「……もしかして、覚えててくれたの？」

			「忘れるはずないだろ？」

			「そう、なんだ……ありがとう、リオン。覚えててくれて凄く嬉しいよ……って言いたいところだけど、私は〝可愛い制服〟とは言ってないと思うよ？　そこはリオンの願望だよね？」

			「そ、そんなことはないと思うぞ？」

			「ふぅん……なら、別にズボンでも良いよね？」

			「ばっ、ふざけんなっ！　女子の制服と言えばスカートに決まってる――は!?」

			　語るに落ちるとはこのことだ。アリスの微笑ましいモノを見るような視線が逆に痛い。

			「まあスカートが多いのは事実だけどね。私達が作る学校では、農業の実地とかがあるんだよ？　スカートで作業なんて出来ないよ」

			「むぅ……なら、ジャージも作るとか」

			「一日に何回も着替えろって言うの？　みんなめんどくさくなって、スカートの下にジャージをはきっぱなしになるんじゃないかな。それでも良い？」

			「良くない、全然良くない。……じゃあ、ローブを作るのはどうだ？　それで外に行く時はローブを羽織るようにするとか」

			「そう、だねぇ……それならギリギリ及第点かな？」

			「ぎりぎりってことは、まだ細かい問題があるのか？」

			　あれこれ問題を挙げるのは、アリスが乗り気じゃないから。と思ったのだけど……

			「夏場はどうするか、とかね。でもまぁ良いよ。紋様魔術を刻んで、温度調整とかが出来るようにするから」

			　返ってきたのは問題だけじゃなく、それに対する対策も込みだった。

			　しかも、

			「デザインだけど――背中をコルセット風にリボンで絞るタイプのブラウスに、赤と黒のチェック柄のプリーツスカートとニーハイソックス。太ももにリボンのワンポイントあり。そして靴は編み上げブーツって感じで良いかな？」

			　いきなり具体的な提案がなされた。

			「……なぁアリス。実はむちゃくちゃ乗り気じゃないか？　と言うか、俺が言うまでもなく、綿密に計画してなかったか？」

			「やだなぁ、そんはなずないよ。あ、ちなみに生地は男子がカシミヤドスキン、女子はサージ織りにするつもりだけど良いよね？」

			「絶対計画してたよな!?」

			「だから、そんなはずないってば。ちなみに糸の原材料はいくつか手配済みだよ。一気に全員分は無理だけど、少しずつ高級な生地の制服も生産予定だからね」

			「既に計画が進んでるじゃねぇか、ありがとう！」

			「だから気のせいだって、どういたしまして」

			　とまぁそんな感じで、学校の制服は決定した。ちなみに、男子の制服は執事風のデザインらしい。今考えたって言ってたけど絶対に嘘だ。

			　と言うか、休憩してなかった気はするけど、楽しかったからよしとしよう。

		

	
		
			エピソード　２－３　完全敗北

			　

			　アリスと別れた後は、農業区画へと赴いた。アリスチートのおかげで用水路や田畑は一区画が既に完成していて、今は雇い入れた作業員達が細かい仕上げにかかっている。

			　まだ一区画だけど、次の季節には種蒔(ま)きも出来るんじゃないかな。

			「あれ、弟くん。どうしたの？」

			　近くで作業の監督をしていたクレアねぇが、俺に気付いて小走りにやって来た。

			　クレアねぇはここ数ヶ月、俺とアリスから色々学んでいるので、作業の指示を出せるくらいに成長してる。すっかり監督役が板についてきたみたいだ。

			「お疲れ、クレアねぇ。進捗はどんな感じかなって思って」

			「アリスが頑張ってくれたおかげで順調よ。少し周囲を案内しましょうか？」

			「そうだな。お願いするよ」

			　なんて、ホントはそこまでしてもらわなくても良いんだけどな。クレアねぇは凄く頑張ってくれてるから、息抜きがてらに散歩も良いだろう。

			　とまぁそんな感じで、楽しげなクレアねぇの横に並んで歩く。そうしてしばらく進むと、水車が見えてきた。

			　川から用水路に水が引かれ、水田や畑がずっと奥まで広がっている。そしてその水路と田畑のあいだには大きな池があり、そこではニジマスっぽい魚が養殖される予定だ。

			「池は弟くんの言われたとおりに作ってあるけど……魚の養殖だったかしら？　そんなのが本当に可能なの？」

			「知識はあるけど、実践するのは初めてだからな。最初から成功するかは分からないけど、試行錯誤でなんとかなると思う」

			「でも、養殖ってことは魚の餌とかも必要なのよね？」

			「それも大丈夫だ。クレアねぇに色々と取り寄せてもらっただろ？」

			「魚の餌が、あのリストに入ってたってこと？」

			「そうそう。色々試す予定だけど、一番期待してるのは蚕(かいこ)かな。アリスが旅をしてた時に見つけたらしくてさ」

			　ちなみに、蚕は自然では生きられない。なのでこの世界にはいないと思って諦めていたんだけど……アリスが旅先で、飼育されている蚕を見つけたらしい。

			「それが餌になるってこと？」

			「うん。蚕の繭(まゆ)はシルクの材料になるんだけど、繭を取る時に蚕は死んじゃうから、ちょうど魚の餌に向いてるんだよ」

			　そして近くの森にクワの木が多く生息していたので、それが蚕の餌になる。更に養殖した魚の糞や餌の残りが水田に流れ込むと肥料の代わりになる。

			　その上、クワの実はジャムにも出来るし、木質は堅く美しいので、工芸品をつくるのにも向いている。なので、なにかとお得な組み合わせなのだ。

			　ちなみに今更ではあるけど、ここは地球じゃないので、さっき挙げたニジマスや蚕やクワなどは、地球のモノと完全に一致してる訳じゃないんだけどな。限りなく似ていて、いま言ったような相互関係が成り立つのは確認している。

			「シルクって言うのはなに？」

			「んっと、糸の種類だな。その糸で作ったシルク生地は光沢や手触りが凄く良いんだ」

			「へぇ……そんなに違うモノなの？」

			「今着てる服の生地とは比べものにならないな。今度アリスが服を作ってくれるから楽しみにしててくれ」

			「あの子、本当になんでも出来るのね」

			「それに関しては俺も驚きだよ」

			　正直、生地の織り方まで知ってるとは思わなかった。この辺は色々と試行錯誤が必要だと思ってたので嬉しい誤算だったりする。

			「なんにしても楽しみね。もしかして、異世界のデザインなのかしら？」

			「そうなるな。いま作ってるのは制服だけど、それ以外のデザインも……って、え？　ちょ、ちょっと待ってくれ。今なんて言った？」

			「弟くんが可愛い？」

			「そんなことは言ってなかっただろ!?　じゃなくて、異世界って言わなかったか？」

			「あぁそれね。アリスから聞いてるわよ。二人には前世の記憶があるんでしょ？　それで、その前世では兄妹だったのよね？」

			「……………驚いた。アリスはそんなことまで打ち明けたんだな」

			　奴(ど)隷(れい)から解放されたのを切っ掛けに、ハイエルフだと打ち明けたことは知ってたけど、異世界転生についてまで打ち明けたとは聞いてない。

			　さてはアリスの奴、俺を驚かせようと思って黙ってたな。

			「あたしとしては、弟くんが打ち明けてくれなかった事実の方がショックなんだけど」

			「それは……ごめん。打ち明けても信じてもらえないと思ってた。と言うか、俺とアリスに前世の記憶があるって信じてくれてるのか？」

			「むしろ納得だったわね。あぁそれで弟くんは色々なことを知ってるのかぁって」

			「……そんなものか？」

			「そりゃね。小さい頃は、ずっと疑問に思ってたもの。弟くんは隠したがってたみたいだから、出来るだけ聞かないようにはしてたけどね」

			「そう、だったのか？　たしかに俺は少しだけ色んな知識を持ってるけど、前世の記憶云々と言うほど凄くないだろ？」

			　クレアねぇはおもむろにプラチナブロンドの髪を掻き上げた。緩やかなウェーブのかかった髪が風に揺られてふわりと舞うが、その表情は呆れているように見える。

			「弟くんはもう少し、自分の非常識さを自覚した方が良いわよ」

			　と言うか、実際に呆れられていた。最近はあんまり自重してない気がするし、そう言われても仕方ないかもな。

			「とにかく、今まで黙っててごめんな」

			「うん、許してあげる。その代わり一つだけ確認させて欲しいんだけど、弟くんの意識は、裕(ゆう)弥(や)という男の子の生まれ変わりなのよね？」

			「ん、そうだなぁ……意識的には俺は裕弥かな。裕弥として生まれ育った俺が、今はリオンとしての体を得て生活しているというイメージだ」

			「ふむふむ、なるほどね」

			　クレアねぇは口元に指を添え、なにやら考え込んでいる。その態度はなにか良からぬコトを考えている時の態度だ。

			　俺は即座に回れ右をして逃亡――する前に腕を掴まれてしまった。

			「弟くん、あたしと結婚しましょう」

			「ほら――っ、やっぱり良からぬことを考えてたっ！」

			「良からぬことじゃないわ、素敵なことよ！」

			「どのあたりがだよ!?　何度も言うけど、俺達は姉弟なんだぞ!?」

			「なにを言ってるのよ。弟くんは〝裕弥〟なんでしょ？　つまり、弟くんの心は、あたしと赤の他人じゃない。だから、姉弟だからって心配する必要はないわ」

			「いやいやいや、感覚的にはそうだけど、肉体的には血が繋がってるからな!?」

			　それはなんら間違っていない正論のはずだ。それなのに、クレアねぇは翡(ひ)翠(すい)のような瞳で、蔑(さげす)むように俺を見た。

			「弟くんサイテー」

			「なんでだよ？」

			「だって弟くんは、心じゃなくて体で女の子を判断するって意味でしょ？」

			「その言い方は卑(ひ)怯(きよう)だろ!?」

			　たしかに今の俺は、心よりも体を優先して考えた。それだけを聞けば、俺を批難する人は多いだろう。だけど、詳しく事情を話せば大半の人は意見を翻(ひるがえ)すはずだ。

			「ん～、それじゃあ弟くんは、自分がリオンだから、あたしとは姉弟だって言い張るのね？」

			「事実だろ？」

			「なら、アリスと結ばれてもなんの問題もないじゃない」

			「――なっ、なにを……」

			「だ　か　ら。弟くんにとって大事なのは、精神的に姉弟かどうかより、肉体的に血が繋がってるかどうかなんでしょ？　なら、アリスとはなんの問題もないじゃない」

			「そ、それは今関係ないだろ!?」

			「あら、あるわよ。だって弟くん、アリスに想いを告げられたのに、それを理由に保留にしてるんでしょ？　あたしとアリス、どっちかは問題ないはずよ」

			　な、なんでそれを――って、アリスから聞いたのか。と言うかアリスの奴、なんてことまで話してるんだ。いや、問題はそこじゃない。

			「どっちかがアウトなら、どっちかがセーフって問題じゃないだろ？　と言うか、アリスとの話を聞いてるなら分かるだろ？　俺が、その……」

			「アリスが好きだってこと？」

			「そうだよ。前世の妹だからって迷ってるけど、俺がアリスを好きなのは事実なんだ」

			　だから、クレアねぇとは付き合えない――と言外に伝える。

			「あら、あたしは別に寵(ちよう)姫(き)とかでも構わないわよ？」

			「いやいや、あのな？　この世界なら普通かも知れないけど、俺の世界でそういうのは一般的じゃないんだよ」

			　それ以前、キャロラインさんとミリィの関係を間近で見てて、良くそんな発想が出てくると感心する。だけど、クレアねぇはそれよりも、もっと恐ろしい爆弾を投下した。

			「平気よ。この話はそもそも、あたしじゃなくてアリスが言い出したんだから」

			「アリスが……って、はぁぁぁぁっ!?　嘘だろ!?」

			「嘘じゃないわよ。えっと、なんて言ってたかしら？　たしか……そうそう。『前世でも今世でも義理でも、とにかく姉妹とくっつけば、後はずるずる行っちゃうと思うんだよね』って」

			「搦(から)め手ってこれかあああああああああああああぁぁぁあぁっ！」

			　怖ぇえよ。たしかに実の姉や義理の妹に手を出したなら、もう前世の妹とか障害でもなんでもないけどさ。それって、俺が二股、三つ股をかけるの前提じゃねぇか。

			　ソフィアやミリィの時といい、あいつはなんて恐ろしいことを考えるんだよ。

			「あのな、アリスがなんて言ったか知らないけど、俺はハーレムなんて作らないからな」

			「どうして？　あたし達が良いって言ってるのよ？」

			　俺だって男として生まれた以上、複数の女性と関係を持ちたいという願望はある。

			　そして本音を言えば、クレアねぇやソフィアのことだって、愛情の種類を考えずに言えば、アリスと同じくらい大切に思ってる。

			　だけど――

			「誰かと付き合うって言うのは、その相手と添い遂げる覚悟を抱くことだって思うんだ」

			　例えば、誰かと付き合うとする。

			　そして思い出を重ねていって数年後。その相手より魅力的な相手が現れて、付き合って欲しいと言われたら……今までの数年をなかったことにして乗り換えるだろうか？

			　この答えは人それぞれ、そして相手にもよるだろう。だから、乗り換えるという選択だって、決して間違ってはいないと思う。だけど、少なくとも、誰かを選んだその瞬間は、一生その相手と添い遂げるくらいの覚悟が必要だと思うのだ。

			　だから、複数の女性と結ばれるなんてありえない。

			「ええっと……ようするに、リオンは全員を愛する覚悟がないヘタレって意味？」

			「なんでそうなるんだよっ。たった一人だけを選ぶ覚悟って話だろ!?」

			「だって弟くん。あたし達は、みんな一緒が良いって言ってるのよ？」

			「……まぁそうだな。それで？」

			「それなのに一人だけしか愛せないって言うのは、弟くんにとって都合の良い部分でしか、女の子を愛せないって意味よね？」

			「だーかーらー、その言い方は卑(ひ)怯(きよう)だろ!?」

			　私のお金だけが目当てだったのね、最低！　とかいう展開ならたしかに最低だけど、私達の中であの子だけが目当てだったのね、最低！　とか、もはや意味が分からない。

			　なんかあれだ、まともに取り合っちゃダメな気がする。

			「とにかくっ、ダメなモノはダメなのっ！」

			「それはつまり、あたしの想いは受け止めてくれないってこと？」

			「ぐっ、その聞き方は――」

			「卑(ひ)怯(きよう)なんかじゃないわよ。あたしは弟くんが好き。でも弟くんが一人しか選ばないのなら、あたしはきっと選ばれないから」

			「それは……」

			　そう言えば、前に告白された時は返事すら出来なかったんだっけか。……いつまでも先延ばしにする訳にはいかないな。

			「正直に言うよ。クレアねぇは可愛いと思う。もし姉じゃなければ……そんな風に思ったことだって一度や二度じゃない。だから姉だからなんて言い訳はしないよ」

			　アリスが前世の妹であるのを吹っ切った訳じゃない。だけど、アリスと付き合うかどうかを迷ってるのは、アリスが前世の妹だから。クレアねぇと比べてるわけじゃない。

			　だから――

			「ごめん、クレアねぇとは付き合えない。俺が一番惹(ひ)かれてるのはアリスだから」

			　俺はクレアねぇに向かって深く頭を下げた。

			　どれくらいそうしていただろう？　そのあいだにクレアねぇがどんな表情を浮かべていたのかは分からない。だけどしばらくして、クレアねぇに頭を上げてと声をかけられた。

			　そうして見上げたクレアねぇは、どこか寂しげに微笑んでいた。

			「そうじゃないかなって思ってたわ。だから、そんなに申し訳なさそうな顔をしないで」

			「クレアねぇ……ごめん」

			「だから、気にしなくて平気よ。あたしは別に、弟くんを諦めたりしないから」

			「そう、か。本当にごめん。……………って、うん？　ちょっと待って。今、諦めないって言わなかったか？」

			「え、当たり前でしょ？　あたしは弟くんの側にいることが目的なのよ？　あたしにも惹(ひ)かれてるけど、アリスの方が好きだって言われてどうして諦める必要があるの？」

			　それを聞いた瞬間、俺は恐らく微妙な表情を浮かべていたと思う。

			　だけど――

			「それに、弟くんはまだ十一歳でしょ。アリスと付き合ってから考えてくれたって良いんだし、時間はゆっくりあるわ。答えは焦って出さなくて良いと思わない？」

			　どこか上ずった口調で捲(まく)し立てる、クレアねぇの指先が震えている。それに気付いてしまったから、俺はそれ以上拒否できなくなってしまった。

			「……クレアねぇ」

			「――っ」

			　ただ名前を呼んだだけなのに、クレアねぇはビクリと身をすくめる。俺はため息を一つ、クレアねぇの頭を軽く撫でつけた。

			「……分かったよ、クレアねぇ。今は考えられないけど……もう少し大きくなって色々と余裕が出来た時に、クレアねぇの気持ちが変わってなかったら……もう一度考えてみる」

			「――ホント!?」

			「う、うん。でも考えるだけだからな？　保証はしないからな？」

			「ええ、それで十分よ！　ありがとう弟くん、大好きっ！」

			　クレアねぇが感極まった感じで飛びついてくる。それを慌てて抱き留めつつ、なんか段々泥沼にはまってるように思えるのは気のせいなのかなぁ……なんて思った。

		

	
		
			エピソード　２－４　アリスチートの結末

			　

			　更に三ヶ月が経過した。

			　そのあいだにも、集めた子供達には様々な教育を施していて、授業の一環として農業にも従事してもらっている。と言っても、植えたのは今のところ、大豆や小麦くらいだけども。

			　ちなみに、その生徒となった子供達は、いまだに奴(ど)隷(れい)のままである。買い集めた奴(ど)隷(れい)を無償で解放すると、色々と問題が起きそうだったからだ。

			　とは言え、それは便宜上の話。待遇にはかなり気を使っているので、実際にはその辺の村人よりも生活水準は高いかもしれない。

			　奨学金で学園に通わせ、卒業後に仕事を与える。そして貢献に応じて対価を支払い、自分を奴(ど)隷(れい)から解放するお金を稼いでもらうといった流れにする予定だ。

			　それを教えたので、みんな頑張って勉強をしてくれている。おかげでほとんどの子供が読み書きに加えて、農業の知識を身に付けるという目標を達成しつつあった。

			　だけど、全部がスムーズに行くかと言えばそんなことはなく――

			　

			　月日は巡り、冬にさしかかろうというある日。

			　実地の授業でやって来た小麦畑の前。子供達は戸惑いの表情を浮かべていた。ようやく育ってきた小麦を踏んで回れと、俺がみんなに指示したせいだ。

			「あの……リオン様、せっかく育ってきたのに、どうして小麦を踏むんですか？　私達の育て方が良くなかったんですか？」

			　子供達を代表するように、一人の女の子が俺に問いかける。

			　彼女の名前はティナ。

			　黒髪に黒い瞳で日本人っぽい顔立ちだけど、別に転生者というわけではないらしい。俺より一つ年上の十二歳で、一期生となる学生の中では一番のお姉さんだ。

			　正式に一期生となる生徒は、奴(ど)隷(れい)の子供にソフィアを加えた十八名。ソフィアはまだ少しぎこちなさがあるけど、なんとかみんなの輪の中に交ざれている。

			　ちなみに、奴(ど)隷(れい)の子は全員が女の子だった。畑仕事や狩りに向かない小さな女の子から順番に口減らしをした結果、性別が偏ったらしい。

			　あと、正式にと言ったのは、彼女達の前に使用人などに連作障害など最低限の知識を詰め込み、グランシェス領各地に派遣しているからだ。

			「リオン様？」

			「あぁ、えっと……別に育て方は悪くないよ。と言うか、順調に育ってると思う」

			「なら、どうして踏んでしまうんですか？」

			「いくつか理由があるんだけど、定期的に踏んだ方が丈夫になって、実りが多くなるって言われてるんだ」

			　寒い地域では、霜(しも)柱(ばしら)で土から離れてしまった根を戻すという理由もあるらしいけど、この辺りは温暖な地方なのでその心配はないと思う。

			「踏めば踏むほど強くなるんですか？」

			「まぁほどほどだな。正直に言うと俺も加減は良く分からないから、みんなで実験していこう。と言うことで、みんなで踏んでおいで」

			「そういうことなら踏んできます。――みんな、一列に並んで踏んでいくよ～」

			　ティナが号令をかけ、みんなで麦を踏んで回る。

			　最初はおっかなびっくり麦を踏んでいた子供達だけど、徐々に楽しくなってきたのか飛び跳ねる女の子まで出てきた。

			　奴(ど)隷(れい)商人から買い取った時はみんな暗かったけど、最近では少しずつ笑顔が見え始めている。そういう意味でも、学園を作って良かったと思う。

			「ふみっ、ふみふみっ！」

			　……しかし、あれはさすがに踏み過ぎなんじゃないだろうか？　いや、体重が軽いし、あれくらいでちょうど良いのか？

			　まあ……踏んだ感じと、今後の育ち具合で判断しよう。

			「んしょっ、えいえい、え～いっ！」

			　と言うか、あれだな。

			　一生懸命に麦を踏みまくる十八人の幼女達。その筋の人が見たら、我々の世界ではご褒美です、本当にありがとうございます！　とか言って、泣いて喜びそうな光景だ。

			「リオン様、本当にありがとうございます」

			「ふぁ!?」

			　教師見習いとして横にいたミシェルに、いきなりお礼を言われて変な声が出た。ありがとうございますって……まさか、ミシェルはユリでロリコンだったのか？

			　いやいや、そんな馬鹿な。あぁでも、前に子供達が奴(ど)隷(れい)として売られることに対して凄く焦ってたよな。そう考えると……

			「すみません。驚かしてしまいましたか？」

			「い、いや、大丈夫だけど……ありがとうって、なにが？」

			「この光景のことです」

			「ホントにこの光景のことなのか!?」

			　やばい、どうしよう。

			　よく考えると、この世界ってなにげにロリコンやショタコンが多いんだよな。政略結婚で年の差が数十歳とかざらだし、お金持ちが若い奴(ど)隷(れい)を～とかあるみたいだし……

			　アリスと相談して、教師は生徒に手を出しちゃいけませんとか決まりを作るべきか？

			「奴(ど)隷(れい)として売られた子供達があんなに楽しげに笑ってる。リオン様がいてくださらなければ、決して見られなかった光景です」

			「……あ、あぁそういう意味ね」

			　勘違いだったか……すまん、ミシェル。わりと本気で心配してしまった。

			「本当に、もうこんな光景は二度と見られないと思っていました」

			「なんだよ、えらく大げさだな」

			「大げさなんかじゃありません。リオン様がいてくださらなければ、私はあの日、焼き殺されていましたから」

			　なんのことかは直ぐに分かった。数年前の、インフルエンザが大流行した時の話だ。

			「随分と懐かしい話だな」

			「私にとっては昨日のような出来事です。あの日より、リオン様やクレア様への感謝を忘れたことはありません。それに……」

			　ミシェルは一度言葉を切り、麦を踏む一人の女の子へと視線を定めた。それはまるで家族を見守るような――あぁ、そうか。そういうことか。

			　俺はようやく、さっき引っかかった理由に思い至った。
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			「もしかして、ティナは？」

			「一番下の妹です。実はミリィさんを迎えに行く途中に私の故郷がありまして。その時に妹が口減らしに売られたのを知ってしまったんです」

			　そっか、それであんなに必死だったんだな。――って、それなら先に言ってくれよ。下手したら、俺達が保護するまでにどこかに売られてたかも知れないのに。

			　……なんて、どうせ公私混同とか、迷惑をかけられないとか考えてたんだろうな。

			「ミシェル、もし今後似たようなことがあったら必ず相談してくれ」

			「それは……いえ、私個人の問題でご迷惑をかける訳にはいきません」

			「ミシェルはクレアねぇの母親みたいな存在だし、俺にとっても家族みたいなものだ。だから、遠慮なんてしないでくれ」

			「……リオン様、ありがとうございます。このご恩は、一生かけてお返しします」

			「大げさだな。でも……そうだな。これからもクレアねぇを支えてやってくれ」

			「それは望むところですが……わざわざ言うのには、なにかあるのですか？」

			「クレアねぇは子供の頃、自分でなにかを為し遂げたいって言ってただろ？」

			　子供の時にこぼした夢。政略結婚が決まってからは口にしなくなってたけど……最近は凄く頑張ってる。きっと今でも夢を諦めてないんだろう。

			　その証拠に、クレアねぇの成長っぷりは凄まじい。

			　僅(わず)か数ヶ月で俺やアリスが持つ知識の多くを吸収し、異世界の技術を惜しみなく注いでいる現場の監督をこなせるほどに成長した。

			　為政者としての才能は、俺やアリスより上だと思う。

			「クレアねぇは遠くない未来、この領地になくてはならない存在になるはずだ。だから、それまで支えてやって欲しいんだ」

			「分かりました。クレア様が一人前になられるまで、ずっとお側にいることを誓います。独り身のままで」

			　……いや、結婚はしてくれても良いんだぞ？

			　

			　それから更に月日は流れ三月。

			　俺達が学校設立を計画してからちょうど一年が過ぎ、ようやく――いや、ようやくというか、もうというか。とにかく校舎は完成した。

			　俺はその三階建て校舎を感慨深く見上げる。

			「この校舎で、みんなが勉強をするんだな……」

			「グランシェス家、繁栄の第一歩だね」

			　校舎を見上げつつ呟(つぶや)く俺に、背後から応える声があった。

			「アリス――」

			　振り返った俺は息を呑む。アリスは自らデザインした制服を纏(まと)っていたのだ。

			「……制服、完成したんだ」

			「うん。取り敢えずは袖の短い夏服タイプだけだけどね」

			　腰の部分をリボンで絞るコルセット風のブラウスに、チェック柄のプリーツスカートといった、全体的に黒と赤を基調としたゴシック調のデザイン。靴も編み上げブーツ風で、おしゃれ感を出しつつも、外で動きやすそうな作りになっている。

			　更に言うと、ニーハイソックスとスカートの隙間に見える絶対領域がまぶしい。

			「どう、かな？　似合ってる？」

			　アリスがクルリと身を翻(ひるがえ)すと、桃色の髪と、チェック柄のプリーツスカートがそれぞれふわりと広がった。紗(さ)弥(や)が制服を着ていたらこんな感じだったのかなと、少し感慨深い。

			　……いや、紗弥はもっと胸が小さかったけど……って、紗弥は中学生だったから当然か。

			「リオン？　なにか失礼なことを考えてない？」

			「まさか、よく似合ってるなって思って見てたんだよ」

			「ありがと。でも私は先生側だから、本当は制服を着てたらおかしいんだけどね」

			「………………………そう言えば」

			　アリスは高校生くらいの容姿だから、言われるまでまったく気付かなかった。どうしよう。先生と生徒がみんな同じ服だとややこしいよな？

			「まぁせっかく作ったから今日だけは、ね」

			「もう着ないつもりなのか？」

			「うん。先生なのに、私だけ制服っていうのもおかしいし、さすがに他の先生達にもこの制服を着てもらうわけにはいかないでしょ？」

			「それは……まぁ」

			　ミリィやミシェルが可愛いデザインの制服を着ているところを想像する。

			　二人とも三(み)十(そ)路(じ)前とはいえ、美人だから似合わなくはないだろうけど……自分のお母さんが制服を着てるのはなんかヤダ。

			　でも、せっかく作ったのに、アリスが一度しか着ないってもったいないよな。それにアリスが前世で制服を着たがっていたのは、コスプレ的な意味じゃないはずだ。

			　そうだな。いつかアリスが学園に通えるようにしてみるか。

			　それはともかく、今は教師の服装についてだな。

			「うぅん。生徒はみんな可愛い制服なのに、教師はこの世界の地味な服っていうのは、威厳に欠ける……って言うと、少し違うかも知れないけど、味気なくないか？」

			「それは平気だよ。前にも言ったけど、色々と服を作ってるから。ほら、これとか」

			　そう言ってアリスが取り出して見せたのは、フリル付きオフショルダーの白いトップ。そして黒いティアードのミニスカートだった。

			　記憶にある日本の既製品と比べてもなんら遜色がないレベル。むしろ生地がシルクなので、一般的な既製品よりは優れてると思う。

			「制服の時も思ったけど、物凄い完成度だな」

			「でしょ～？　可愛さと上品さを目標にデザインしたんだよ。型紙から作るの凄く苦労したんだからね？」

			「なるほどね。これなら街を歩いてても、なんら違和感は……って、うぉい。異世界要素はどこに行った。さすがアリスチート。まるで自重してない感じが酷いな」

			「えぇ、なにその不名誉っぽい呼称は。そんなことを言ったら、リオンの方がよっぽどチートじゃない、リオンチートだよ」

			「失礼な、俺はちゃんと自重してるからな？」

			「………へぇ」

			　思いっ切りジト目。アリスの蒼い瞳が、これでもかというほどに呆れ眼になっている。

			「な、なんだよ？　俺はちゃんと自重してるだろ？」

			「そのセリフ、自分が開発した街並みを見回してからもう一度言ってくれる？」

			　言われて周囲を見回す。

			　まず最初に目に映るのは、三階建て校舎。外壁はレンガ仕立てだけど、その基礎は鉄筋コンクリートだったりする。

			　そして次に窓だ。ガラスの加工技術が存在しないこの世界で、窓には透明でゆがみのない窓ガラスがはめられていた。

			　更に、近くの道にはレンガが敷き詰められている。王都すら舗装されてない道がほとんどなのに、この街は全域に敷かれる予定だ。

			　そして極めつけ、水道がないこの世界で、井戸水や温泉を手動のポンプで運ぶ上水道と、下水を処理して川へ流す設備が完備されている。

			　それらを見終えた俺は、ゆっくりとアリスへと向き直った。

			「………………………ちゃ、ちゃうねん」

			　俺も別に、ここまでするつもりなんてなかった。

			　ただ、アリスが精霊にお願いしたら、この世界の技術では作れなかった耐火レンガがあっさり作れてしまい、その耐火レンガで作った窯(かま)で耐火レンガを量産。

			　そして、加工が難しいために安価だった鉄鉱石を大量に取り寄せ、これまた耐火レンガを使って量産した窯で鉄を生成。そして鉄器を……と言った感じであれこれ。

			　気付いたらとんでもないことになっていたのだ。

			「ま、まぁあれだな。これからは少し自重していこう」

			　さすがにここまでやれば、数年と待たずに結果は十分に出る。パトリックからソフィアを護る程度の力は余裕で手に入るだろう。

			「……それ、絶対自重しないフラグだよね？」

			「気のせいだって……たぶん」

		

	
		
			エピソード　２－５　学生寮にご招待　前編

			　

			　三月の終わり。一期生の多くは卒業。学んだ技術を伝えるべく、グランシェス領各地へと護衛の騎士に連れられて旅立っていった。

			　連作障害の対策を始めとした農業の知識に、成長の早い作物の準備など、基本的な対策が中心だけど、グランシェス領の食料事情を改善する切っ掛けになってくれるだろう。

			　

			　一方、学園は新たな始まりを迎えていた。

			　学生寮となる建物のフロア。俺の両サイドにアリスとクレアねぇが並び、そのサイドにミリィとミシェルが控えている。

			　そして向かいには、来月から正式に始まる学園の生徒。新たに募集した子供三十名と、卒業しなかった一期生――ソフィアを含めた六名が並んでいる。

			　ちなみに二年目に突入した生徒は、一期生の中でも特に優秀だった子供達だ。

			　当初の予定では、全員を領地の各町村へ派遣する予定だったんだけど、事前におこなった連作障害などの対策が思ったよりも効果を表したので急(きゆう)遽(きよ)予定を変更。ミューレ学園で教師をしてもらうべく、さらなる知識を身に付けてもらうことにしたのだ。

			　それと、これは俺個人の事情だけど、ソフィアがティナに心を開いているようなので、出来るだけ一緒にいさせてあげたいという思いもある。

			　俺にとっては、領地の安定と同じくらい大切なことだからな。

			　それはともかく、新規の三十名も何故か、全員が女の子だったりする。俺としては男子生徒も欲しいんだけど、こればっかりは募集に応えてくれる相手次第だからしょうがない。

			　口減らし感覚で女子供から順番に選ばれてるんだとしたら、来年辺りは男子も入学してくるんじゃないかな。なんて考えながら、俺は生徒達を見回す。

			　さすがに去年からいるみんなは落ち着いてるけど、新たに連れてきた三十名は勝手が分からないからか、かなり緊張しているようだ。

			「さて、みんなに集まってもらったのは他でもない。これから学生として生活してもらうので、それについて説明をする。とは言え、大した話じゃないから気負わなくて良いぞ」

			　主に三十名に向かって語りかける。だけど、誰一人として身じろぎすらしない。

			「……ホントに気楽にしてくれて良いんだぞ？　って言うか、どれだけ緊張してるんだよ？」

			「いえ、あの……リオン様？　いきなりこんな立派なお屋敷に連れてこられて、貴族様達と向き合ったら、緊張して当然だと思うんですけど……」

			　ティナがおずおずと突っ込みを入れてくる。

			　なるほど、そういうものか。ティナ達の時は緊張と言うより、絶望してた感じだったからなぁ。どうしたものか……

			「あ、あの、き、貴族様にお、お聞きしたいことがあります」

			　そんな声が聞こえ、二期生の中から一人の女の子が進み出てきた。

			　年の頃は十二、三くらいだろう。青みがかった髪は少しぱさついているけど、磨けば光りそうな女の子である。

			「聞きたいことって、なにかな？　気になることがあれば遠慮なく聞いてくれ」

			「は、はい。で、ではお聞きします。私達は、その……これから、貴族様のな、なぐ、慰み者にされるんでしょうかっ!?」

			「ふぁ!?」

			　いかん、変な声が出た。

			　と言うか、なに？　緊張してるように見えたのはそれが理由ってこと？

			「そ、そんな目的で子供を集めたわけじゃないぞ」

			「そう、なんですか？　でも、お父さんお母さんが――」

			　女の子の話を要約すると、妾(めかけ)になって気に入られれば一生安心して暮らせる。辛いこともあるかもしれないけど、一生懸命ご奉仕してきなさいと言われたらしい。

			　……ご奉仕？

			「ク、クレアねぇ？」

			　どういうことだとクレアねぇに視線を飛ばす。

			「あ、あたしはちゃんと『教育を施して働かせるために、領地で子供を募集している。子供の生活費一切はこちらが負担するし、将来は給金も支払うので心配しなくても良い』って知らせたわよ？」

			「それでなんでこんな勘違いをされてるんだよ？」

			「あ、あたしにも分からないわよ」

			　揃って首をひねる。

			「あ、あの。恐らく、ですけど……その教育が、夜のお仕事だと解釈されたんじゃないでしょうか？　実は、その……私も最初はそうかもって思いましたし」

			　ティナが再びおずおずと進言してくれる。

			　……もしかして、最初の絶望した雰囲気は、奴(ど)隷(れい)として売られたせいだけじゃなくて、そういうことをされると思ってたからなのか？

			　うわぁ……その事実は知りたくなかったなぁ。

			「あれ？　でもさ、俺は男女ともに募集したんだぞ？」

			「それは、あの……そういう人もいらっしゃいますので」

			「な、なるほど……」

			　たしかにそういう貴族は多いらしいけど……それじゃ俺は、小さな男の子や女の子にしか興味がない、ヘンタイ伯爵だと思われてた訳か。

			　……頭が痛くなってきた、早く否定しよう。

			「えっと、さっきのキミ、名前は？」

			「わ、私はリアナって言います」

			「それじゃ、リアナ。それに他のみんなも。親にどんな風に言われてここに来たかは知らないけど、夜のお勤めなんかは一切ないから心配しなくて良いぞ」

			　俺の発言に、みんなが一斉にホッと息をつく。

			　この反応、どうやら新入生は一人残らず、その手の心配をしてたみたいだな。次に募集する時は誤解されないようにしないと。

			「それでは、あの……私達は、なにをすれば良いんでしょう？」

			「農産業について学んでもらうんだけど……細かいことは授業で教えていくから心配しなくて良いよ。それと、不安ならティナ達に聞くと良い。あの子達は既に二年目だからな」

			　俺はそう言いつつ、ティナ達のいる方を示す。

			「わ、分かりました。貴族様の言うとおりにします」

			「あ～それと、貴族様は止めてくれ」

			「な、なにかお気に障りましたか？」

			「そうじゃないよ。ただこの学園では、貴族とか平民とか考えず、出来るだけ対等に接するようにしてるんだ」

			　ちなみにティナ達一期生は、若干予定を変更して、既に奴(ど)隷(れい)から解放している。

			　卒業した一期生をグランシェス領各地に派遣した際、奴(ど)隷(れい)のままだと不便そうだったので、給料の前払いとして解放。それに併せて残留組も解放したのだ。

			　奴(ど)隷(れい)から解放したら、態度が変わったりするかなという心配もあったんだけど、それは杞(き)憂(ゆう)だった。ティナなんかは、以前より慕ってくれてるようにすら思える。

			「そんな訳で、俺のことはリオンで良いから」

			「リオン様、ですか？」

			「様も要らないんだけど……まぁその辺は好きにしてくれて良いや。――という訳だから、他のみんなも気楽にな」

			　後半は他の二期生に向かって告げる。さすがにハイそうですかとは行かなかったようだけど、それでも最初と比べると随分と緊張はほぐれたようだ。

			　よし、この調子で用件を終わらせてしまおう。

			　

			「さてさて、みんなが普段生活するところなんだけど、昨日まではグランシェス家の旧屋敷に預けられてたんだよな？」

			「は、はい。とても立派なお屋敷で凄かったです」

			「そんなに快適だったのか？」

			「はい。この新しいお屋敷に比べれば、さすがに霞んでしまうんでしょうけど……私には本当に夢のような空間でした」

			　ここと比べたらという言葉に思わず笑ってしまう。

			「あの屋敷から学園に通うと、毎日馬車で片道一時間はかかってしまう。だから寮に引っ越しをしてもらう予定なんだけど……」

			「お聞きしてます。雨風さえ凌(しの)げるのなら、どんなところでも構いません」

			「それは大丈夫だと思うぞ。なにしろ、みんながこれから住むのはここだから」

			　刹(せつ)那(な)、みんなが一斉に硬直した。

			「…………え？　このお屋敷って、リオン様のお屋敷……ですよね？」

			「いや、ここは学生寮、みんなの住むところだよ」

			「え、あの……冗談、ですよね？」

			「いや、事実だよ。一階には食堂とお風呂もあるから好きに使ってくれ」

			「しょ、食堂？　お風呂？　あの、何度も聞きますけど、冗談……ですよね？」

			「そんな嘘は吐(つ)かないって」

			「ほ、本当に？　本当に私達がここに住んで良いんですか？」

			「そうだよ。ホントのホント。今日から、ここがキミ達の家だ！」

			　気に入ってもらえただろうかと思ってみんなを見るけど、誰も反応がない。あれ？　みんなどうしたんだと、リアナに視線を戻すと彼女は口をぱくぱくしていた。

			　そして僅かな沈黙。

			　

			「「「えええええええええええええええええええっ!?」」」

			　

			　皆が一斉に驚きの声を上げた――って、なるほど。驚きの余りに声が出なかったのか。

			「……リオン、忘れてるみたいだから言っておくけど、この世界の平民の住むところって、すきま風が吹くような木造家屋か、石を積んだお家だからね？　高級ホテルみたいな鉄筋コンクリートの建物は、王都にだってないからね？」

			　アリスがぼそりと呟く。

			「わ、分かってるよ。でもこの学生寮は、アリスと自重云々の話をした時にはもう完成していたからしょうがないだろ。これからはちゃんと自重するって」

			「……やっぱりフラグっぽいなぁ」

			「そんなことないって」

			　いや、ホントに。

		

	
		
			エピソード　２－６　学生寮にご招待　後編

			　

			　学生寮をお屋敷だと思っていた生徒達の誤解を解消して、みんながその驚きから冷めるまで待つことしばし。彼女らはようやく落ち着きを取り戻した。

			「それじゃみんな、今から制服を配るから順番に受け取ってくれ」

			　俺はみんなにそう言って、アリスに制服を配るように頼む。

			　ちなみに制服って言うのは、ブラウスにスカートが夏服と冬服のツータイプ、それにローブとニーハイソックスに、上履き外履きのセットだ。

			「それじゃみんな列になって。身長に合わせた制服を配るから、サイズが合わないとかがあれば後で言いに来てね」

			　アリスは一人一人に制服を手渡していく。そうしてほどなく、皆に学生服が行き渡ったのだけど、みんなは受け取った服を見てざわめいていた。

			「あの……リオン様？　この服はなんなんでしょう？　物凄く、ものすっごく手触りが良いんですけど」

			　リアナが不安げに俺を見る。驚くのは分かるけど……なんで不安げなんだ？

		

	
		
			[image: p137.jpg]
		

	
		
			「それは学生服って言って……んっと、うちの学園の生徒である証明みたいなものだな」

			「それは、その……もしかして、購入しなくてはいけないんでしょうか？」

			「ん？　あぁごめんごめん。それはプレゼントするから心配しなくて良いぞ」

			「「「――え？」」」

			　みんなが一斉に信じられないといった感じで俺を見た。

			「あ、あああの、リリリオン様？　この服、も、物凄く高価だと思うんですけど」

			「あ～どうなんだろ？」

			　俺は制服の制作者であるアリスへと視線を向ける。

			「え、制服の価値？　そうだね……王様のお召し物なんて目じゃないくらい高価かな」

			「そそそっそんな恐ろしい服、受け取れませんんんんんんんんんっ！」

			　パニックに陥ったリアナが制服を突き返そうとしてくる。

			「待った待った。って言うか、アリス!?　それは希少性って意味だろ？　これから量産すれば、そこまで高くないだろ!?」

			「え？　そうだね……普通の服も販売する予定だし、値段はそのうち落ち着くかな」

			「だろ？　そういう訳だから、リアナ、それに他のみんなも。安心して受け取ってくれ」

			「ほ、本当に良いんでしょうか？」

			「大丈夫だ、問題ない。それに原価はそんなに高くないから」

			「初期の費用を含むと、村人一人が数年は遊んで暮らせる程度だね」

			「やっぱり受け取れませんんんんんんんんんんっ！」

			「ちょ――っ!?　って言うかアリス!?」

			　服飾関係の全てはミューレの街で作られている。だから、かかる費用と言えば人件費だけ。原価はそんなに高くないはずだ。

			　それなのに村人数年分って、どう考えても、織機や施設にかかった費用も含まれてる。

			　なので、いいかげんにしろとアリスを軽く睨(にら)み付ける。アリスは予想通りクスクスと笑っていた。まったく、自重しろって言ったのはアリスだろうに。

			「ごめんごめん。えっと……リアナちゃんだっけ？」

			「は、はい。アリス様、でよろしいでしょうか？」

			「様なんて要らないよ。私は別に貴族じゃないからね」

			　その代わりハイエルフだけどな――って言ったらみんな卒倒しそうだな。いや、自重するといった手前、そんなことは言わないけど。

			「えっと、それじゃアリスさん。さっきのは、冗談なんですか？」

			「うんうん、ちょっとふざけただけよ」

			「じゃあ……えっと、価値の話も？」

			「それは本当だよ」

			「あわわわわっ」

			　イジメかっ！　さすがにやり過ぎだ。……って、あれ。アリスの奴、優しげな笑みは浮かべてるけど、遊んでるような感じじゃないな。

			　そうなると、なにか目的があって、からかってるんだろうか？　……あれ？　どっちにしても、からかってるのは変わりない？

			　ま、まあ、もう少しアリスに任せて様子をみよう。

			　

			「あのねリアナちゃん。その生地の製法はここにしかないの。だから、今はまだその服はとても高価だよ。でも、数年もすれば貴族なら手が出せるようになる。そして十年もしないうちに、貴方のお父さんやお母さんが着られるようになる」

			「う、うちは貧乏なんです。だから、いくらこの服が安くなっても、購入するなんてとても出来ません」

			「今のままなら無理かもね。でも、いつかそれが出来るようになる。……うぅん、出来るようにするの」

			「出来るように、ですか？」

			「そうだよ。人々が飢(き)餓(が)に苦しむことなく、子供達の未来を嘆(なげ)くこともない。大切なみんなが笑って過ごせる平和な世界を作る。それが、私達、そして貴方達のお仕事だよ」

			「みんなが笑って過ごせる世界……」

			　リアナがぽつりと呟く。それを切っ掛けに、他の子供達にざわめきが広がっていく。それは、そんな風になれば良いけど、出来るはずがないという意見が大半だ。

			　アリスはそんなざわめきに耳を傾けていたけど、おもむろにスッと手を上げる。刹(せつ)那(な)、それに気付いた子供達が口を閉ざし――続いて他の子供達も沈黙する。

			　僅(わず)か数秒、フロアは完全な沈黙に包まれた。

			　

			「そんなの出来るはずない。そう思う気持ちは良く分かるよ。でもね、ここに来るまでに見たモノを思いだしてみて。今までに見たこともない光景が広がってたでしょ？」

			「そ、そう言えば、ここに来るまでの道が凄かったです」

			「なんだか見たこともない建物がいっぱいあったよ」

			「案内してくれたお姉さんが、この街では好きな時にお湯で体が洗えるって」

			「あんなのが作れるのなら、もしかしたら――」

			　みんなが次々に声を上げる。

			　だけどそのざわめきは長く続かなかった。誰かの『もしかしたら』と言う言葉を切っ掛けに、皆がアリスに注目したからだ。

			「私だけじゃ無理。リオンの持てる全てでも届かない。だけど、みんなが手伝ってくれるのならきっと実現する。だから、ね？　私達に力を貸して。必ず実現してみせるから」

			　アリスの言葉に、生徒達の瞳に希望の光が宿り始める。そしてみんなの意志が一つになった時、アリスは静かに続けた。

			「その制服は仲間の証だよ。大切なみんなが笑って暮らせるよう、一緒に頑張ろうね」

			「「「――はいっ！」」」

			　完全にアリスの独壇場である。

			　なんというか……俺じゃなくて、アリスが主人公をやれば良いんじゃないかな。

		

	
		
			エピソード　２－７　穏やかな日々に終わりを告げる者

			　

			　アリスの扇動――こほん、演説が効果的だったのだろう。皆のモチベーションは高くて、学園は驚くほどに順調なスタートを切った。

			　そしてそれと同時に、各種技術開発も恐ろしいスピードで進んでいる。

			　それらをごく一部だけ紹介しよう。

			　まずは定番の農具。

			　鉄製の鍬(くわ)を初めとした農具に、千(せん)歯(ば)扱(こ)き、唐(とう)箕(み)（風で穀物を精選する道具）やら、水車の力を使うあれこれ。

			　今までは青銅の道具しかなかったので、一気に世界が変わった。

			　次に美容関連。

			　まずは小麦粉のシャンプーにハチミツとレモン汁を使ったリンス。これらは食料品を使った贅沢品なのでまだ身内だけへの提供だけど、ゆくゆくは流通させる予定だ。

			　なお、取り扱いが危険な苛性ソーダを扱う職人も用意して、油(ゆ)脂(し)と水を混ぜて作った石(せつ)鹸(けん)も作らせた。更には石鹸を作る時に出来たグリセリンと、シルク採取時に出来た水を合わせたシルク化粧水。これにより、みんなの髪やお肌の事情が一気に変わった。

			　ちなみに植えた作物は種類が多すぎて割愛。

			　他には養(よう)蜂(ほう)でハチミツの量産や、天然酵母の培養。さらに木炭、陶器、和紙と様々なモノが生産されている。たぶん、この街だけ数世紀くらい文明レベルが違う。

			　……自重？　なにそれ、美味しいの？

			　そんな訳で、授業が始まって一ヶ月、学園や各種生産は順調に進んでいる。

			　この調子なら、すぐにみんなが幸せに暮らせる街は完成。このまま何事もなく、ソフィアやみんなを守れる環境が整う――と、この頃は思っていた。

			　

			　学園は週に一度のペースで休みを取ることにしたので、休日が存在する。そんなある休日の昼下がり、俺は久しぶりに屋敷でお茶会を開いた。

			　なぜなら、あのソフィアが、学園の友達を招きたいと言ったからだ！

			　いやぁ、順調にヤンデレから回復してくれて嬉しい限りだ。スフィール家にいた頃は、このまま闇落ちするかと思ったもんな。

			　ちなみに、この場にいるのは俺とソフィア、それに友達の二人だけ。アリスはお菓子を用意してるのでもうすぐ来るけど、クレアねぇは書類整理で欠席だ。

			　クレアねぇは、自分でなにかを為したいという夢のために頑張ってるようだけど……なんか仕事を押しつけてるみたいで申し訳ない。

			　クレアねぇには後で、お茶菓子を届けてあげよう。

			　

			「本日はお招き頂き、ありがとうございます」

			「ほほ本日はお招き、いた、頂き、ありがとうございます」

			　ソフィアの友達――ティナとリアナが淑女らしいお辞儀をする。

			　授業の一環で礼儀作法を教えてるおかげか、入学したてのリアナはまだぎこちないけど、ティナの方はなかなか板についてきてるようだ。

			「二人とも、そんなに硬くならなくて良いよ。それに今日は、ソフィアの友達として来てもらってるからな。な、ソフィア？」

			「うん、そうだよぉ。二人とも今日は来てくれてありがとうね」

			　そう言ってソフィアが浮かべるのは自然な微笑み。心を読めなくなって不安もあるはずなのに……二人の人柄のおかげなのかな。

			「と言うか、あれだな。俺はいない方が良くないか？」

			　せっかくのお友達とのお茶会。ソフィアはともかく、二人は緊張するだろうと思ったんだけど、ソフィアに腕を掴まれた。

			「ダメだよ。ソフィアはリオンお兄ちゃんともお茶会したいんだから」

			「でもなぁ……」

			　俺はティナとリアナに視線を向ける。

			「私達なら大丈夫です。むしろ、リオン様ともお話ししてみたいというか……ねぇ、リアナもそう思うよね？」

			「え、ここで私に振るのっ!?　……あ、えっと、私もいてくださって平気でしゅ」

			　……噛んだ。そして、リアナの顔が真っ赤になっていく。

			「や、やっぱり、俺は席を外そうか？」

			「あうぅぅ、大丈夫だから、気にしないでくださいぃぃ」

			　あぁ……スルーするのが正解だったか。リアナは恥ずかしそうに突っ伏してしまった。フォローしたつもりだったんだけど、逆にとどめを刺してしまったらしい。

			　と言うか、ソフィアとティナが笑ってるし、容赦ないなキミ達は。

			「お待たせ、みんな。お菓子と紅茶を持ってきたよ」

			　ノックの後、アリスが部屋に入ってきた。アリスは使用人を従え、四人分の紅茶と各種お菓子を……っておいおい。どれだけお菓子を用意したんだよ。

			　ケーキ各種に、アイスクリームやプリンにシュークリーム。それにホットケーキにドーナツ。後は……チョコレートまであるぞ。こんなモノいつの間に開発したんだよ。

			　いくらなんでも自重がなさ過ぎ――え、ソフィアが友達を連れてきたから頑張った？　そういう理由ならしょうがないな。

			「なんかお茶会と言うより試食会みたいになったけど、見ての通りお菓子はいっぱいあるから、二人とも今日は楽しんでくれ」

			「「――はいっ！」」

			　

			　そんなこんなで、五人でお茶会改め試食会は始まったのだけど、

			「それでね、泣いちゃったソフィアをリオンお兄ちゃんが抱きしめてくれたの！」

			「「きゃああああ～っ」」

			　いやあの、ガールズトークをするのは構わないけど、本人がいる前であれこれ脚色して話すのは止めてくれませんかね。凄く恥ずかしいんですが。

			　俺はソフィア達の会話が聞こえてない風を装いながら、ティナとリアナに視線を向ける。

			　最初に会った時は髪はばさばさで顔にはそばかすもあって、素材は良いのにもったいないってイメージだったんだけど、今や髪はサラサラで肌もつやつやだ。

			　アリスが作ったシャンプーやリンス、それにシルク化粧水のおかげだろう。

			　着ている服もこの世界では有り得ないレベルの上質なモノなので、どこかのお姫様と言っても通用するレベルになっている。

			　それと、最初はみんな日焼けをしていたのに、最近はどういう訳か色白になってきた。

			　外出時にはローブを着てるからかなって、最初は思ってたんだけど……農民の子供は男女一緒に水浴びなんかも珍しくないそうで、下着が見えるとかはあまり気にならないらしい。

			　なので、作業中もローブを着ていない。それなのに、何故かみんな色白になっていくのだ。

			「あの、私の顔になにかついていますか？」

			　俺の視線に気付いたティナが首をかしげる。

			「いや、なんか最近、みんなが色白になってるなぁと思って」

			「あ、そうなんですよ。私も不思議に思ってたんです」

			「それ、制服を着てるおかげだよ」

			　おもむろにアリスがそんなことを言う。

			「制服を着てるおかげ？　でも、むき出しの部分も日焼けしてないだろ？」

			「うん。制服に紋様魔術を刻んだでしょ？　その効果の一つとして、一定以上の紫外線をカットするようにしたの」

			「ちょ、ちょっと待て。刻んだって、自分で刻んだのか？　紋様魔術を使えるなんて初耳なんだけど」

			「紫外線をカットしたくて覚えたの、後悔はしてないよ！」

			「……自重はどこ行った」

			「紫外線はお肌の天敵なんだよ？　真っ先に対策するに決まってるじゃない。リオンだって、色白の女の子の方が好きなくせに」

			「ちょっ」

			　なんで知ってるんですかね、この前世の妹様は。

			「良く分からないけど……ソフィア達はこの制服のおかげで日焼けしないの？」

			　ソフィアがアリスに問いかける。

			「そうだよ。それに、寒いところや暑いところでも、二、三度くらいなら温度調整が利くようにしてあるよ」

			「あっ、それでこの服、こんなに快適なんだね」

			　…………………そう言えば、そんなことも言ってたな。最近ずっと快適な気候だなとか思ってたんだけど……そうか、気候が良いとかじゃなくて、冷暖房完備の服だったのか。

			　アリスは本気で自重しなさすぎだと思う。

			「と言うか、他にもとんでもない効果があったりしないよな？」

			「ん～？　刻んだ紋様魔術の効果は三つだけだよ」

			「あと一つあるじゃねぇか。もう一つはどんなチートなんだ？」

			「だからチートじゃないってば。ただ、レーザー級を常駐させただけだよ」

			「……え、なにそれ。まさか、レーザーで敵を焼き払ったりするのか!?」

			　薙(な)ぎ払え！　とか、ちょっとやってみたい。

			「うぅん。そうじゃなくて……ほら、この制服ってスカートの丈が短いのに、ここの人達はみんな警戒心がないでしょ」

			「そうだな……って、まさか」

			「うん。見えそうな時に、光のラインが走ってそれを防ぐ紋様魔術だよ。大人の事情で発する光じゃないから、ブルーレイでも消えない仕様だねっ」

			「レーザー級ってそっちかよっ！」

			　深夜アニメなんかで、あれこれを隠す謎の光のことである。

			　紗(さ)弥(や)は体が弱くて家にいることが多かったせいか、アニメやラノベが好きだったけど……なんでそんなのまで知ってるんだろうなぁ。

			「って言うかあれ？　俺はその……見ちゃったことがある気がするんだけど？」

			「あぁうん。リオンの服には、レーザー級を打ち消すダークネスの紋様が刻んであるから。一人だけ存分に楽しんで良いよ？」

			「いや、あの、そんなことを真顔で言われても困るんだけど……」

			　そもそも俺はロリコンじゃないし。

			　いやいや、マジで。前世に引きずられているのか、同い年くらいの女の子より、十代後半くらいの女の子が気になる。

			　まぁそういう意味では、クレアねぇやソフィアが成長した時に、誘惑されたら抗えるか不安だったりはするんだけどな。

			　とまぁそんなとりとめのない？　会話をしていた時のことだ。

			　廊下の方から「困りますっ！　すぐに主を呼んできますから、部屋でお待ち下さいっ！」というメイドの声が聞こえてきた。

			　それからほどなく、どかんと扉が開かれ、十五、六歳くらいだろうか？　金髪碧眼の男が部屋に踏み込んできた……って、誰だ？

		

	
		
			エピソード　２－８　話し合いの末に

			　

			「ソフィア、キミを迎えに来たぞ！」

			　突然部屋に現れた男は、ソフィアを見つけるとずかずかと歩み寄ってくる。それを見た瞬間、ソフィアがびくりと身をすくめる。

			　なので、俺はソフィアを背中に庇(かば)うように立ち上がった。

			「あんたは誰だ？」

			「あぁ？　お前こそ誰だよ」

			「俺はリオン・グランシェスだよ」

			「……ふんっ、お前がグランシェス家の当主代理とか言うガキか。俺はパトリック。パトリック・ロードウェルだ」

			　……あぁ、こいつがソフィアに言いよってるロリコンか。外見といい態度といい、いかにも高慢そうな男だ。ロードウェルは子爵家だから、伯爵家のうちより格下のはずなんだけどな。

			　グランシェス家の当主が不在で衰退してると舐めているのか、侯爵家の分家であることを笠に着てるのか。前者の方は勘違いだと思い知らせれば良いだけだけど……後者の方は面倒だ。

			　いくら技術に革命を起こしてるとは言え、現時点では権力に影響を及ぼすほどの結果を出していない。今の時点でグランプ侯爵家と争うハメになったら、確実に面倒になるだろう。

			　……仕方ない。取り敢えずは穏便に対応するか。

			「それで、パトリックさんが俺になんの用だ？」

			「お前なんかに用があるものか。俺はソフィアを迎えに来ただけだ」

			　パトリックは俺の背後にいるソフィアに向かって手を伸ばそうとした。

			　まぁ、させないけどな。

			「……おい、なんのつもりだ？」

			「そっちこそなんのつもりだ。ソフィアは俺の義妹だぞ」

			「はっ、義妹だと？　俺は知ってるんだぞ、お前がいかがわしい目的で村娘を集めてる事実をな！　そんな奴のところにソフィアを置いておけるかっ！」

			　ああああああぁっ、こんなところにも誤解をしてる奴が!?

			「……ええっと、その件についてはこっちにも落ち度があるから訂正しておくぞ。村の子供を集めたのは農業とかの知識を与えるためで、いかがわしい目的じゃないから」

			「少女ばかり集めておいて、よくそんな言い訳が出来るな！」

			「いや、それはただの偶然」

			「――そんな偶然があるかっ！」

			　やべぇ反論出来ねぇ……

			「あの、リオン様の言ってることは本当ですよ？」

			　おもむろにティナが声を上げた。

			「なんだお前は？　どこの貴族だ」

			「わ、私はただの平民ですが」

			「平民だと!?　平民の娘ごときが俺に意見するのかっ！」

			「――ひっ」

			　パトリックがティナに詰め寄ろうとするのを見て、慌ててあいだに入る。

			「おい、うちの客人を脅さないでくれないか。それとティナ、それにリアナも。大丈夫だから、大人しくしててくれ」

			　俺は二人の手綱を握っておいてくれと、アリスにそっと目配せをする。二人の気持ちはありがたいけど、二人がパトリックに噛みつくのは危険すぎる。

			「やはり村娘をいかがわしい目的で集めていたのは事実だったようだな」

			「違うって言ってるだろ。なにを根拠に言ってるんだ？」

			「その娘は平民だと名乗った。つまり、その娘に農業を教えているというのだろう？」

			「そうだけど？」

			「はっ、ぼろが出たな！　農業を教えるのに美しく着飾らせる必要がどこにある！　どうせ、妾(めかけ)にするための教育を施しているんだろう！」

			「いや、これは制服って言って、農業をするための作業服みたいなモノなんだけど」

			「そのような煌(きら)びやかな服で農作業をする奴がこの世界のどこにいる！」

			　残念だったなっ！　この世界にいなくとも異世界には――いやゴメン。地球にもたぶんいないわ。誰だよ、制服をミニスカートにしたの。……あ、俺か。

			　――こほん。

			　とにかく、だ。人の話を聞かなかったり、平民だからと見下したり、性格は気に入らないけど、こいつが怒っている理由は分かる。

			　俺だって、いかがわしい目的で村娘を集めているなんて噂がある男のところにソフィアがいると知ったら、いてもたってもいられなくなると思う。

			　だから――と、俺は真っ直ぐにパトリックを見た。

			「誤解させたのは本当に申し訳ないと思う。でも、グランシェス家の名誉にかけて、俺は断じていかがわしい行為はしてないよ」

			「はっ、そんな戯言が信じられるものか！　もしそれが事実だというなら、今すぐソフィアを引き渡せ！」

			「は？　その理屈はおかしいだろ？」

			「あぁそうかもな。だがそれがどうした。お前にやましいことが有ろうと無かろうと、ソフィアは俺が連れて帰る」

			　あぁ……こいつは結局、ソフィアを連れて帰る口実が欲しかっただけか。

			「断るって言ったら？」

			「グランプ侯爵家にお前の悪行を伝え、それ相応の報いを受けてもらう」

			「……分かった。そこまで言うなら、ソフィアの引き渡しを考えよう」

			「「――リオン様!?」」

			「……リオンお兄ちゃん？」

			　ティナとリアナが非難の声を上げ、ソフィアが不安げに俺の腕を掴む。だから俺はソフィアを安心させるように続ける。

			「――ただし、引き渡しに応じるのは、本人が了承したら、だ。ソフィアが嫌がるなら絶対に連れて行かせない」

			「良いだろう。ならばソフィアに聞いてみるが良い。どうせ、ソフィアは俺と来たいと言うに決まっているがな！」

			　だから、その自信はどこから来るんだよ……と、ため息を一つ。俺は意思を確認するためにソフィアへと向き直った。

			「ソフィアはどうしたい？　彼について行きたいか？」

			「……ソフィアがここにいるのは迷惑？」

			「そんなはずないだろ。ソフィアが好きなようにして良いんだ」

			「だったらソフィアは……ソフィアはリオンお兄ちゃんと一緒が良い。あの人についていくのは絶対にイヤだよ！」

			「……分かった。ごめんな、不安にさせるようなことを聞いて」

			　俺はソフィアの頭を優しく撫でつけてから、ソフィアはこう言ってるぞ――とパトリックに視線を向ける。パトリックは信じられないとばかりに目を見開いていた。

			　ちょっと酷いことをしちゃったけど、これでパトリックも理解してくれるだろう。

			「――貴様っ、ソフィアを洗脳したのか!?」

			「なんでだよ!?　どう考えてもあんたが避けられてるだけだろ！」

			「そんな馬鹿なことがあるか。お前がなにか吹き込んだに決まってる！　でなければ、ソフィアが俺を避けるはずがない！」

			　うわああぁ、話が通じない人だ。ちょっとブレイク兄さんを思いだして懐かし……くはないけど、同じタイプの人間だな。

			「とにかく、ソフィアが嫌がってるから帰ってくれ」

			「なっ、ふざけるな！　そんな茶番に付き合ってられるか！」

			「茶番？　ソフィアはちゃんと自分の意思を伝えただろ？　とにかく今日は帰ってくれ」

			「お、お前、俺に命令するのか！　どうなるか分かってるんだろうな!?」

			「分からないね。なにをするつもりなんだ？」

			「グランプ侯爵に訴えると言っただろう！」

			「ふぅん。招待もされていないお茶会に無断で乱入し、嫌がるソフィアを連れ去ろうとして阻止されたって報告するつもりか？」

			「――なっ。き、貴様……っ」

			　悪魔の証明って言葉があるように、やってないことを証明するのは難しい。だから、俺にやましいことがあると報告されたら、それを否定するのは難しい。

			　けど、ソフィアが嫌がってるのは明らかな事実。パトリックがどんな嘘を報告しても、ソフィアが嫌がってるから拒絶したという一点は確実に証明が可能だ。

			「さぁ、どうするんだ？　そっちが報告するって言うなら、こっちもそちらの行動を問題にさせてもらうけど？」

			「……くっ、良いだろう。ソフィアを今この場で連れて帰るのは勘弁してやる。その代わり、ミューレ学園とやらに俺も入学させてもらおう！」

			　勝ったと思った瞬間、訳のわからないカウンターを喰らった。

		

	
		
			エピソード　３－１　約束――ただし守るとは言ってない

			　

			「学園に通わせろって……なんでそんな話になるんだよ？」

			　パトリックの目的はソフィアのはずだ。それなのに学園に入学させろだなんて、意味が分からないと混乱する。

			「言っただろう。ソフィアを連れて帰るのはいったん諦めると」

			「だったら、なんで学園に通わせろなんて話になるんだよ」

			「なんだ？　グランシェス家の名誉に誓っていかがわしい行為はしていないのだろう？」

			「たしかに、してないけど……」

			「ならば慌てる必要などあるまい」

			　くぁぁぁ、そういうことか。ミューレ学園が怪しい施設だって暴いて、ソフィアを正々堂々連れて帰ろうって腹づもりだな。

			　なんか無茶苦茶勝ち誇られてるし。やましいことがあるんだろ、分かってるんだぞ？　みたいな顔で俺を見てるけど違うから。

			　問題を起こすのが分かってる相手に編入を求められて、普通に困ってるだけだからな？

			「さぁどうするのだ？　俺を学園に編入させるか？　それとも、大人しくソフィアを引き渡すか？　俺としては、後者を選んでくれた方が楽なんだがな」

			　め、めんどくさい。なにがめんどくさいって、どっちを選んでもろくでもない展開しか想像出来ないことだ。

			　実はと言うと、よその貴族を受け入れるのは構わないと思っている。いずれ学園が大きくなれば、全国から生徒を受け入れるつもりだったからだ。

			　だけど、よりにもよって横暴貴族の典型。パトリックをうちの生徒として受け入れたら、問題を起こすのが目に見えている。非常にめんどくさい展開だと言えるだろう。

			　――だけど、だ。

			　ここで受け入れを断ったら、パトリックはあることないことをグランプ侯爵に吹き込むだろう。そして俺が受け入れを断ったのは事実だから、身の潔白を証明するのが難しくなる。

			　悪評をばらまかれる程度なら問題ない――って言いたいところだけど、グランプ侯爵の耳に、否定の難しい悪評が入るのはまずい。

			　なにしろ、クレアねぇの結婚が延期になっているのは、当主が不在のグランシェス領を立て直すのに、クレアねぇの存在が不可欠だという建前上の理由があるからだ。

			　俺が内政を放り出して、女遊びをしているなんて噂が耳に入れば、結婚の延期について言及されるばかりか、当主不在の件にまで干渉されかねない。

			　ここで判断を誤れば、グランプ侯爵と正面からやりあう羽目になる。

			　内政チートの限りを尽くせば、絶対に勝てないとは言わないけど……出来れば争いたくはない。だから、可能な限りグランプ侯爵が介入するような事態にはしたくない。

			　という訳で、パトリックを受け入れても追い返してもめんどくさい。

			　ただ、グランプ侯爵とやり合うのと、パトリックを生徒として受け入れるの。どっちがマシかと言えば……後者の方がマシだろう。

			　……たぶん。

			　そうして、なんらかの手段でパトリックにソフィアを諦めさせるか、時間を稼いでいるあいだにグランプ侯爵に対抗する術を手に入れる。

			　それが今のところ、一番マシな選択肢だと思う。

			「編入を認める代わりに、一つだけ条件がある。うちの学園は身分を振りかざすのは禁止だ。もし問題を起こしたら退学してもらうからな？」

			「良いだろう。その代わり、俺の他にもう二人ほど編入を認めてもらおう」

			「……二人？」

			「俺の世話係と護衛の騎士だ」

			「分かった。それじゃ住むところは……」

			「――リオン、貴族様を平民と同じ学生寮に住まわせる訳にはいかないよ」

			　不意に、今まで沈黙を守っていたアリスが口を挟んでくる。

			　と言うか、貴族様って……アリスは絶対そんな風に思ってないだろ。ってことは、なにか理由があるんだろうなぁ。

			「アリスはどうしたら良いと思うんだ？」

			「グラシェス家の旧お屋敷はどうかな？」

			「――っ」

			　あ、あぶねぇ。思わず吹き出すところだった。

			　――グランシェス家の旧お屋敷。

			　学生寮と違って水道やお風呂はないけれど、高級な設備が取り入れられている。そして学生寮の足下にも及ばないけど、この世界で流行りの調度品を取りそろえている。この世界基準で言えば、とても立派な――ミューレに新しく作った建物と比べると最底辺のお屋敷である。

			　そんな屋敷が貴族様にはふさわしいって、完全にイヤミじゃねぇか。アリス、恐ろしい子。大人しくしてるって思ってたけど、内心では怒ってたんだな。

			「ふむ、伯爵家の屋敷か。俺にふさわしいじゃないか」

			「い、いいのか……？」

			「なんだ？　今は使っていない屋敷なのだろう？　よもや、俺には貸せないなどと言うつもりではないだろうな？」

			「そうは言わないけど……学園まで馬車で一時間はかかるぞ？」

			　ちなみに、学生寮からは徒歩数分である。

			「ふっ、平民が住むような寮に住むことに比べれば、それくらい些末なことだ。他に問題がないというのなら、俺にその屋敷を使わせるが良い！」

			　他の生徒と一緒にして問題が起きる可能性が減るから、俺としては願ったり叶ったりなんだけど……別に良いか、本人が希望してるんだし。

			「それじゃ旧屋敷を使ってくれ。編入は……一週間後くらいか？　パトリックさんが部屋を使うまでに準備するように言っておくよ」

			「ふっ、良い心がけだ。では俺は一度領地に帰って、入学の準備をするとしよう」

			　パトリックはそう言って踵(きびす)を返すと、部屋から出て行った。パトリックの対処に困っておろおろしていたメイドが慌ててその後を追う。

			　それを見届け、俺達は一斉にため息をついた。

			　

			「ごめん、入学を断れなかった」

			　俺はみんなに向かって頭を下げる。

			「……あれはしょうがないんじゃないかなぁ。話が通じるタイプじゃないみたいだし」

			　謝る俺にアリスがフォローを入れてくれる。それに同調するように残りの三人、ソフィアとティナとリアナがこくこくと頷いた。

			「ありがとう、そう言ってくれると助かるよ」

			　みんなに感謝の気持ちを伝えながら、今後のことについて思いを巡らす。

			　入学は断れなかったけど、横暴なパトリックに甘い汁を吸わせるつもりはない。今回の借りはきっちり返すつもりだ。

			　なんて思ってたら、ソフィアがひしっとしがみついてきた。

			「ソフィア？　心配しなくても、ソフィアは俺がちゃんと護るぞ？」

			「うん、それは信じてるよ。だからそっちじゃなくて、その……リオンお兄ちゃん、ソフィアのせいでごめんね」

			「うん？　どうしてソフィアが謝るんだ？」

			「だって、あの人はソフィアが目的だから」

			「あぁ……さっきも言ったけど気にしなくて良いよ。そもそもソフィアを妹にしたのだって、こういった事態からソフィアを護るためだからな」

			「でも……ソフィアのせいで、リオンお兄ちゃんが作った学園が無茶苦茶に……」

			「いやいや、無茶苦茶にはなってないからな!?」

			　いくらなんでもパトリック一人で、学級崩壊とかは――ありそうな気がする。なんて不安に思ってたら、ソフィアが俺の顔をじっと覗き込んでいた。

			「ごめんなさい、リオンお兄ちゃん。こうなったら、学園を無茶苦茶にさせる前に、ソフィアがパトリックさんを無茶苦茶に――」

			「ちょ!?　大丈夫、大丈夫だから！　ホントに大丈夫だから！」

			　だから、唐突にスカートの裾をまくって短剣を引き抜こうとしないでくれ！　と、声には出さずに叫ぶ。

			「……ホントに大丈夫？」

			「大丈夫、ホントに大丈夫。なにかあったら、責任もって俺が対処するから。だからソフィアは心配しなくて良いよ」

			　あぁびっくりした。あんなことがあったのに、太ももに短剣を隠し持ったままとか。最近は明るくなってきたから安心してたけど、気を付けなきゃやばそうだな。

			　取り敢えず俺は、ソフィアを和ませるために頭をわしゃわしゃと撫でつける。

			「うわわ、リオンお兄ちゃん、髪がくしゃくしゃになっちゃうよ」

			　驚いたソフィアが身を引く。俺はそれを笑って見送り、アリスへと視線を向けた。

			「アリス、悪いけどお茶会のホストを引き継いでくれるか？」

			「良いけど、リオンはどうするの？」

			「俺はクレアねぇと今後の対策を話し合ってくるよ。と言うことでみんな、俺はちょっと抜けるけど、引き続きお茶会を楽しんでくれな」

			　

			　やって来たのは、クレアねぇの執務室。パトリック入学の報告を聞き終えたクレアねぇは、深い、海よりも深いため息をついた。
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			「ただでさえ忙しいのに、パトリックが入学するって……冗談よね？」

			「いや、えっと……事実、かな？」

			　ジト目で睨(にら)まれた俺は明後日の方向を向く。だけど、クレアねぇの放つ無言のプレッシャーが途絶えない。俺の頬を冷や汗が伝い落ちた。

			「ま、まずかったかな？」

			「大なり小なり問題は起きるでしょうね。弟くんは想像できないかも知れないけど、平民と対等に話す貴族なんて、この世界であたし達くらいよ」

			「それは……分かってるよ。だけど、身分は振りかざすなって念押しをしたから、大丈夫じゃないかな？」

			「だと良いんだけどね。そもそも、ソフィアちゃんはどうするつもりなの？　パトリックと一緒に勉強させて平気なの？」

			「……それな。正直不安なんだよな」

			　さすがにあれだけ言っておけば、ソフィアを誘拐するようなマネはしないと思うけど、授業そっちのけで言いよる可能性は否定できない。そうしたらソフィアが可哀想だし、状況が悪化したら、逆にパトリックが可哀想なことになるかも知れない。

			　……主に後者の意味でしゃれになってないな。

			「しばらくはアリスを教師役から外して副担扱いにして、ソフィアを見守ってもらうようにするよ。アリスならいざって時に武力行使も出来るし、大丈夫だと思う」

			「アリス？　たしかに精霊魔術が得意だものね」

			「ああ。しかも最近は更に腕を上げてるぞ」

			　ミューレの街の開発で精霊魔術を使いまくったのと、感覚共有を使って毎日、俺の精霊魔術の練習に付き合ってくれてるのが原因っぽい。

			　俺も少しは上達してる自信があるけど、アリスは明らかに桁が違う。あれ以上凄くなったらどうなるんだろうな。ちょっと不安だ。

			「……まあ、それなら大丈夫かしら、ね。それに弟くんの話を聞いた感じだと、断った方が面倒なことになってただろうし」

			「それはグランプ侯爵家の分家だからって話か？」

			「そうよ。グランプ侯爵家の発言力は絶大で、絶対に敵に回しちゃダメな相手だもの。ただでさえうちは、結婚を延期にしたせいで、快く思われてないでしょうしね」

			「だよなぁ……」

			　結婚を間近に控えた状態でいきなり、結婚を延期させてください――だもんな。いくら事情があるとは言え、相手にとっては面白くない状況だろう。

			「こっちに非がある以上、弱みをみせたらつけ込まれるわよ」

			「そう、だな。クレアねぇの結婚を阻止できなくなるのは困るしな」

			「それに、弟くんやソフィアちゃん、グランシェス領も護らなきゃいけないものね。だから絶対に、パトリックと正面からぶつかったりしちゃダメよ？」

			「分かったよ」

			「ホントに分かってる？　絶対の絶対よ？　絶対に正面からぶつかって、ぼこぼことかにしちゃダメだからね？　約束よ？」

			　……あれ、なんか突っかかれって言われてるような気がしてきた。

			「弟くん!?」

			　はい、ごめんなさい。

		

	
		
			エピソード　３－２　茶番

			　

			　あれから一週間が過ぎ、パトリックがうちの学園に通い始めた。

			　そして更に一週間が過ぎたある日。屋敷の足湯に浸かっていた俺は、クレアねぇのもたらした報告を聞いてため息をついた。

			「パトリックに怒鳴られた女の子の目撃情報が三件。うち二名は泣いてたってなんだよ。身分を振りかざすな、問題を起こすなって言ったのに……」

			「残念ながら、本人に問題を起こしてるつもりはないみたいよ」

			「はぁ？　相手が泣いてるケースもあるのにか？」

			「あくまで、貴族に対する平民の正しい接し方を、親切で教えてあげてるつもりみたい」

			「あぁ……なるほど。『平民ごとき、貴族様にはへりくだるのが当たり前だ！』って親切で怒鳴って教育してるわけね」

			　たちの悪い冗談なら救いがあったんだけど……本気で言ってるんだろうなぁ。

			「それと、パトリックが連れてきた男二人も、ちょこちょこ問題を起こしてるわ」

			「……どんな奴なんだ？」

			「世話係と護衛の騎士ね。両方パトリックと同じ十五歳くらいで、性格は……そうね。俺に逆らうってことは、パトリック様に逆らうと言う意味だぞ、分かってるんだろうな？　とか言っちゃうタイプね」

			「……もう退学で良いよな？」

			「言ったでしょ？　平民と対等に接するあたし達が例外なの。彼の行動は褒められたものじゃないけど、貴族としては許される範囲内よ。この程度で退学にしたら面倒なことになるわよ」

			「ぐぅぅぅ……」

			　失敗した。身分を振りかざすなって釘を刺すだけじゃなく、問題が起きないように、あらゆる可能性を考慮した誓約書を作って、署名させるべきだった。

			　次に貴族を入学させる時は、必ずそうしよう。

			「はぁ……このまま一日ずっと足湯に浸かってたいなぁ……」

			　俺は足湯に浸けた脚を揺り動かす。温泉の成分は知らないけど、足から熱が上って体の芯まで温まるような感覚が心地よくて癒やされる。

			　部屋にいながら足湯に浸かれるって最高だよな。

			「ちょっと弟くん？　現実逃避してちゃダメよ」

			「そんなこと言わずに、たまには温泉でゆっくりしようよぉ～」

			「甘えた声を出したってダメよ」

			「むぅ……クレアねぇが優しくない」

			「気持ちは良く分かるけどね。ホントに大変なのは、ソフィアちゃんや他の生徒達なんだからね？　あたし達が弱音を吐いてちゃダメでしょ？」

			　……たしかにその通りだな。

			　と言うか、俺の補佐役を頼んだ当初は、あたふた頑張ってる小さな女の子って感じだったのに、いつの間にか頼もしくなって。俺も負けてられないな。

			　そう考えた俺は自分の頬をパチンと叩き、クレアねぇへと向き直る。

			「ごめん、クレアねぇ。おかげで目が覚めたよ」

			「うんうん、それでこそ弟くんね。さっそく対策を考えましょう」

			「そうだなぁ……目撃情報はあっても、苦情は一件もないんだよな？」

			「ええ。報告は全部仲裁に入った教師からよ。まさかとは思うけど、苦情がないから気にしないとか言わないわよね？」

			「逆だよ、逆」

			　教師というのはミリィとミシェル、それにアリスのことだ。あの三人がそれだけ目撃してるのに、誰一人として生徒が泣きついてこない。

			「相手が貴族だから我慢してるって意味だろ？　このまま放っておくなんて出来ないよ」

			「あ、そうよね。目撃されてないだけで他にもあるかもしれないし。そうすると……生徒一人一人に会ってケアしておくべきかしら？」

			「その方が良いと思う。それに、今後そうならないように対策もいるな」

			　生徒のケアはミリィやミシェルに任せればなんとかなるだろう。

			　後は、どうやってパトリックが問題を起こさないようにするか。理想は本人に考えを改めてもらうことだけど、それは生まれ変わるくらいじゃないと無理だろう。

			　そうなると、誰かが側で抑えるしかないんだけど……パトリックは貴族じゃない人間の意見なんて聞かないだろうなぁ。

			「しょうがない、明日からは俺が授業に参加するよ」

			　

			　翌日の教室はざわついていた。ミリィと一緒に俺が現れたからだろう。

			　俺はミリィと一緒に教室に入り、壇上から教室を見回す。一人一人に机があるタイプではなく、大学の講義室のような作り。それぞれの席で、皆が驚きの表情で俺を見ている。

			　そんな中、ミリィが俺が授業に参加するという説明を始めた。

			「――という訳で、今日からしばらくリオン様が授業に参加されます」

			　ちなみに、ミリィが様付けなのは俺の仕込みだ。みなの前で敬語は必要ないと伝え、教師と生徒という立場へシフトする。そんな演出のために、あえて敬語を使ってもらっているのだ。

			　それはともかく、俺はよろしくなと生徒に向かって軽く頭を下げる。だけど、生徒達の表情は心なしか硬い。前はもうちょっと打ち解けてくれてたと思うんだけどな。

			　これもパトリックの悪影響だろう。という訳で、俺はさっそく仕込みを使う。

			「みんな、俺は生徒として参加してるから、みんなと同じ立場だ。貴族だなんて思う必要はないぞ。だから、ミリィも様付けとかいらないからな」

			「そう言えばそうですね。……ならリオン。先生を呼び捨てはないでしょう？　私のことは、ミリィ先生と呼びなさい」

			「そ、そういやそうだな。それじゃミリィ先生、よろしくな」

			　俺のセリフは予定通りだったけど、ミリィのセリフは予想外だったのでちょっと焦った。

			　さすがミリィって言いたいところだけど、俺に先生って呼ばれてみたかっただけだろ？　平然を装ってるけど、嬉しそうな表情が隠れてないぞ。

			　とまぁそんな感じで始まった一時間目は、教室での座学だった。ミリィが黒板とチョークを使い、文字の読み書きを教えている。

			　そしてそれを見た生徒達は、和紙にペンで一生懸命に書き写している。

			　一応注釈すると、黒板やチョーク、それに和紙はこの世界にもともとあったモノじゃない。元からあったのはペンや羊皮紙くらいだろう。

			　他の物はアリスがいつの間にか職人に作らせていたのだ。

			　まだ生産量が少なく一般には出回ってないので、この教室の備品を持ち逃げしたら一生遊んで暮らせる気がするんだけど……今のところそんな不届きな生徒は出ていない。

			　もっとも、生徒は価値が分かってないのだと思う。国王への献上品になりそうな高級紙で、文字の練習をさせられてるとは夢にも思わないだろうから。

			　もし価値を教えたら……みんな紙を使えなくなりそうだから黙ってよう。そのうち大量生産して安価になるはずだしな。

			　ちなみに、価値が分かるはずのパトリックは特に反応しなかったらしい。

			　これくらい大した技術じゃないと知ったかぶりで見栄を張ってるか、価値が分かってないんじゃないかなとはアリスのセリフだ。

			　そのパトリック達だけど、今は退屈そうにあくびをしている。

			　不真面目な――ってちょっと思ったけど、よく考えたらパトリックは貴族だし、その取り巻きの若い二人もそれなりにエリートのはずだから、読み書きの勉強は必要ないんだろう。

			　そう考えると、文字の読み書きや計算を教える予科と、専門知識を教える本科で分けた方が良いのかもしれないな。少し考えてみるか。

			「それじゃリオン、ここの答えは？」

			「ふぁ!?」

			　いきなり呼ばれて変な声が出た。いくら生徒として参加してるとは言え、ミリィ達に色々と教えた側の俺が当てられるとは予想してなかった。

			　ええっと問題は――98×97？

			　……え、あれ？　さっきまで文字の書き取りをやってなかったか？　……って、書き取りの文字が並んでる黒板に、唐突に数式が出てる。なんだよこれ。

			「どうしました？　分からないんですか？」

			「え、いやちょっと待って」

			　ええっと……98×97？　そういやこの前、両方の数字が１００に近い数字の時に使えるインド式かけ算を教えた気がするぞ。

			　ええっと……１００－９８と１００－９７で出た２と３を足して５。１００から５を引いて９５と、さっきの２と３をかけて６。それを併せて９５、０６だから……

			「９５０６かな？」

			　俺が疑問系で答えると、ミリィは黒板にチョークで計算式を書いていく。そしてほどなく、俺が答えた数字と同じ答えが出た。

			「さすがリオン、良く暗算で出来ましたね。皆さん拍手」

			　教室が拍手に包まれる。……って、いやいや。なにこの茶番。

			　この計算の仕方、俺が教えたんですけど？　そもそも二期生が学園に来てからまだ二ヶ月足らずだぞ。いつの間にこんな計算まで進んだんだよ。

			「とまぁ、授業を真面目に受ければ、今のような計算も暗算で出来るようになります」

			　進んでないのかよ！　完全に茶番じゃねぇか――って思ったら、なんかパトリックが凄い目で俺を睨(にら)んでる。

			　ははん。さてはこいつ、同じことやられて答えられなかった口だな。あくびなんてしてるからだぞ、ニヤニヤ。

			「リオン？　分かってるからって、よそ見してちゃダメですよ」

			　あ、はい。ごめんなさい。

			　

			　とまあそんな感じで座学は何事もなく？　終わり、実地の授業へと移った。そうしてやって来たのは、実験的に作られた小麦畑――なんだけど、今は五月の終わり。

			　暖かい地方なので、既に小麦の収穫は終わっていて、目の前にはなにも植えられていない畑が広がっている。

			「みなさん。今日は畑に灰を撒いてもらいます。事前に軽く説明しましたが、こうすることで小麦が育ちやすくなるんです。みなさんも、灰を撒いてみてくださいね」

			　ミリィが合図を送り、まず一期生のメンバーが灰を撒き始める。それを見て、他の生徒も同じように灰を撒き始めた。

			　ちなみにパトリック達は……と、いた。なんか灰を撒かずにキョロキョロしてるな。編入してきた目的を考えたら当然だけど、あんまりやる気はなさそうだ。

			「ねぇリオンお兄ちゃん」

			　不意にソフィアに話しかけられた。

			「どうしたんだ？　みんなと灰を撒いてこないのか？」

			「うん。どうして灰を撒くのかなって」

			「さっきミリィが説明してただろ？」

			「んっとねぇ。灰を撒いた方が良く育つって教えてもらったけど、理由までは教えてもらってないんだよぅ」

			「……あぁ、そういうことか」

			　かなりハイペースで様々な知識を詰め込んでるから、あんまり掘り下げて説明してないんだよなぁ。将来的には、掘り下げた授業もするべきなのかな？

			　なんて考えながら、俺はソフィアの疑問に答える。

			「んっと、灰の中にある成分に、植物の生長を促進する効果があるんだ。それと……弱酸性とか言っても、分からないよな？」

			「酸性とかアルカリ性のこと？　弱ってことは、少しだけ酸性なのかな？」

			「……え、なんでソフィアがそんなことを知ってるんだ？」

			「んっとねぇ……実は最近、アリスお姉ちゃんに色々と教えてもらってるんだよ」

			「マジかよ……」

			　相変わらず自重してないな――と、近くでソフィアを見守っているアリスを見ると、目を逸らされた。一応、自重してない自覚はあるらしい。

			「それで、弱酸性がどうしたの？」

			「あぁうん。えっとな。雨は空気中の二酸化炭素が溶け込んでるから弱酸性になるんだ」

			「二酸化炭素って？」

			「それは……って、なんか際限なく話が逸れそうだから、取り敢えず雨は弱酸性だって思ってくれ。んで、その雨が染みこんだ土はどうなると思う？」

			「……弱酸性になるの？」

			　ソフィアは小首をかしげる。なんか可愛らしかったので、俺は正解とばかりにソフィアの頭を撫でつけた。

			「作物によっては弱酸性で問題なかったりするんだけど、小麦は弱酸性の土壌に弱いんだ。だからアルカリ性の灰を撒いて、土壌を中性に戻すんだ」

			　ついて来られてるかなと思ってソフィアの顔を見ると、そうなんだぁと頷いていた。まだ八歳なのに、良く今の説明で分かったな。

			　もしかしてソフィアは天才なんじゃないか？　いや、さすがにそれは親バカ――じゃない、兄バカか？　なんて、それこそ馬鹿なことを考えていたその時。

			「この平民がっ、人が下手に出てやればつけあがりおって！」

			　パトリックの怒鳴り声と共に乾いた音が響いた。

		

	
		
			エピソード　３－３　やりすぎた者の末路

			　

			　パトリックの怒鳴り声を聞いた俺は、すぐさま声の方へと走る。そしてティナがパトリックに詰め寄られているのを見て、そのあいだへと割って入った。

			「落ち着け、なにがあったんだ？」

			　俺はティナを背後へと庇(かば)って、パトリックを見上げる。

			「どうしたもこうしたもあるか！　その娘が俺に生意気な口を利いたのだ！」

			「……そうか。こう言ってるけど、ティナの言い分は――」

			　意見を聞こうと振り返った俺は、ティナの顔を見て硬直した。

			「リオン様が不利になるような証言をしろ。そうしたら金貨をやるって言われたんです」

			「な、なにを言う！　俺はそんな風には言ってない！　ただ、そいつにされた嫌なことを教えろと言っただけだ！」

			「同じじゃないですか！　それで私がリオン様はそんなことしないって言ったら、下手に出ればつけあがってって怒ったんでしょ！」

			「な、なななっ、き、貴様ぁ……平民の分際で、それが貴族に対する口の利き方か！　この場で無礼討ちにしてやっても良いんだぞ！」

			　パトリックがティナに詰め寄ろうとする。だけどその前に、俺はもう一度割って入った。

			「……いい加減にしろよ。俺は身分を振りかざすなって言ったよな？」

			「それがどうした。俺は貴族として、平民に教育してやっているだけだ！」

			「……お前、最低だな」

			「――っ」

			　俺はパトリックを一(いち)瞥(べつ)し、そのままティナへと向き直った。

			「リ、リオン様？」

			　ティナが不安げに身を震わせる。

			　――っと、怯えさせちゃったか。俺は出来るだけ優しい表情を浮かべて、ティナの頬にそっと指を這わせた。

			「驚かしてごめん。ティナには怒ってないから大丈夫だよ。それよりその頬、パトリックに叩かれたんだな？」

			　そう。ティナの頬が真っ赤に腫れ上がっていたのだ。思い返せば、パトリックが最初に怒鳴った時、同時に乾いた音を聞いたような気がする。

			「これは……その、ごめんなさい。揉めたりしないようにって言われてたのに……」

			「そんなのは良いんだ。……いや、俺の方こそごめん。俺が間違ってた」

			　いつか学園に貴族を受け入れるから、今のうちにテストを――なんて、俺は気楽に考えてた。でも、俺にとってはテストでも、ここにいる生徒達にはそうじゃなかった。

			　パトリックが学園に通い始めて一週間で、パトリックに怒鳴られた女の子の情報が三件あった。つまり、今みたいな状況が最低三回は繰り返されてたってこと。

			　それなのに、俺は後で話を聞いてケアをすれば良いとか、グランプ侯爵家と揉めないようにするのが大事だなんて、そんなことばっかり考えて……

			　実際にこの子達がどんな目にあってるか、ちゃんと考えてなかった。

			「――アリス」

			「うん、どっち？」

			　俺の意思を即座にくみ取ったアリスが、端的に尋ねてくる。

			「ティナの頬を見てやってくれ」

			「……一人で大丈夫なの？」

			「毎日訓練に付き合ってもらってるのは伊達じゃないぞ――って言いたいけど、正直、分からない。でも、これは俺の失態だ。せめて後始末くらいは自分でしないとな」

			「ん、分かった。それじゃ……ティナちゃん、頬を冷やすからこっちにおいで」

			　アリスがティナを手招きする。それを見届け、俺はパトリックへと向き直った。パトリックは無視されたことを怒っているのか、顔を真っ赤に怒り狂っていた。

			「お、お前、どういうつもりだ？」

			「どうもこうもあるか。お前はやり過ぎなんだよ」

			「やり過ぎだと！　俺より平民の娘の言葉を信じるのか!?」

			「むしろ信用しない理由がないな。それに、今回だけじゃないだろ。お前は問題を起こし過ぎだ。問題を起こしたら退学だって言っただろ？」

			「ふ、ふざけるな！　俺が退学だと!?　そんなはずがあるか！」

			　パトリックは一気に捲(まく)し立て、そこでなにかに気付いたように嫌らしい笑みを浮かべた。

			「……そうか、分かったぞ。やはりなにかやましいことがあるんだろう？　俺にそれを知られたら困るから退学にするんだ、そうなんだろ!?」

			　俺はそれに答えない。するとなにを勘違いしたのか、パトリックは顔を近づけてきた。

			「は、はは、図星なんだろ？　おい、さっきのを取り消せよ。そして申し訳ありませんでしたパトリック様って土下座して見せろ、そうしたら許してやるからよぉ」

			「……せろ」

			「あぁ？　聞こえねぇよ」

			「――失せろって言ってるんだよっ！」

			　右手を閃(ひらめ)かせ、イヤミったらしく突きつけられたパトリックの頬を手のひらで叩く。

			　パトリックは驚いたように二、三歩後ずさり、その場に座り込んでしまった。それを見下ろしながら、俺は最後通告をおこなう。

			「二度とミューレ学園――いや、グランシェス領に近づくな。それで生徒達にしたことは手打ちにしてやる」

			「お、お前……俺を、俺を殴ったな!?」

			「お前だってティナを殴っただろ。自分が殴られる覚悟くらいしておけよ」

			「あぁそうかよ！　だったらお前も殴られる覚悟は出来てるんだろうな!?　おい、ギルム！　この生意気なガキをぼこぼこにしてしまえ！」

			　パトリックは連れていた男に向かってヒステリックに叫ぶ。

			　そういや……いたな。存在感がないから忘れてた。たしか……一人は世話係で、もう一人が護衛の騎士だったか？

			　そう思って視線を向けると、体格の良い方が下品な笑みを浮かべて歩み寄ってくる。恐らくはこいつがギルムと呼ばれた騎士なのだろう。

			「ははっ、命令なんでな。悪く思うなよ、貴族様」

			　いやいや、弱い相手をいたぶるのが楽しみで仕方がないって顔に書いてあるぞ？

			　村娘でしかないティナが殴られたのは残念ながら問題にされないだろうから、手を出したのはこちらが先ということになるのだろう。だけど、それでも、伯爵家の当主代理をぼこぼこにしたらさすがに許されないと思うんだけどな。それだけグランプ侯爵の後ろ盾を信頼してるのか、はたまたなにも考えてないのか……まあどっちでも良い。

			「泣いて謝るなら今のうち、だぜ！」

			　ギルムと呼ばれた男は拳を振るう。俺はそれを、触れずに受け流した。そうしてバランスを崩したギルムの足を引っかける。

			　たったそれだけで、ギルムは見事に顔から畑へとダイブした。

			「――おいおい、ギルム、なにをやってんだよ」

			「うるせぇぞベイル！　ちょっと目測を誤っただけだ！」

			　ギルムは畑から顔だけ起こし、暢(のん)気(き)に背後へと振り返る。だから俺はその顎(あご)先をかすめるように蹴り飛ばした。

			「――がっ、き、きさ、ま……」

			　脳(のう)震(しん)盪(とう)を起こしたんだろう。ギルムは怒りの表情を浮かべたまま崩れ落ちた。人に殴りかかっておいてよそ見とか、バカじゃなかろうか。

			「さて、ご自慢の護衛は気絶したみたいだけど？」

			　パトリックへと視線を戻す。

			「このガキが……偶然勝てたくらいで調子に乗るな。こうなったら俺が消し炭にしてやる！」

			　パトリックは俺に向かって腕を突き出し、高らかに呪文を唱え始めた。

			　精霊魔術……とは雰囲気が違うな。もしかして噂に聞く黒魔術ってやつだろうか？

			　……ふむ。黒魔術を見るのは初めてなんだよな。基本的な威力は精霊魔術より上。ただし汎用性は低いって話なんだけど、どんなモノなんだろうな。

			　今の俺でも対処出来るレベルなら良いんだけど…………って、

			「おい、いつまで詠唱してるんだよ？」

			　思わず突っ込みを入れる。あれこれ頭の中で考えてたのは一瞬だから、せいぜい数秒やそこらだろうけど、差しでの勝負中に使う魔術の詠唱としては長すぎる。

			「はんっ。パトリック様が使う黒魔術は詠唱時間が長いかわりに威力が高いんだ。そんなことも知らないとはお笑いだな。すぐに地獄を見られるから、最後のお祈りでもしてるんだな！」

			　ベイルが偉そうに講釈をたれるが、詠唱はまだ終わらない。

			「ファイヤレイン！」

			　――と思ったら終わった。当たれば火傷(やけど)しそうな真っ赤な炎が六つ。それぞれ別の軌道で俺に向かってくる。

			　それを見た生徒達から悲鳴が上がった。その直後、炎が残らず俺に着弾、

			「地獄で後悔しやがれ！」

			　――する寸前、俺はそれら全てを消し飛ばした。

			「………………は？」

			「地獄で……なんだって？」

			「ば、馬鹿な！　不発、だと？　なにを、なにをやりやがった！」

			「別に、精霊魔術で相(そう)殺(さい)しただけだぞ？」

			「ふ、ふざけるなよ！　お前は詠唱をしてなかっただろうが！」

			「……だから？」

			　アリスが使う精霊魔術の半分でも威力があったら、俺は全力で回避するつもりだった。

			　そういう意味では警戒してたんだけど……さっきの魔術やギルムの攻撃を受け流すくらいならなんの問題もない。精霊魔術を覚えて一年以上経つし、さすがに多少は成長しているのだ。

			「ま、まさかお前、無詠唱で精霊魔術が使えるのか!?」

			「そうだって言ったらどうするんだ？」

			「ふざけるな！　無詠唱はほんの一握りの天才しか会得出来ないんだぞ！　それをお前みたいなガキが使えてたまるか！」

			「そんなこと言われてもなぁ……」

			　まあ実際のところ、アリスの持つ恩恵、感覚共有のおかげだからな。別に俺は凄くもなんともないんだけど……ティナに暴力を振るった奴に教えてやる義理はない。

			「まあ上には上がいるってことだろ」

			　アリスとかアリスとかアリスとか、な――と自嘲気味に笑う。

			「こっ、このっ、ふざっ、ふざけるなふざけるなふざけるな！　この俺を見下したな!?　良いだろう、最大の魔術でぶち殺してやる！」

			　俺の内心が聞こえないパトリックは激高。先ほどと同じように詠唱を始める。それに付き合うのは無駄だと、俺は大気中の魔力素子(マナ)から魔力を生成、イメージを精霊に届ける。

			　――刹(せつ)那(な)、風を纏(まと)った蒼い炎が、俺を取り巻くように半円状に出現した。圧倒的な熱量を内包する火球は、三十二個。パトリックの五倍を超える数である。

			　ちなみに、炎の精霊が生み出す炎に、風の精霊に酸素を運ばせて威力を上げるというのは俺のオリジナル――ではない。残念ながらアリスが既にやっていた。

			　この世界には存在しない魔法と科学の融合！　とか、お約束をやりたかったのに、アリスばっかりズルイよな。

			「なっ、なんだその数は!?　そんな数の炎を維持出来るはずがない！」

			「安心しろ、倍くらいまでなら制御出来るから」

			　俺はゆっくりと腕を振るう。

			　俺の意識をくみ取った精霊が、蒼い炎の一つを飛ばし、パトリックの側に着弾させる。蒼い炎は纏(まと)っていた風の精霊の力で破裂し、畑の一部を吹き飛ばした。

			「ひいいいいいっ！　ま、ままま、まて！　話し合おう！」

			「話し合い？」

			「そ、そうだ。最近、うちの領地で鉱山が見つかったんだ。その利権の何割かをやるから、ソフィアと交換でどうだ！」

			「……もう黙れよ」

			　そうして放った全ての炎がパトリックの周囲目掛けて一斉に襲いかかる。パトリックの顔が恐怖に染まった。

			　

			「……ふむ。意識はないっぽいけど、大丈夫そう、かな？」

			　恐怖で気絶したのか、ぴくぴくしてるパトリックを覗き込みながら呟(つぶや)く。

			　きわどいところに着弾させたから余波が零(ぜろ)だったとは言わないけど、怪我をさせるような攻撃はしていない。あくまで恐怖を与えただけだ。

			　ティナが殴られた分は、俺が自分の手でやり返したからな。

			「と言うわけで、ベイルとか言ったっけ？」

			「ひぅっ!?　な、なんでございましょうか、リオン様！」

			　なんだよ、その悲鳴は。いくらなんでもびびりすぎだろ。しかも、なんか敬語を使い出したぞこいつ。ちょっと脅しすぎたか？

			　……まぁ良いや、その方が話は早そうだし。

			「起きたらパトリックに伝えろ。今日中に街を出て、二度とグランシェス領に足を踏み入れるな。もしまた見かけたら、今度こそ吹き飛ばすってな」

			「はっ、間違いなく伝えます！」

			「それと、グランプ侯爵家に泣きつきたければ好きにしろ。その代わり、その時は絶対にロードウェル家を叩きつぶす。……分かったな？」

			「はっ、分かりました！」

			「よし、ならその二人を連れて今すぐ消え失せろ」

			「はっ、今すぐ消え失せます！」

			　ベイルはパトリックとギルムを抱えると、引きずるように走り去っていった。同じくらいの体格の二人を抱えて走るって、結構体力があるんだな。

			　なんて感じで見送っていると――

			「………リ　オ　ン、ちょっと良いかしら？」

			「ひぅっ!?」

			　突然真後ろからミリィの怒った声が聞こえて飛び跳ねる。そうして振り返ると、こめかみを引きつらせながらも微笑むミリィの姿があった。

			「ななななっ、なにを怒っていらっしゃるんでしょうか？」

			「ふ、ふふふっ、分からないんですか？　畑の惨状を見ても、分からないんですか？」

			「畑……」

			　言われて振り向けば、俺の精霊魔術で見るも無惨な姿になった畑があった。

			「なにか、言うことは在りますか？」

			「……ちゃ、ちゃうねん」

			「リ　オ　ン　さ　ま？」

			「うわあああ、ごめんなさい！　ちゃんと直すから許して！」

			　その後、俺は半泣きになりながら、畑を精霊魔術で耕し直した。

			　そうして、それを見ていた生徒達のあいだで、ミリィ先生だけは怒らせてはいけないという噂が流れ、ミリィの授業は張り詰めた雰囲気がしばらく続いたらしい。

		

	
		
			エピソード　３－４　これからのこと

			　

			　グランシェス領に新しく作られたミューレの街。

			　その中心にあるグランシェス伯爵のお屋敷の、更に一番奥にある執務室で、憐れな子羊が女帝に睨(にら)まれて震え上がっていた。

			　……いや、クレアねぇに睨まれた俺のことである。

			「あたし、言ったわよね？　面倒なことになるから、ロードウェル子爵家とは正面からやりあっちゃダメだって……言ったわよね？」

			「き、聞いたような、気がします」

			「だったらどうして、精霊魔術で吹き飛ばしたりしたのかしら……？」

			「いや、別に吹き飛ばしては――」

			「弟くん？」

			「ご、ごめんなさい」

			「あたしは、理由を、聞いているんだけど、なぁ？」

			「そ、それは、その……ティナが殴られたのが許せなくて……」

			「そうね。あたしだって、ティナが殴られたのは許せないわ」

			　クレアねぇの矛先がよそへと向かう。それを見て取った俺はすかさず口を開いた。

			「クレアねぇもそう思うだろ!?」

			「そうね。でも、だからって、正面からやり合う必要はなかったはずよね？　いくらティナが殴られたからって、貴族を殴ればこっちが悪人扱いされる。それくらい分かるでしょ？」

			「あうぅ……」

			　少女に説教されて項垂れる俺。

			　外見的には十二歳と十一歳なので微笑ましい感じかもだけど、俺の中身は三十年くらい生きてるから凄く情けない。俺は一体なにをやってるんだろうと自己嫌悪に陥っていると、クレアねぇが小さなため息をついた。

			「あのね、弟くん。あたしは弟くんに感謝してるし、信頼もしてるわ。だから弟くんが本気で真正面からやり合うつもりなら、あたしは口出ししたりしない」

			「そう、なのか？」

			「ええ。でも今回は違うでしょ？　グランプ侯爵を敵に回したら、問題はあたしの婚約の件だけじゃない。ソフィアちゃんだって危ないし、学園だって潰されるかも知れない。弟くんはみんなを護るために、頑張ってるんじゃないの？」

			　……あぁ、そうだよな。俺はみんなや、その居場所を護ろうとしていた。それなのに、今回の俺がしたことは、そのみんなや学園を危険にさらす行為だ。

			　……分かってたはずなのに、俺は一体なにをやってるんだ。

			「ごめん、クレアねぇ。俺が浅はかだったよ」

			「反省した？」

			「うん、反省した。もう目的を見失ったりしないよ」

			「……そう。だったらこの話はお終いね」

			　クレアねぇはその言葉を切っ掛けに、今までのやりとりなんてなかったかのように、柔らかな笑みを浮かべた。

			「……許してくれるのか？」

			「まぁね。と言うか本音を言うとね、少し安心してるのよ」

			　意味は分からない。けど、クレアねぇはそれが事実だというように微笑んでいる。

			「安心って、どうして？」

			「領主としては、より大きな問題から守るために、目先の小さな問題を無視するのは正しい判断よ。でも、そういうのって、弟くんらしくないじゃない？」

			「俺らしい、か……」

			　言われてみれば、そうかもしれない。

			　屋敷に捕らわれていた頃の俺は、いつだって目の前の問題を乗り越えようと必死だった。後のことなんて、少しも考えてなかった。

			　きっとあの頃の俺なら、パトリックが顔を見せた時点で追い返していただろう。

			　――だけど、グランシェス領の当主代理となった俺の行動は違った。より大きな目的のために、目先の被害に目をつぶろうとした。

			「……俺は、最初から間違ってたのか？」

			「後で喧嘩を売るくらいなら、あの時に売っておけば良かったのは事実よね」

			「うぐ……」

			　それは結果論って言いたいけど……パトリックを甘く見てたのは事実だな。なんて思って落ち込んでいると、クレアねぇがクスリと笑った。

			「あれこれ考えて、でも結局、目の前で困ってる人がいたら放っておけない。不器用だとは思うけど……あたしは、弟くんのそういうところ、好きよ？」

			「クレアねぇ……ごめん。それと、ありがと」

			　今回は正直、判断ミスの繰り返しだったと思う。だけど、だからこそ、次は今より上手くやろうと、俺は気持ちを入れ替えた。

			「重要なのは今後の対策だな。ロードウェル家にどうやって対抗するか考えないと」

			　間違いなく苦情を言ってくるだろうと思っての発言だったんだけど、クレアねぇはロードウェル家？　と小首をかしげた。

			「ロードウェル子爵はどうでも良いわ。スズの鉱山を持っている程度の家柄だもの」

			「鉱山？　そういや、そんなこと言ってたな。って言うか鉱山を持ってるなら、かなりの収入があるだろ？　それなりに力を持ってるんじゃないか？」

			「弟くん…………」

			　え？　クレアねぇに残念なモノを見るような目で見られた!?　なんだかんだと慕ってくれてるクレアねぇにそんな目で見られるなんて、無茶苦茶ショックなんですけど!?

			「お、俺、なんか変なこと言った？　鉱山の利益って結構あるんじゃないのか？」

			「そうね。今のグランシェス領は不作で税率も下げてるから、ロードウェル家の収入はうちより多いかもしれないわね」

			「それはつまり、力が大きいって意味だよな？」

			　考えは合ってるはずなのに、なんで呆れられたんだと首をかしげる。するとクレアねぇはため息を一つ、そう言えば――と口を開いた。

			「領地に派遣してる第一期卒業生の護衛から報告が上がってるわ」

			「お、どんな感じなんだ――って、派遣してからまだ二ヶ月やそこらだよな。大した報告はないんじゃないか？」

			「えっとね、ほとんどが、なんとかして欲しいっていう内容ね」

			「……え？　なにか問題が起きたのか？」

			「弟くんのせいよ」

			「……俺？」

			　卒業生を領地に派遣しただけだよな？　子供だけだと信用されないかもって護衛はつけたけど、卒業生や護衛の給料はうちが出してるし、教えた内容だって直ぐに実行出来るようなものばっかり。特に問題が起きる要素は思いつかないけど……

			「なんかやらかしたっけ？」

			「弟くん、卒業生にも制服を渡したでしょ？」

			「あぁ……うちの学園を卒業した証代わりにな。それがどうかしたのか？」

			「あの制服を売って欲しいって、商会なんかがつめかけてきたらしいわ」

			「……はい？」

			　一瞬、女子の使用済み制服を買い求める特殊な性癖の人達を想像した。けどそうじゃないな。見たこともない素材の服だから取引したいって意味だろう。

			「この国最大の商会は金貨２００枚出すと言ったそうよ」

			「金貨２００枚とか言われても……俺、お金の価値が分からないんだけど」

			　あ、頭を抱えられた。しょうがないじゃん。この世界に生まれ落ちてから、自分で買い物した経験が一度もないんだから。

			「ちなみに、うちの税収はどれくらいなんだ？」

			「今は税率を一割に下げているから、金貨１２００枚くらいね」

			「…………………………なぁ？」

			「なによ？」

			「制服が六着しか買えない税収って……少なくないか？」

			「制服が高いのよ！」

			　……うん、実はそんな気がしてた。

			「――って、あれ？　もしかして、強盗とかやばいんじゃないか？」

			「もしかしなくてもやばいのよ」

			「なにを暢(のん)気(き)に、直ぐに護衛を増やさないと！」

			「心配しなくても、既に対処済みよ」

			　慌てる俺に対し、クレアねぇは落ち着いた口調で言い放つ。そうして机の上に置かれた紅茶を優雅に飲み始めた。

			　……って、俺の分がないんですけど。あ、さっきまで怒られてたからないのか。

			「服はもうすぐ一般に販売する旨を告げ、卒業生に良くしてくれた商会には優先的に取引を。その逆は後回しにするって連絡を入れたの」

			「それで、みんなが護ってくれてるってことか？」

			「ええ。優秀な護衛を用意してくれたわ。もちろん、対価はちゃんと支払ってるけどね」

			「なるほど……」

			　まさかそんな事態になってるとは。これは洋服を早く販売しないと、大変なことになりそうだ。取り敢えずは数量限定とかで売るべきかなぁ。

			「ちなみに、一般的な収入ってどれくらいなんだ？」

			「農家の年収が金貨に換算して１～４枚。街で暮らしている平民は５～８枚ってところね」

			　……平均的な収入の40～50年分の制服か……凄まじいな。そんな大金で購入したいって、国王にでも献上するつもりなんだろうか？

			　うぅん。最近クレアねぇに頼りすぎだな。合間を見て少し勉強しないと、自分達の収入も知らないって、さすがに問題すぎる。

			「……ふと思ったんだけど、ロードウェル家の収入って、グランシェス家より少し多い程度なんだよな？」

			「ええ、そうよ」

			「それって……もしかしなくても、制服を売れば収入で勝てるんじゃないか？」

			　希少価値込みの金貨２００枚だから、数着売れば値崩れすると思うけど、他に類のない高級品には違いない。量産して販売すれば、ロードウェル家の収入は超えられるだろう。

			「やっと気が付いたの？　そうよ。弟くんが見境なくばらまいてる技術のどれか一つでも独占すれば、ロードウェル家の利権を簡単に上回るのよ。それなのに弟くんときたら、惜しみなく領民に技術を公開して……」

			「あは、あはは……」

			　さっきクレアねぇに呆れられた理由がようやく分かった。そりゃロードウェル家のお金の力なんて問題ないと言われるはずだ。

			「ようするに、問題はグランプ侯爵の権力ってことだよな。こっちも、お金の力でなんとかならないのか？」

			「うぅん……一年くらいあれば根回しも可能なんでしょうけどね」

			「服を十着くらい、グランプ侯爵に届けるとか」

			「相手が商人ならそれも可能だったんでしょうけどね。今回はグランプ侯爵が後ろ盾になってるにもかかわらず、ロードウェル子爵の跡取りが恥を掻かされた訳でしょ？　つまり、グランプ侯爵が舐められてるって話になるから……」

			「お金で解決って訳にはいかないか？」

			　結局は相手次第ってことなんだろうけど、クレアねぇはグランプ侯爵とも面識がある。その辺り、どうなのかなと聞いてみた。

			「ん～良く分からないのよねぇ。悪人って感じじゃないんだけど……」

			「善人という感じでもない？」

			「少なくとも、ただのお人好しじゃないことだけはたしかよ。可能性としては賠償金という形の手打ちもありうるけど……相手がどんな手を打ってくるか分からないから、それなりに覚悟はしておく必要があるでしょうね」

			「最悪は、グランプ侯爵と正面から権力争いをするハメになるのか……」

			「まぁそうならないように、色々と手を考えてみるわ」

			　その後、相手の出方待ちと言うことで、ある程度の方針だけ立てて解散となった。

			　

			　話し合いを終えて執務室を出るとチラチラと複数の視線を感じた。誰だと視線を巡らすと、ソフィアが廊下にたたずんでいた。

			「ソフィア？　そんなところでなにをやってるんだ？」

			「……リオン、お兄ちゃん。ソフィア、ソフィアね……ぐすっ」

			　俺に気付いたソフィアがポロポロと涙を流し始める。それに驚いた俺は慌ててソフィアの元に駆けよった。

			「ソフィア、どうしたんだ？」

			「ひくっ、ごめ、ごめんなさい！　……ひぅ。ソフィアの、ソフィアのせいで、ティナお姉ちゃんが。それに、リオンお兄ちゃんにも、迷惑を、かけちゃった……」

			　あぁそっか。パトリックのことで責任を感じてたんだな。

			「悪いのはパトリックと、みんなをちゃんと護れなかった俺だよ。だから、ソフィアが泣く必要なんてないよ」

			「でもっ、でもぉ……。学園が潰されるかも知れないって、言ってたよね。もしソフィアのせいで学園が潰れたりしたら……うぅ」

			「……俺とクレアねぇの話を聞いてたのか」

			「ごめんなさい。外にいたら聞こえちゃったの」

			「そっか……」

			　さすがに防音対策まではしてないからなぁ。部屋の前で待ってたなら、普通に聞こえてきたんだろう。俺は仕方ないなぁとソフィアの頭を撫でる。

			「絶対に学園は潰れないから大丈夫だよ。さっきクレアねぇがそう言ったのは、俺の反省を促すためだから。だから、心配しなくても大丈夫だ」

			　――嘘だ。グランプ侯爵が見せしめとして、学園を潰そうとする可能性はあると思っている。だけど心配をかけたくないので、そんな風に嘘を吐(つ)いた。

			　それに可能性としては有り得ても、実際にそんな事態にするつもりはないからな。

			「ホントに？　ホントに大丈夫？」

			「ホントのホントのホントだ。それにな、お兄ちゃんは妹を護るものなんだよ。だからソフィアが責任を感じる必要なんて、どこにもないからな」

			「……妹、なんだね」

			　ソフィアがぽつりと呟(つぶや)く。

			「妹じゃ不満なのか？」

			「うぅん、護ってくれるのは嬉しいよ？　でもね、ソフィアは護られてるだけは嫌なの。もしパトリックさんが、お兄ちゃんの邪魔になるなら、ソフィアは……」

			「――ソフィア」

			　その先を言わせないように、ソフィアの両手を掴む。そうして、なんらかの決意を秘めようとしていた紅い瞳を覗き込んだ。

			「俺のためになにかしようとしてくれるのは嬉しいけど、そういうのはダメだ。……いや、俺がして欲しくないんだ。だから、そういうのはしないって約束してくれ」

			「でも、ソフィアは他になんにも出来ない。アリスお姉ちゃんみたいに精霊魔術で色々作ることも、クレアお姉ちゃんみたいに執務をこなすことも出来ないから」

			「……それは、比べる相手が悪すぎると思うぞ」

			　チート級の転生者と、その知識の大半を一年ほどで吸収した天才だからな。

			「でもでも、ソフィアもみんなみたいに、リオンお兄ちゃんの力になりたいの」

			「うぅん。ソフィアはまだ子供だし、焦らなくて良いと思うけど」

			「だけど、リオンお兄ちゃんは、ソフィアと同じ年の頃にはもう、色々とやってたでしょ？」

			　すまん、俺も転生者だから規格外なんだ。真面目な話、ソフィアはかなりの優等生だ。だから、本当に比べる相手が悪いだけだと思う。

			「気持ちは分かるけど、焦らなくて良いよ。それと――」

			　俺はそこで言葉を切り、廊下の曲がり角へと視線を向ける。

			「ティナ、盗み聞きは趣味が悪いぞ？」

			「はぅっ!?」

			　見え隠れしていたスカートの裾がビクリと震え、角の向こうへと消える。だけど僅(わず)かな沈黙、観念したかのようにティナが姿を現した。

			「……いつから気付いてたんですか？」

			「部屋を出た時に視線を感じたからな。それより、頬は大丈夫か？」

			「えっと……はい、アリスさんに冷やして頂いたので、腫れは治まりました」

			　……冷やさなきゃ腫れが引かないレベルだったのか。まったくパトリックの奴。十二歳の女の子相手に、どれだけ遠慮なく叩いてるんだよ。

			「それで、ティナはなにをしてたんだ？」

			「え、いやあの……さっきのことを謝ろうと思ったのと、ソフィアちゃんの様子がおかしかったから心配で……」

			「そっか。ソフィアにも言ったけど、さっきのことは気にしなくて良いぞ」

			「ですが、私が上手く対処出来ていれば、あんなことにはならなかったですよね？」

			「それを言うなら、俺が冷静に対処してれば済む話だったんだ。だからホントに気にしなくて良いよ。それよりソフィアを心配して来たんだろ？」

			　俺はそこで一度言葉を切り、ソフィアへと向き直る。

			「ソフィアも、なにをそんなに焦ってるかは知らないけど、大丈夫だから、な？」

			「……うん、分かった」

			「よし、それじゃティナと食堂でお茶でもしておいで」

			　そんなこんなで、パトリックが引き起こした騒動はいったん幕を下ろした。そして、グランプ侯爵から書面が届いたのは、それから一ヶ月後のことだった。

		

	
		
			エピソード　３－５　究極の二択

			　

			　パトリックの巻き起こした騒動から約一ヶ月。

			　俺が十二歳の誕生日を迎えたり、新しいデザインの洋服が完成したり、畑のあれこれを進めたりと、なにかと忙しい日々を送っていた。

			　そんなある日、俺はクレアねぇに呼び出された。……いや、別に悪いことをしたわけじゃなく、グランプ侯爵から書面が送られてきたと連絡があったからだ。

			　そんな訳でやって来たのは、クレアねぇの根城となりつつある執務室。

			　本来は当主代理である俺の部屋だったはずなんだけどな。最近はクレアねぇがずっと使ってるから、その辺にあるのも全部、クレアねぇの私物だったりする。

			「弟くんを呼んだのは他でもないわ。グランプ侯爵から書面が届いたの」

			　グランプ侯爵から書面かぁ……クレアねぇの表情を見る限り、あまり楽しい内容じゃないんだろうな。あまり聞きたくはないけど……聞かない訳にもいかない。

			「書面にはなんて書いてあったんだ？」

			「まずはロードウェル家に恥を掻かせたことに対する苦情ね」

			「苦情……ねぇ。パトリックはあることないこと報告したんだろうなぁ」

			「でしょうね。ロードウェル家はうちの親戚。その跡取り息子に対して理不尽にも恥を掻かせるとは、うちに喧嘩を売っているのか――みたいな内容が書かれてるわ」

			「うわぁ……予想通りって言っちゃ予想通りだけど……グランプ侯爵の要求は？」

			　もしグランプ侯爵家に対して謝罪しろとか、慰謝料をよこせみたいな内容なら従っても構わないと思ってる。でも、学園を閉鎖しろとか、クレアねぇを差し出せとか、ソフィアをパトリックの嫁に差し出せなんて内容だったら従えない。

			　俺は固唾を呑んで、クレアねぇの言葉を待った。

			「グランプ侯爵の要求は……弟くんとあたしの両名がグランプ家に釈明に行くことよ」

			「それは……事情を聞くつもりがあるって意味か？」

			「まずはあたし達の言い分を聞かせろってことみたいね。ちなみに指定されたのは約二ヶ月後。少し余裕を持って出発するとして……猶(ゆう)予(よ)は五十日ほどよ」

			「ふむ、思ったより猶(ゆう)予(よ)があるな。実は結構気遣いが出来る人なのか？」

			「残念ながらそうじゃないと思うわ。たぶんそのあいだに密偵を使っての事実確認。それと、グランシェス領の状況や弱点なんかを徹底的に調べるつもりなのよ」

			「なるほど……と言うか、やっぱり密偵とかっているんだ？」

			「屋敷や学園の関係者は、可能な限り身元のハッキリしてる人を雇ってるから大丈夫のはずよ。でも、領地全体はどうにもならないからね」

			「まぁ……そうだよな」

			　なにはともあれ、一筋縄ではいかないってところか。話し合いがどう転ぶかは分からないけど、これは気合いを入れてかからないと、本気で潰されそうだな。

			「ところで、俺は分かるけど、なんでクレアねぇまで呼ばれたと思う？」

			「あたしが弟くんの補佐だから――って理由なら助かるんだけどね」

			　そうだったら助かる。だけど恐らくは違う――という意味だろう。真っ先に考えられるのは、クレアねぇとグランプ侯爵の結婚を先延ばしにしている件。

			「呼び出して、そのまま結婚するつもりとか？　グランプ侯爵はそんなに、クレアねぇにご執心なのか？」

			「どうなのかしらねぇ。お会いした時は、随分と気に入って頂いてたみたいだけど」

			「むぅ……それは厄介だな」

			「そうね。グランプ侯爵の目的が分からないと、対策の立てようがないものね」

			「だよな。もしソフィアをパトリックの嫁に出すか、それともクレアねぇを今すぐ嫁によこすか――とか二択で迫られたら困るからな」

			　刹(せつ)那(な)、扉の外でがたっという音が聞こえた。

			「……ん？　誰かいるのか？」

			　俺は扉を開けて廊下へと顔を出す。すると、走り去る制服の後ろ姿が見えた。あの金髪のふわゆるセミロングはソフィアか？

			「誰かいたの？」

			「ソフィアが話を聞いてたみたいだ」

			「ソフィアちゃんが今の話を？　それってまずいんじゃない？」

			「……ああ、まずいな」

			　仮定の話とは言え、ソフィアかクレアねぇどっちかしか救えないみたいな話をしてしまった。もしそれを聞かれてたとしたら、ソフィアはかなり不安に思ってるだろう。

			「ちょっと行ってくるよ」

			「そうした方が良いわ。あぁでも少しだけ待って」

			「うん？　なんだよ」

			「実は、裏でパトリックが動いてるみたいなのよ。それで――」

			　

			　クレアねぇの話を聞き終えた俺は、ソフィアの元へと早足で向かっていた。ちなみに、すれ違ったアリスによると、ソフィアは部屋の方に走っていったらしい。

			　なので目的地はソフィアの自室だ。

			「……ソフィア、変なことを考えないでくれよ」

			　最近は明るくなってきたけど、情緒が不安定なのには変わりない。なのに、あんな話を聞いてしまったソフィアがどう思ったか、想像するだけでも胸が痛い。

			　俺も不用意だった。あの部屋には防音性がないって知ってたはずなのに――と、そんな風に自分を責めているうちに、ソフィアの部屋の前にたどり着いた。

			「ソフィア、リオンだけど入って良いか？」

			　俺は少しせいた気持ちで扉をノックする。

			「え、リオンお兄ちゃん？　ダメ！　入ってこないで！」

			　返ってきたのは予想通り拒絶の声だった。

			　けど、そんな風に言われて引き下がれるはずがない。だってソフィアは誤解してる。それが分かってるのに、落ち込むソフィアを放っておけるはずがない。

			　だから――と、俺は扉を開けて部屋の中に踏み込んだ。

			「ソフィア、不安なのは分かるよ。でも隠す必要なんてないんだ。俺はソフィアを見捨てたりしない……か、ら？」

			　俺の出現に硬直するのは――着替え中のソフィアだった。ソフィアは脱いだ制服で胸を隠して深紅の瞳を見開いている。

			　――束の間の静寂。

			　ソフィアは顔を真っ赤に染め上げてパニックに陥った。

			「リ、リリオンお兄ちゃん？　か、隠す必要がないって、ソソっソフィアのはだっ、裸を、みた、見たいってこと？」

			「ふぁっ!?　ちち違う、そうじゃないっ！」

			「で、でもっ、ソフィアはお姉ちゃん達みたいにお胸が育ってないから――あっ！　不安なのは分かるけど見捨てたりしないって、そういうことなのかな？　そ、それだったら、ソフィアはお兄ちゃんに見られても……、その……」

			「うわあああああああああ、違うから落ち着けええええええええ！」

			　体を隠す制服を下ろそうとしたソフィアを必死になって止めた。

			　

			　その後、俺が必死に事情を説明したおかげで、なんとか誤解は解けたんだけど、服を着替え終わったソフィアはとってもお冠(かんむり)だった。

			「むうぅぅぅ……」

			「悪かったって。機嫌を直してくれよ」

			「ホントに悪いと思ってるの？」

			「うん、思ってる。ホントにごめん」

			「ならリオンお兄ちゃんは、ソフィアの裸を見た責任を取るべきだと思います」

			「ちょっ!?　人聞きの悪いことを言うなよ!?　下着がちらっと見えた程度だから！」

			「ふぅん……下着はちらっと見たんだ」

			「うぐっ!?」

			　こ、これはキツイ。なにがキツイって、純真で幼いソフィアに半眼で見られるのが一番キツイ。止めて、俺をそんな目で見ないで！

			「それで、お兄ちゃんは責任を取ってくれるの？　それとも責任を取らされるの？」

			「それは……」

			　自主的に責任を取るか、強制的に責任を取らされるか。どちらか二択なら、自主的に責任を取った方が潔い……って、

			「なんで責任を取る以外の選択肢がないんだよ!?」

			「お兄ちゃんは反省が足りないと思う」

			「……ごめんなさい」

		

	
		
			エピソード　３－６　小悪魔ソフィア

			　

			「それで、お兄ちゃんは責任を取ってくれるの？　それとも責任を取らされるの？」

			　再び繰り返されるのは、どっちにしても責任を取らされる理不尽な二択。だけど、不慮の事故とは言え、ソフィアの着替えを覗いてしまった俺に反論の余地はない。

			「む、むぅ……責任って言うけど、ソフィアは俺になにをさせるつもりなんだよ？」

			「ソフィアをお嫁さんにするとかどうかな？」

			「いや、どうかなって聞かれても……」

			「……いや、なの？」

			　ソフィアの顔が悲しみに歪(ゆが)む。いきなり落ち込むソフィアに俺は動揺する。

			「リオンお兄ちゃんにとって、ソフィアは要らない子なのかな？」

			「要らない子のはずないだろ」

			「嘘だよ」

			「嘘じゃないよ」

			「なら、クレアお姉ちゃんと、ソフィアのどっちか差し出せって言われたら、リオンお兄ちゃんはどうするつもりなの？」

			　……あぁ、やっぱりあれを聞いちゃってたのか。

			「あれは言葉の綾(あや)だから。どっちかを差し出すなんてことはないよ」

			　二択を迫られたらどうしようもなくなるのは事実だ。だけどそれは、交渉の余地がなくなるという意味で、決してどっちかを引き渡すという意味じゃない。

			　どちらかを差し出す選択なんて有り得ない。

			「ホントに？」

			「ああ、ホントだ」

			「なら、ソフィアを引き渡したりしない？」

			「ああ、引き渡したりしない」

			「なら、ソフィアをお嫁さんにしてくれる？」

			「ああ、お嫁さんにして――おいっ」

			「……むぅ、残念。もうちょっとだったのになぁ」

			　ちょっと奥さん。なんかソフィアがぺろっと舌を出したりして、小悪魔っぽくなってるんですが？　誰だよ、純真なソフィアにこんな小技を教えたのは……あっ。

			「なぁソフィア。このあいだ、アリスから色々と習ってるって言ってなかったか？」

			「うん、教えてもらってるよ？」

			「もしかして……さっきみたいなやりとりも？」

			「うん、そうだよぉ。ソフィアが頑張ったら、アリスお姉ちゃんも嬉しいんだって」

			「やっぱりあいつかああああああああっ！」

			　後で校舎裏に呼び出し決定な！

			　……って、あれ？　だったらさっきのソフィアが落ち込んでたのは演技なのか？　俺とクレアねぇの会話を聞いて落ち込んだり、不安に思ったりしてた訳じゃないのか？

			「なぁソフィア、大丈夫なのか？」

			「大丈夫じゃないよ、凄く恥ずかしかったんだからね？」

			「それはもう忘れてくださいお願いします！」

			「むぅ……じゃあなんの話？」

			「パトリックの一連の話だよ。前も自分のせいみたいなことを言ってただろ？　今回もそう思って落ち込んでるんじゃないかなって思ったんだけど」

			「もしかして心配してくれたの？」

			「そりゃするよ。さっきだって、部屋の前で話を聞いて走り去っただろ？」

			「あれは……うん。偶然聞いちゃって驚いたのは事実だよ」

			「だったら――」

			　やっぱり落ち込んでるんじゃないかと続けようとしたんだけど、ソフィアは首を横に振って俺のセリフを遮った。

			「たしかに驚いたし、ショックだったよ。それにソフィアのせいで迷惑をかけるくらいなら、パトリックさんを消してしまおうとも思ったりもしたよ」

			　うあぁぁぁ、やっぱりか！　慌てて会いに来て良かった……って、あれ？

			「思ったりもした？　今は思ってないのか？」

			「アリスお姉ちゃんに『ソフィアちゃんのやるべきなのはそれじゃないでしょ。リオンの望まないことをしたらダメだよ』って言われたの」

			　ほうほう。アリスの奴、ちゃんとメンタルケアもしてたんだな。

			　校舎裏は許してやろう。

			「それでね。ソフィアのやるべきなのは、義妹としてリオンお兄ちゃんを籠(ろう)絡(らく)することだって、色々と教えてもらってるんだぁ～」

			　やっぱり校舎裏だ！

			　アリスの奴はまったく。最近はっちゃけ過ぎだ。ソフィアを心配した結果なんだろうけど、もうちょっとやり方ってモノがあるだろうに。

			「リオンお兄ちゃん。ソフィアもグランプ侯爵家に一緒に連れて行って？」

			「え、なんで急にそんなことを？」

			「『リオンを籠絡するには役に立つのが一番だよ』って、アリスお姉ちゃんが言ってたの」

			「う、うぅん……」

			　間違ってるような、間違ってないような。まあソフィアが頑張ろうとするのは良いことだから、取り敢えず否定はせずにおくかなぁ。

			「それでね。リオンお兄ちゃんの役に立つにはどうしたら良いのかなって考えたの」

			「それがグランプ侯爵に一緒に会いに行くこと、なのか？　まさか、自分を犠牲にしようとしてるんじゃないだろうな？」

			　もしそんな理由なら、絶対連れていかないぞという意思を込めてソフィアを見る。だけど、ソフィアはふるふると首を横に振った。

			「ソフィアね。もう一つだけ特技が――恩恵があることを思いだしたの」

			「……人の心を読む恩恵」

			　たしかにそれがあれば、交渉を断然有利に進められる。だって、相手がなにを考えていて、どこまで譲歩出来るのか、全部分かるんだから。

			　でも……

			「ソフィアは人の心が読めなくなったんだろ？」

			「最近は少しだけ、人の感情を見られるようになってきたの。まだ、相手の心を読むのは、怖くて出来ないんだけどね」

			「そう、だったんだ」

			　ソフィアの恩恵があれば凄く助かるけど……ソフィアやみんなを護るために、グランプ侯爵に会いに行くのだ。なのに、ソフィアに負担を強いる訳にはいかない。

			「気持ちは嬉しいけど、無理はしなくて良いんだぞ？」

			「うぅん。ソフィアが頑張りたいの。リオンお兄ちゃんのためだったら、人の心を読めなくなったトラウマも乗り越えられるって思うから」

			　……そっか、ソフィアも努力してるんだな。

			　うぅん。今回は正式な訪問だからな。グランプ侯爵が武力行使に出てくるとは思えないし、多少の荒事なら護ってやれるけど……精神的な意味で大丈夫なのかなぁ。

			「ん～……そうだなぁ。アリスに許可をもらえたら、連れて行ってあげるよ」

			「ホントに？」

			「うん。アリスが許可をくれたら、だぞ？」

			　アリスに丸投げは気が引けるけど、俺よりは冷静な判断が出来るはずだ。アリスが大丈夫だって言うなら、ソフィアを連れて行っても平気だって信じられる。

			「分かった！　それじゃ許可をもらってくるからね！」

			　言うが早いか、ソフィアは部屋を飛び出そうとする。だから慌ててその腕を掴んだ。

			「待った待った。直ぐには行かないから急がなくて良いよ」

			「そうなの？」

			「期日は二ヶ月後なんだよ。だからそれまでに情報収集をするつもりだ。それになにより、グランシェス領で問題が起きてるんだよ。だからまずは、そっちの解決が先かな」

			「問題って……なにが起きてるの？　食糧難の危機は脱したんだよね？」

			「うん。そっちは大丈夫なんだけどさ。パトリックがうちの領地で、俺の良くない噂を流してるみたいなんだよな」

			「……良くない噂？　どんな噂を流してるの？」

			「俺が子供を集めただろ？　学園で勉強を教えるって言うのは口実で、実際は集めた小さな女の子達をどうのこうの――って感じらしい」

			「……あの人、本当にろくなことをしないね」

			　うわぉ、ソフィアの蔑(さげす)むような目が凄い。多分ソフィアにこんな目で睨(にら)まれたら、パトリックは心が砕けて、そのまま立ち直れなくなるな。

			「それで噂を聞いた親達が心配しちゃってさ。子供を返してくれって訴えて来てるんだ」

			「え、でも……みんなの親って、リオンお兄ちゃんがそういう目的で集めたって誤解してたんだよね？」

			「まぁそうなんだけど。少なくとも俺は勉強を教えるのが目的って言ってたからな。本当に裏があると聞かされて、許せなくなったって感じじゃないかな？」

			　――と、ソフィアには説明したけど、本当は少し違う。

			　さっきはオブラートに包んだ言い方をしたけど、噂の内容はかなり酷い。少なくとも俺なら、そんな貴族の家に預けるくらいなら、奴(ど)隷(れい)商人に売り渡す方を選ぶ。

			「事情を説明したらダメなの？　リオンお兄ちゃんは悪いことはしてないんだし、ちゃんと話したら分かってくれるんじゃないかなぁ？」

			「それがさ。噂を広めた連中が民衆を煽(あお)ってるみたいで、巡回の騎士とかが説明した程度じゃ信じてくれないらしいんだ」

			　報告によると、石を投げられたりする事態にまで発展した村もあるらしい。騎士達が我慢してくれたから良いけど、下手をしたら暴動になってただろう。

			「それじゃあ、その煽(あお)ってる人達を捕まえたらダメなの？」

			「そう出来れば良いんだけどな。民衆からしたら、領主が隠したがってる真実を教えてくれた正義の味方だろ？」

			「そっかぁ……村の人達から見たら、お兄ちゃんが悪者になっちゃうんだね」

			「そういうこと」

			　騎士達も地道に説得を続けてくれてるそうだけど、あまり成果が出ていない。このままではよろしくない結果になるだろう。

			　最悪の場合は、暴動になる前に生徒を村に帰すしかないかもしれない。少なくともそうすれば、両親達の誤解は解けるだろう。

			　授業が大幅に遅れるから、あんまり取りたくない手段なんだけどな。

			「うぅん。難しいね。みんなも文句を言うだけじゃなくて、この街に来れば良いのにね。そうしたら、お兄ちゃんが悪くないのはすぐ分かるのに」

			「……え？　あ、ああああああ！　それだっ！　それだよ！　ソフィア、偉いぞ！」

			「え、え？　なにがそれなの？」

			「だから、さ。生徒達の親に来てもらえば良いんだ」

			　この街を見せて、生徒達と会わせる。

			　パトリックがまったく信じてくれないから自然と選択肢から除外してたけど、言われてみればその通り、普通はうちに来れば分かるはずだ。

			　村人が一、二週間も旅に出る余裕はないだろうけど、そこは旅費やその他の問題をうちがフォローすれば大丈夫。よし、いける！　いけるぞ！

			「――生徒の親御さんを招待しよう！」

		

	
		
			エピソード　４－１　生徒の親御さんを招待しよう！

			　

			　親御さんを招待することにした俺は、まずは生徒達に事情を説明。協力を取り付け、それぞれの実家に招待状を送りつけた。

			　ちなみに、事情を知った生徒達は、家族に手紙を書くと申し出てくれたんだけど、それは気持ちだけ受け取ることにした。生徒の大半は学園に来るまで字が書けなかったから、家族が見ても本人の字か判別出来ないし、手紙の内容なんていくらでも細工出来る。

			　半端に説得するくらいなら、実際に会わせて確実に説得するべきだと思ったのだ。

			　それと同時、新たに結成した騎士団を秘密裏に動かし、グランシェス領の各町村に派遣した。各地で噂を流している犯人を特定するためだ。

			　今はまだ手が出せないけど、皆の誤解を解いたタイミングで捕らえる。余(よ)計(けい)なことをしてくれたパトリックには必ず落とし前をつけさせるつもりだ。

			　続いて、グランプ侯爵に対抗するための情報収集も開始した。グランプ侯爵領の情勢を探ったり、グランプ侯爵の性格なんかを調査中だ。

			　ちなみに、生徒への説明なんかは俺が担当したけど、犯人捜しや情報収集なんかはクレアねぇが担当している。従来の仕事も同時にこなしているので、かなりの作業量だ。

			　体をこわさないか心配だけど……クレアねぇは自分でなにかを為し遂げることが夢みたいだからな。本当に危ないと思うまでは見守るつもりでいる。

			　

			　そんな訳で一ヶ月経ったある日。

			　学生寮のホールに、二十名ほどの親が集まっていた。

			　ちなみに二期生は三十名なので、来ていない親もいる。卒業した一期生が滞在した村なんかでは混乱が起きず、親の理解が得られたからだ。

			　逆に言うと、ここにいるのは全員が誤解をした者達で、憤りを隠そうともしない者、不安げに辺りを見回している者など、負の感情を抱いているのがありありと分かる。

			　それを物影から確認した俺は大きく深呼吸を一つ。ゆっくりと皆の前へと進み出た。

			　責任者が出てきたのかと色めきだった彼らは、けれど登場したのが小さな――十二歳の子供だと分かって戸惑いの色をにじませる。

			「初めまして。俺がグランシェス家の当主代理である、リオン・グランシェスだ」

			「当主代理だと？　子供がグランシェス領を治めているという噂は本当だったのか」

			「あんな子供が、俺達の未来を握ってるって言うのかよ」

			「見ろよ、あの高そうな服」

			「ああ。それにこの豪華な屋敷だって、どう見ても新築だろ。俺達が貧困で苦しんでいたって言うのに、自分はこんな豪華な屋敷を作って贅沢三昧かよ」

			「やっぱりあの噂は本当だったのよ！」

			　俺の紹介を切っ掛けにざわめきが広がる。それほど大きな声ではないけど、それでも俺や周囲に聞こえる程度の大きさはある。

			　だから普通ならここで、伯爵に対して無礼であろう！　みたいな感じで誰かが止めるんだろうけど、今回は俺が口出ししないように厳命してるのでそれはない。

			　俺は皆のざわめきが落ち着くまで辛抱強く待ち、頃合いを見て口を開く。

			「さて、皆に来てもらったのは他でもない。皆から預かった娘の扱いについて良からぬ噂が広まっているのは知っている。だから、その誤解を解きたい」

			　再びざわめきが大きくなる。

			「悪いけど、口々に喋られたら話が進まない。誰かが代表して質問をしてくれないか？」

			　俺の申し出に、皆は顔を見合わせる。そんな中で、落ち着いた物腰のおじさんが俺の前まで進み出てきた。

			「僭(せん)越(えつ)ながら、私が代表をつとめさせて頂きましょう」

			「あんたは？」

			「私はレジック村の村長を務めるカイルと申します」

			　なるほど、村長さんか。どうりで落ち着きがあると思った……って、子供を預けた親に村長さんなんていたんだな。今回はみんな生活に苦しい家ばっかりだと思ってた。

			　……なんて、怒られるから絶対言わないけど。

			「それじゃカイルさん。なにか質問はあるか？」

			「では、噂の真相についてお聞かせ下さい」

			「噂って言うとどれのことだ？　悪いけどもう少し具体的な内容を言ってくれ。俺も全部の噂を把握してるわけじゃないからな」

			「それは……その」

			　貴族批判や侮辱と取られかねないような内容だからだろう。カイルさんは口ごもる。

			「どんな内容でも構わない。たとえどんな内容だったとしても、ここにいる皆に罪を問うようなマネは絶対にしないと誓おう」

			「では……その、リオン様は領地の税収で贅沢三昧をして遊びほうけるばかりか、集めた子供を、その……虐待していると」

			「なるほど。なら答えるけど、それらは全て事実無根だ」

			　俺がそう言った瞬間、嘘を吐(つ)くな――みたいな声が上がる。

			「皆の者、それではリオン様が言うように話が進まんだろう。まずは私が聞くから、しばし我慢してくれ」

			　カイルは一喝。皆を鎮めてしまった。さすが村長さん。他の人よりは冷静だな。

			「リオン様、お聞きしてもよろしいでしょうか？」

			「ああ、なんでも聞いてくれ」

			「では、先ほど事実無根とおっしゃいましたが、娘達は無事なんでしょうか？」

			「もちろん元気にやってるよ。後で皆と再会してもらう予定だ」

			　と言うか、既に隣の部屋に待機してもらってるんだけどな。みんなが元気に過ごしていると強く印象づけるタイミングを見計らってるので、今のところは内緒だ。

			「それでは二つ目の質問です。贅沢三昧はしていないとおっしゃいましたね？」

			「ああ、たしかに言ったな」

			「では、このお屋敷はなんでしょう？　それに貴方様のお召し物も、素晴らしく高価に見えるのですが……いかがですかな？」

			「そうだなぁ……高価と言えば高価だな。でもそれは今だけだ。いずれは皆の手に届くようにするつもりだ。今回作ったのは、試作品みたいなものだからな」

			「わ、我々の手に届く、ですか？　し、失礼ですが、お値段をお聞きしても？」

			「金貨１００枚くらいじゃないかな」

			　２００枚じゃないのは、女子の制服に比べてシンプルなデザインだから。少し安めかなって思ったんだけど……値段を告げた瞬間、部屋の空気が剣呑になった。

			「金貨１００枚？　１００枚ですと？　金貨１００枚の屋敷が、いずれは我々の手に届くと、貴方様はそうおっしゃるのですか？」

			「あぁ悪い。聞かれたのは建物の値段だったか。さっきのは、俺が着てる服の値段だ」

			　俺がそう言った瞬間、張り詰めていた空気が弾けた。

			「リオン様は我々が日々どれだけ苦労しているか分かっていない！　たとえ服の値段がその十分の一だとしても、一生働いても買えない程度の稼ぎしかないんです！」

			「だから、平民には手が届かないと？」

			「当然です！　天地がひっくり返っても、一生手に入りません！」

			「――そうだっ、ふざけるな！」

			「――金貨一枚だって無理よ！」

			　皆が一斉に声を荒らげて捲(まく)し立てる。

			「でも、あんた達の娘は全員、その服を着ているぞ？」

			「「「……………は？」」」

			「ちなみに、そっちはもう少しこったデザインだから、金貨２００枚の値がついてる」

			「「「……………………は？」」」

			「それと勘違いしてるようだけどな。この建物は生徒が住んでる学生寮だからな」

			「「「……………………………は？」」」

			　いや、そんな『……は？』とか繰り返されても困るんだけどな。

			　なんて、気持ちは分かるけどな。

			　とにかくこれで下準備は整ったと、俺はパチンと指を鳴らす。すると、隣の部屋からぞろぞろと生徒達が入ってきた。そうしてみんなは俺の後ろへと並んでいく。

			　ちなみに、今日の彼女達はひと味違う。久しぶりの家族との再会なので、いつもの制服に加えて、髪飾りやアクセサリーの類いで着飾っている。

			　ゴシック調の制服に着飾った姿は、どこかのユニットアイドルを彷彿とさせる。この世界でここまで着飾るのは、お姫様といえども不可能だろう。

			　どうだ。久しぶりに会った娘が無茶苦茶可愛くなってて驚きだろう。さぁ、娘との感動の再会を楽しむが良い――って、なんでみんな困惑してるんだ。

			「ええっと……娘との再会を喜んでも良いんだぞ？」

			「「「………………………………………は？」」」

			「いや、それはもう良いから。皆が会いたがってた娘だろ？」

			「「「「…………………娘？　どこに？」」」

			「いや、だから目の前に。綺麗な服で着飾ったり、髪がサラサラになったり、日焼けがなくなって珠のような肌になったりしてるけど、間違いなく皆の娘達だぞ？」

			「「「はああああああああああああああああああああああああぁあぁぁっ!?」」」

			　そこで一番驚くのかよ！

			　いやまぁな？　髪はぼさぼさで、服はジャージって感じの野暮ったい娘が、久々に会ったらトップアイドルみたいになってたんだから気持ちは分かるけどな。

			　さすがに驚きすぎじゃないか？　生徒達も微妙な表情をしてるじゃないか――なんて考えていると、リアナが俺の横に進み出てきた。そうしてカイルさんに向かって微笑みかける。

			「お父さん、久しぶりだね」

			　おぉ、なるほどね。カイルさんはリアナのお父さんだったのか。

			　リアナは二期生の中でも可愛くなった筆頭だからな。カイルさんも久しぶりに会った娘が綺麗になっていてさぞ驚いてることだろう。

			「どうだ？　娘はちゃんと元気にしてただろ？」

			　驚いただろうって感じで尋ねると、何故か半眼で睨(にら)まれた。……え、なになに？　なんで俺は睨まれたんだ？

			「カイルさん？　どうかしたのか？」

			「どうもこうもありません。このような美しいお嬢様をうちの娘などと、いくらなんでも無理があるのではないですか？　本物のリアナに会わせて下さい！」

			　このおっさん、まだ自分の娘が分かってない!?

			「ええっと……この子がリアナなんだけど？」

			「はっはっはっ、なにを馬鹿な。うちの娘はもっと髪がぼさぼさで肌も日焼けしていて、ええっと……そう。もっと貧相な田舎(いなか)娘なんで――がはっ!?」

			　うおっ、リアナのハイキックがカイルさんの肩口に突き刺さった!?

			「こ、この乱暴な感じはまさしくリアナ!?　おぉ、おお！　無事だったのか!?」

			「うっさいっ！　どうして顔を見て分からないのに蹴られたら分かるの、よ!?」

			「――ぐべらっ!?」

			　今度は追撃に体重の乗った回し蹴りが!?　だ、大丈夫なの――あ、崩れ落ちた。

			　うちの学園って格闘術は教えてなかったはずだけど……今の体重の乗った一撃は見事だったな。とても今年十四歳になる女の子の放った蹴りとは思えない。

			　ただ……スカートで回し蹴りは止めた方が良いと思う。

			「護身用に格闘技を教えたんだよ。あと、リオン以外にはちゃんとレーザー級が働いてるから心配ないよ」

			「アリスか……って、どっから現れた。あと、人の心を勝手に読むな。それはソフィアのお家芸のはずだ。そして、俺に見えたら意味ないだろというか、またお前が犯人か。相変わらず自重してないなっ」

			　取り敢えず思いついた限りの突っ込みを入れる。正直、一言の突っ込みどころは一カ所までにして欲しい。

			「それよりみんな、娘との再会を果たせたみたいだね」

			　……それよりの一言で流しやがった。いやまぁ良いんだけどさ――と、俺は釣られて周囲へと視線を向ける。親御さん達は皆、無事に娘と会えたようだ。

			　娘の変わりように驚きつつも、感動の再会を果たしている。

			　でも、生徒の方は親と会わずに、友達同士話してるグループがあるな。……そっか。誤解が生まれなかった村の親は来なかったからな。

			　どうせなら全員呼ぶべきだったな。今の厄介事が片付いたら改めて招待するとしよう。

			　

			　そんなことを考えながら、皆の再会を見守ること数分。ようやく親御さん達は落ち着いたようで、一人、また一人と俺の元に集まってきた。

			「俺に対する誤解は解消されたと思って良いか？」

			　俺が尋ねた瞬間、カイルさんが頭を下げる。それに続いて、他の親全員も頭を下げた。

			「事情はリアナから聞きました。リオン様が娘をどのように扱ってくれているかもです。疑うようなマネをして、申し訳ございませんでした！」

			「「「――申し訳ありませんでした！」」」

			「そっか。誤解が解けたなら良いんだ。頭を上げてくれ」

			「いえ、まだ言うべきことが残っています。今回の伯爵様に対する無礼の数々、全ては我々の責任で、娘には一切関係ありません。ですからどうか――」

			「あ～、そういうめんどくさいのはなしだ」

			　なにが言いたいか予想がついたので、カイルさんのセリフを強引に遮る。

			「みんな頭を上げてくれ。そもそも最初に誤解を招いたのはこっちの落ち度だから、謝るのは俺の方だ。心配をかけてすまない」

			　ケジメとして頭を下げる。その瞬間、彼らに動揺が広がった。貴族が頭を下げるとは思ってなかったんだろう。

			　俺はあんまり貴族っぽい考えを持ってないからな。謝るのに抵抗はないけど……あまり頭を下げすぎても相手を困らせるかもしれないな。

			　そう思った俺は、直ぐに頭を上げた。

			「とにかく、ここにいる誰かに責任を問うことは一切ないよ。安心してくれ」

			　ここにいない扇動者とかにはたっぷり責任を取ってもらうつもりだけどな。とは声に出さずに付け加える。

			「リオン様、寛大な対応、ありがとうございます」

			「良いって。それよりせっかくここまで来たんだ。二、三日はゆっくりして、娘がどんな勉強をしてるか見て行くと良い」

			「いえ、それは……畑の仕事もありますので」

			「皆が留守中は他の村人にサポートするように言ってるから大丈夫だ。その分、支援もすることになってるからな」

			「そういうことでしたら、少しだけ……」

			「うんうん、そうしてくれ」

			　そしてあわよくば知識の一端を持ち帰って、この学園の有用性を村に広めてくれ――なんて、その辺は俺が言うまでもなく、生徒達がちゃんと分かってるはずだけどな。

			　

			　そして数日後。

			「ゔぁ～温泉に毎日入れるとか、ここが極楽か～」

			「料理が、料理が美味しすぎるわ～」

			「蛇口をひねるだけで水が出てくるなんて～」

			「「「もう村に帰りたくない[image: G_kara2.png]」」」

			　堕落しきった村人達が帰ろうとしないので村に強制送還した。

		

	
		
			エピソード　４－２　いざグランプ侯爵領へ

			　

			　グランプ侯爵に指定された期日まで二週間足らずに迫った、あるうららかな日の午後。俺達は馬車に揺られ、グランプ侯爵領を目指していた。

			　ちなみに乗り物は、俺とアリスが自重なしに設計した馬車だ。

			　紋様魔術で少しなら温度調節が利くし、サスペンションまわりも強化、タイヤもゴムに近い素材を使って揺れを軽減。従来と比べると格段に快適で移動速度も上がっている。

			　その馬車に乗るのは、俺、クレアねぇ、アリス、ソフィア、ティナの五名。そのほか、馬車の外で護衛を務める騎士が六名いる。

			　……あれ？

			　当事者の俺とクレアねぇ。恩恵でサポートを予定してるソフィアに、学生代表として同行しているティナ。それに護衛の騎士達は分かるけど……

			「なぁアリス？　お前はなんで一緒に来たんだ？」

			「……ねぇ、最近私の扱いが酷くないかな？」

			　ジト目で睨(にら)まれた。

			「じょ、冗談だよ冗談。ただ、アリスが学園を護ってくれたら安心なのにって思って」

			「学園は騎士団が護ってるから大丈夫だよっ」

			「まぁそうなんだけど。結構長く留守にするから心配かなぁって。その点、アリスなら臨機応変に対応してくれるだろ？」

			「……リオンのばか。そしたら、リオンと一ヶ月近く会えないじゃない。大好きな人とそんなに会えなくなるの、私は……嫌だよ」

			「――っ」

			　ま、まさかの直球だと!?　少し拗(す)ねたような瞳の威力が高すぎる！

			　落ち着け、落ち着け俺。

			　大丈夫だ。ここは馬車の中。向かいの席にはソフィアとクレアねぇとティナがいる。こんな状況で甘い空気が続くはずがない。

			「ねぇねぇクレアお姉ちゃん、あれが正攻法なの？」

			「ええ、そうよ。普段はあけすけな女の子が不意に弱い一面を見せると、威力が倍増するっていう基本にして王道のわざよ」

			「勉強になります」

			　いやいや、止めろよっ。なんで見学してるんだよ!?　それからティナ、勉強になりますじゃないだろ!?　誰に使うつもりかは知らないけど、絶対相手が困るからマネするな！

			「……リオン？」

			「あぁもう、俺が悪かったよ。ちょっと学園が心配だっただけなんだ。俺だってアリスがついてきてくれた方が嬉しいに決まってるだろ」

			「ふふっ、よかったぁ」

			　まったく、嬉しそうに笑いやがって。どこまで本気なんだか。

			　

			「リオン様、少しよろしいでしょうか？」

			　会話が途切れるのを見計らったかのように、馬車の外から女性の声が届く。見れば護衛についていた赤髪の女騎士が、自らの馬を馬車に横付けして併走していた。

			「なにか問題か？」

			「いえ、周囲は穏やかで、今のところ問題はありません。ただ、ご挨拶がまだだったので」

			「あぁ……そう言えば、初めて見る顔だな」

			「はい。この度クレアリディル様より、護衛部隊の隊長を仰せつかりました。エルザと申します。以後お見知りおきを」

			「へぇ、まだ若いのに凄いんだな。よろしく頼むよ」

			　俺がそういうと、エルザはその凜々しい顔に驚きの色をにじませた。

			「どうかしたのか？」

			「あぁいえ。年齢や性別で不安がられるのではと思っていたものですから」

			「年齢に関しては、俺やクレアねぇも人のことは言えないからな。でもって性別は……」

			　と、俺はアリスに視線を送る。

			「ほう、彼女は強いんですか？」

			「精霊魔術の使い手だからな。賊(ぞく)とかが襲ってきても、アリスに任せれば瞬殺だ」

			「ふふっ、それは心強いですね。ですが、目的地まで護衛するのが我々の仕事。どうか戦いは我々にお任せ下さい」

			「その時は頼りにさせてもらうよ。……でも、この辺って魔物が出たりするのか？」

			　この世界には、魔物と分類される様々な生物が存在する。ただ一般の野生動物と同じで、魔物が人里に現れることはあまりないと聞いている。

			　とくに、グランシェス領じゃほとんど見かけないって話なんだけど、グランプ侯爵領はそうじゃないのかな？　見てみたいような、見たくないような……ちょっと悩ましい。

			「魔物と遭遇する危険がない訳ではありませんが、どちらかというと賊の方が心配ですね」

			「賊か……」

			　それは単純に見たくないと思ってため息をつく。

			「心配は無用ですよ。もちろん警戒は怠りませんが、常識的に考えて、騎士が護衛する馬車を襲う賊なんていませんから、大丈夫です」

			　それ言っちゃダメなセリフだ――っ！

			　

			　――一週間後。グランプ領の山岳地帯で、俺達は二十人くらいの山賊に囲まれていた。

			　……うん。フラグっぽい気はしてたんだ。

			「殺されたくなければ、金目のモノを置いていけ！」

			「貴様らっ、我らがグランシェス伯爵の一行と知っての狼藉か！」

			「だったら尚更だ！　良いから金目のものを置いていけ！」

			「くっ、交渉の余地はなしか。……お前達！　決して賊を馬車には近づけさせるな！」

			　エルザの指揮の下、部下の騎士五名が馬車を護るように陣形を組む。

			「なぁエルザ？　もしかして厳しそうか？」

			　俺は馬車から顔を出してエルザに尋ねる。

			「リオン様!?　顔を出してはいけません、弓で狙われます！」

			「あぁうん。気を付ける。と言うか、やばそうなのか？」

			「心配ご無用です！　たとえ我らが最後の一騎となろうとも、必ずやリオン様達を護り通して見せますっ！」

			　むちゃくちゃピンチだった。

			「その意思は立派だけど……いや、立派だからこそ、こんなところで死んでもらっちゃ困るんだよ。と言うことで――半分任せて良いか？」

			　俺は馬車から飛び降り、アリスへと視線を向ける。

			「全方位で大丈夫だよ。生け捕りで良いのかな？」

			「え、うん。……って、全方位を一人で生け捕り？」

			　どうするんだと思ったら、アリスはひらりと身を翻(ひるがえ)して馬車の幌(ほろ)へと飛び乗った。

			「聞きなさい、山賊達！」

			　アリスは高らかに叫び、そのままクルリとターンした。

			　その瞬間、全方位に可視化された風の刃が放たれた――って、うぉい!?　聞きなさいと言いつつ攻撃するって鬼(き)畜(ちく)か!?

			　と思ってるうちにも、アリスが放った風の刃は周囲の木々を全て伐採した。ただし、誰一人として傷つけることなく。

			　

			「「「…………へ？」」」

			　

			　見晴らしの良くなった空間に取り残された山賊達があんぐりと口を開く。そして状況を理解すると共に、その顔が一斉に蒼くなっていく。

			「逃げようとしたら体が上下にお別れします。抵抗したら全身が消し炭になります。どっちも嫌な人は武器を捨ててその場に跪(ひざまず)きなさい」

			　――全員降伏した。

			　……いや、うん。デモンストレーションで恐怖を煽(あお)って降伏させるって手際は良いんだけどさ。……エルフが自然破壊して良いのか？

			　あ、前世は人間だから問題ないですか、そうですか。

			「あの……リオン様。アリス様は、その……伝説の勇者かなにかなんでしょうか？」

			　エルザが呆然とした面持ちで尋ねてくる。

			「あれはアリスチートだから気にしたらダメだ」

			「は、はぁ……」

			「それより、降伏した山賊を捕らえてくれ。話も聞きたいしな」

			「そ、そうでした。すみませんっ、直ちに！　――お前達、山賊に縄をかけろ！」

			　我に返ったエルザが部下に指示を出し、素早く山賊を縛り上げていく。

			「さて、お前達のリーダーは誰だ？」

			　縛られた状態で並ばされた山賊集団に向かって問いかける。僅(わず)かな沈黙の後、一人の男が名乗りを上げた。

			「あんたが山賊のリーダーか」

			「だったらなんだって言うんだ？」

			「いやなに、少し話を聞かせてもらおうかと思ってさ。さっき、騎士がうちの家名を名乗った時、〝だったら尚更〟って言ったただろ。それがどういう意味か教えてくれ」

			　貴族なら尚更なのか、グランシェス伯爵なら尚更なのか、それによって意味はまったく変わってくる。

			「……一つ頼みを聞いてくれるのなら、質問に答えても良いぞ」

			「――貴様っ、自分の立場が分かっているのか！」

			　エルザが声を荒らげる。

			「エルザ、良いからここは俺に任せてくれ」

			「しかし……いえ、リオン様がそうおっしゃるのであれば」

			　エルザが一歩下がるのを見届け、俺は再び山賊のリーダーへと視線を向ける。

			「頼みって言うのはなんなんだ？　さすがに逃がしてくれとか言われても聞けないぞ？」

			「分かっている。だから、希望者をこの場で殺して欲しいんだ」

			　予想外の願いに思わず息を呑む。一瞬からかわれていることも考えたけど、この山賊のリーダーが冗談を言っているようには見えない。

			「……理由を聞いても良いか？」

			「どうせ殺されるなら、苦しまないで死にたいと思っただけだ」

			　どういう意味だって思ったら、賊が捕まれば犯罪奴(ど)隷(れい)となり、死ぬまで過酷な環境で働かされるのが普通だとエルザが教えてくれた。

			「言い分は理解した。でもそこまで分かってて、どうして賊になったんだ？」

			「そんなの、そうしなければ生きていけなかったからに決まってる！　グランプ侯爵が、俺達の村から根こそぎ食料を持って行きやがったんだ！」

			　

			　そうして怨(えん)嗟(さ)のごとく吐き出された山賊リーダーの言い分を纏(まと)めると、彼らはつい最近まで近くの村で暮らしていたそうだ。

			　ただ、ここ数年は不作が続いていて、税の支払いが厳しい状況だった。

			　例年通りなら税を下げてくれたのだけど、今回は従来通りの税を要求されて立ち行かなくなり、山賊へと成り下がったらしい。

			　ちなみに、グランプ領が不作だったというのは事前の調査で調べがついているので、言ってることは恐らく事実だ。なので、さっきの〝だったら尚更〟って言うのは、グランシェス家とは無関係。単純に、貴族ならって意味だろう。

			　だけど……

			「税が従来通り要求されたのは、全ての村なのか？」

			「いや、隣の村は税を下げてもらったと聞いている。俺達はたぶん……見捨てられたんだ」

			「そうか……」

			　いや、本当にそうなのか？　支払えない額の税を請求されて賊に落ちた集団が、ちょうど俺達の通り道にいた？

			　……ちょっと偶然にしては出来過ぎじゃないか？　いや、でも、狙って俺にぶつけるのは無理だよな。それに、さすがにそんな理由で村を潰したりしないだろう。

			　それなら、スフィール家がやったみたいに、賊に装った騎士とか……

			「一応聞いておくけど、実は騎士だったりしないよな？」

			「……なにを言っているんだ？」

			　山賊達は首をかしげる。この反応は違うっぽいな。と言うことは、本当にただの偶然？　それとも、グランプ侯爵の策略かなにかなのか？

			　……うぅん。パトリックならやらかしそうだけど……グランプ侯爵の人柄は良く分からないんだよなぁ。評価も人によって両極端で掴み所がないし。

			「お前達、今から聞く俺の質問に正直に答えろ。今までにも人を襲ったことがあるのか？」

			「あ、あぁ。キャラバンを二組ほど襲った」

			「むぅ……じゃあ、殺したのか？」

			「いや、奪ったのは金品の半分だけだから、誰も死んでないはずだ」

			　なんで半分？　って思って尋ねたら、商隊から売り物を全部奪ったら、商人を殺すのも同然だからという理由らしい。

			　いやまぁ、奪わなきゃ生きていけないからってのと、罪悪感の狭間で揺れた結果なんだろうけど……なんだろうな、この半端な感じは。

			　根っからの悪人ではないけど、罪はしっかり犯してるって言うのは判断に困るなぁ。

			「取り敢えず、その言葉に嘘はないんだな？」

			「どのみち犯罪奴(ど)隷(れい)に堕とされる運命は変わらないんだ。そんな嘘は言わないさ」

			「ふむ、そういうものか」

			　納得する素振りを見せながら、他の連中の表情を窺(うかが)うけど、嘘を吐(つ)いてるような感じはなさそうだ。これならまぁ……情状酌量の余地あり、かな。

			「お前達に三つの選択肢をやる。一つは望み通り、ここで苦しまずに死ぬこと。二つ目は従来通り犯罪奴(ど)隷(れい)に堕とされること。そして三つ目は、俺の領地で犯罪奴(ど)隷(れい)として暮らすことだ」

			「……その三つ目は、普通に犯罪奴(ど)隷(れい)となるのとなにが違うんだ？」

			「奴(ど)隷(れい)契約の刻印を刻むのは変わらない。ただ生活レベルが普通の奴(ど)隷(れい)並み……いや、多分あんたが住んでた村よりは良い環境になるんじゃないか？」

			　奴(ど)隷(れい)契約の刻印が刻まれると、奴(ど)隷(れい)は基本的に主人に逆らえない。だから過酷な環境でも働くほかにないんだけど……俺ならそんな風に使い潰したりはしない。

			「村人より良い暮らしの出来る犯罪奴(ど)隷(れい)だと？　そんな環境あるはずがない。俺達を騙(だま)してどうしようって言うんだ！」

			「いや、事実なんだけど……あぁ～そうだ、ティナ。ちょっと出てきてくれるか？」

			　馬車に向かって声をかける。ほどなく、ティナがおっかなびっくり馬車から降りてきた。

			「ごめんな、山賊の前に出るなんて怖いよな」

			「い、いえ。リオン様のお役に立てるなら大丈夫です」

			「ありがと。それじゃ、こっちに来てくれ」

			　俺はティナを横に並ばせ、山賊達に向き直る。

			「お前達、この娘を見てどう思う？」

			「ああ？　貴族様のご令嬢かなにかだろ？　それとも、どこかのお姫様とでも言うのか？」

			「どっちも外れだ。ティナは平民の女の子だ」

			「……平民、だと？　その見た目でか？　もしかして、お前のお気に入りかなにかなのか」

			「いや――」

			　そういう訳じゃないと言おうとした瞬間、ティナの視線を感じて口を閉じた。なにその、期待するような眼差し。

			「あ～えっと。……たしかにティナはお気に入りだけど」

			　と言った瞬間、ティナがギュッと握り拳を作った気がするけどスルー。俺は山賊達に向かって話を続ける。

			「彼女の服装はそれが理由じゃない。うちの領にはこんな感じの子が数十人いるからな」

			「にわかには信じられんな。そもそも仮にそれが事実だとしても、平民と奴(ど)隷(れい)には扱いに大きな開きがあるはずだ」

			「でもこの子、もとは奴(ど)隷(れい)として身請けされた女の子だぞ？」

			「……はぁ？　う、うそ、だろ」

			「本当です。私は口減らしで売られた後、リオン様に救って頂いたんです。そしてそれは私だけじゃありません。リオン様はみんなに手を差し伸べてくれる優しい方です」

			「……マジで？」

			「はい、リオン様は最高の領主様です」

			　――グランシェス領に行きたいと、山賊達に泣きつかれた。

		

	
		
			エピソード　４－３　グランプ侯爵

			　

			　グランプ侯爵に指定された期日、俺達は侯爵が住む屋敷の門を叩いた。

			　ちなみに同行していた騎士達は、山賊達を連れて帰るために離脱した。ただしエルザだけは譲らず、俺達の護衛として同行している。

			「リオン様とそのご一行様、グランプ侯爵家にようこそおいで下さいました。わたくし、グランプ家の執事を務めるジョセフと申します」

			　玄関で俺達を出迎えた執事に連れられ、そのままサロンに案内された。ちなみに、護衛のエルザは別室にて待機してもらう。

			「主人はまもなく到着しますので、少しだけ席に着いてお待ち下さい」

			　言われて俺は下座の真ん中の席に。その両隣にクレアねぇとソフィアが座った。だけど、アリスとティナは何故か立ったままだ。それに気づいた執事が怪訝な表情を浮かべた。

			「どうかなさいましたかな、お嬢様方」

			「えっと……」

			　ん？　なんで二人は俺を見てるんだ……って、そうか。

			「ジョセフさん、その二人は平民なんだけど、どうしたら良いかな？」

			「平民ですと？」

			　ジョセフは驚いたように目を見開く。

			「ちょっと訳ありで連れてきたんだけど、ダメだったかな？」

			「――っ、失礼いたしました。リオン様のお連れでしたら問題はございません。どうかお席におかけ下さい」

			　それを聞いて二人は安心したように席に着く。それを見計らったようにメイドが現れ、俺達の前にお茶菓子を並べ始めた。

			「それでは、主人を呼んで参りますので、皆さんそれまでおくつろぎ下さい」

			　ジョセフはそう言って恭(うやうや)しく一礼。メイド共々、部屋を退出していった。

			　と言うか、主人が来るまでくつろいでろって、主人が来たらくつろげないだろうから――みたいな意味が含まれてたりするんだろうか？　いや、それはさすがに考えすぎか。

			　なんて考えながら紅茶を飲んでいると、ふと肩を叩かれた。なんだよと思って、隣にいるクレアねぇを見るけど、クレアねぇは俺に気付かず紅茶を口にしている。

			　……あれ？　クレアねぇじゃないのか？　だったら誰……って、まだ叩かれてる？　でも、肩に誰も触れてないんですけど……なにこれ、幽霊？

			　と思ったら、クレアねぇの向こうでアリスがこちらを見てた。そしてそんなアリスは、自分の肩を叩いている……って、なんだ、感覚共有か。

			　精霊魔術の練習以外で使うのは久しぶりだから、ちょっとびっくりした。

			「なにか用か？」

			　クレアねぇ越しに問いかけると、アリスは誰かがこの部屋を窺(うかが)っていると小声で答えた。気配察知の恩恵で気付いたみたいだけど……誰かって誰だ？

			「たぶん、グランプ侯爵様じゃないかしら。事前に相手を観察するのは常套手段だから」

			　――とはクレアねぇの言葉。

			　どうやら、一筋縄じゃ行かなそうな相手のようだ。でもそれは逆に言えば、話が通じる相手とも言える。パトリックはホント、言葉が通じない感じだったからな。

			　そう考えたら、ある意味やりやすいのかもしれないな。

			　

			　そうして待つこと十分くらい。グランプ侯爵がようやく俺達の前に姿を現した。

			　クレアねぇの婚約者。一体どんなロリコン親父なのかと思っていたけど……思った以上にまともだった。むしろ、渋いおじ様的な雰囲気を纏(まと)っている。

			　俺は慌てて立ち上がり、そんな彼の到着を出迎えた。

			「待たせたようだな。俺がグランプ家当主のクレインだ」

			「お初にお目にかかります、グランプ侯爵様。わたくしはグランシェス家の当主を代理で務める、リオン・グランシェスと申します」

			「そうか、そなたが。……そのようにかしこまらずとも良い。普段通り話してくれ」

			「……では、そうさせてもらいます、グランプ侯爵」

			　さすがにため口は有り得ないので、丁寧語に切り替えておく。

			「ご無沙汰しておりますわ、グランプ侯爵様」

			「おぉクレア嬢か、久しいな！　しばらく会わぬうちに、ますます美しさに磨きがかかったのではないかな？」

			「相変わらず口がお上手ですわね」

			　……なんだろう、この背中がむず痒(がゆ)くなる感じ。クレアねぇがお嬢様っぽく話すのって、なんかすっごい違和感あるんだよなぁ。

			　ずっと見てたら、そのうち慣れるんだろうけどさ。

			「それでリオン、そちらのお嬢様方はどなたかな」

			「っと、失礼しました。まずは俺の義妹となったソフィアです」

			「ソフィア・グランシェスです」

			　俺の紹介を受け、ソフィアは今日のためにしつらえたドレスの裾を摘んで膝を曲げた。

			「ソフィアというと、パトリックがご執心の娘か？」

			「ええ。ソフィアはスフィール家の生まれです」

			「なるほど、たしかに愛らしい。パトリックがご執心なのも頷けるというモノだ」

			　いや、納得するなよ。パトリックは今年十六歳で、ソフィアは九歳だぞ。……と思ったけど、グランプ侯爵は三十一歳で、婚約者のクレアねぇは十三歳だった。

			　取りあえず……あれだ。紹介を続けよう。

			「次に、俺が経営している学園の教師を務めるアリスティアです」

			「お初にお目にかかります、グランプ侯爵様」

			　可憐にお辞儀をしてみせる。アリスが身に纏(まと)うのは、オフショルダーのトップに、ティアードスカート。まるで日本の街で暮らしている女の子のような格好だ。

			　そんなアリスはほかの二人と比べると、少し大人びた魅力を放っているのだけど……グランプ侯爵は特に反応なし。「ほぅ、お前の経営する学園は、随分技術が進んでいると聞いていたが……なるほど、エルフが関わっていたのか」と違うところに感心してる。

			　種族が違うから興味がないのか、はたまた大人びた容姿に興味がないのか……いや、やめておこう。なんか追求するのが怖すぎる。

			　と言うか、俺だって生きてる年数を合わせたら、かれこれ三十一歳……いや、もしかしたら三十八歳という可能性も有り得るんだよな。

			　……うん。年齢の話はやめよう。なんかブーメランになって返ってきそうだ。

			「最後に、彼女はティナ。うちの生徒の代表として連れてきました」

			「お、お初にお目にかかります、グランプ侯爵様」

			　少し緊張した面持ちで、ティナが制服のスカートを摘む。……って、いくらなんでもテンパり過ぎだ。ただでさえ短いスカートの裾をそんなに持ち上げてどうする。

			　さすがに見えるレベルじゃないけど、なんか羞(しゆう)恥(ち)プレイみたいになってるぞ。
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			「おぉ、集めているのは全員が村娘だと聞いていたが、これはなかなか……ごくり」

			　ごくりじゃねぇよっ！　このおっさん、ホントにやり手の侯爵様なんだよな？　ただのロリコンじゃないよな!?　なぁ!?

			「ふむ、自己紹介はこれで全員済んだか。娘達を連れてきた理由は後で聞くとして……なぁリオン。随分とうちの分家に舐めたマネをしてくれたそうだなぁ？」

			　――っ。グランプ侯爵の雰囲気が急に変わった。

			　数年前の俺なら、確実に震え上がってそうな凄みがある。まさか、さっきまでのロリコンっぽい行動は、俺を油断させるための演技か？

			　……いや、単なる地のような気がする。

			「ふんっ、俺に睨(にら)まれても臆さないか。なかなか興味深いガキだな。次期当主であるお前が頼りないから、しっかりしているクレア嬢を補佐につけると聞いていたんだがな？」

			「俺はまだまだ未熟ですよ。うちがやっていけるのは、周りの人材が優秀なおかげです」

			「はん。口まで回るのか、面白い。立ち話もなんだ、まずは座れ」

			　グランプ侯爵はどかっと席に着く。それに続いて俺達も椅子に座り直した。

			　

			「さてとリオン。大事なことだからもう一度言わせてもらおう。どういうつもりだ。何故うちの家名に泥を塗るようなマネをした？」

			「その質問に答える前に、俺としてはまず、パトリックが一体どんな報告をしたのか聞きたいところですね」

			「ふむ。そうだな……良いだろう。パトリックのよこした書状があるから見せてやろう」

			　グランプ侯爵がそう言った直後、ジョセフと名乗った執事がどこからともなく現れ、羊皮紙を手渡してくれた。

			　その内容を簡単に纏(まと)めると、パトリックはソフィアと同じ学園に通おうと思い、グランシェスの当主に頭を下げて入学させてもらったらしい。

			　だが、学園では謂(い)われなき差別を受け、更にはこちらが手を出せぬのを良いことに暴力を受けた上、最後には退学を告げられ、恥を掻かされたとのことだ。

			　それを読み終わった俺は羊皮紙をジョセフに返し、グランプ侯爵へと向き直った。

			「どうやら、俺の知ってるパトリックとは名前が同じだけの別人みたいですね。この書面のパトリックはどこか別の学園に通ってたんじゃないですか？」

			「ふっ、まぁ予想通りの答えだな」

			　グランプ侯爵は面白くなさそうに鼻で笑う。

			「……書面の内容が真実じゃないと分かってるんですか？」

			「あいつは甘やかされて育ったバカだからな。多少の脚色くらいは予想の範(はん)疇(ちゆう)だ」

			　脚色って言うか、真実が一つもないんだけどな。

			　……でも、グランプ侯爵の反応は少し意外だ。パトリックの意見を信じ込んでいる。もしくは嘘だと理解した上で、俺達を脅してくると思ってたんだけどな。

			「それで、お前の学園に来たパトリックはどんな奴だった？　そこの嬢ちゃんをよこせと乗り込んできたんだろ？」

			「ええ。俺やミューレ学園にいちゃもんをつけたあげく、それを否定したティナを殴り、怒った俺に散々脅されて尻尾を巻いて逃げ帰るような奴ですかね」

			「……それが事実だというのか？」

			「あくまで俺の知ってるパトリックの話ですがね。その書状にあるパトリックは知らないのでなんとも言えません」

			「むぅ……」

			「あぁそうそう。これは関係ないんですけど、最近うちの領内で誰かが意図的に悪い噂を流してるみたいなんですよ」

			「お前の領地で悪い噂が流れていたことは調べがついている。だが、それがパトリックの仕業だと言うつもりか？　いくらあいつがバカでも、そこまで愚かではないはずだ」

			「パトリックが俺に付けた言いがかりと内容が似てるんですよね。あと、噂を流して扇動した者を何人か捕らえて尋(じん)問(もん)したんですが、雇い主の容貌がパトリックと酷似してるんです。もちろん、そいつらが嘘を言ってる可能性はありますけどね」

			「…………………」

			　あ、さすがにパトリックがそこまでやってるのは予想外だったのかな？　グランプ侯爵は渋い顔で黙ってしまった。

		

	
		
			エピソード　４－４　グランプ侯爵の思惑

			　

			　確認を取る時間が欲しいというグランプ侯爵の申し出を受け、話し合いは小休憩を挟むこととなった。その折、ティナは話を聞きたいと言われてグランプ侯爵の元へ。アリスは交渉材料について準備をすると席を立った。

			　そんな訳で、今この場に残っているのは、俺とクレアねぇとソフィアの三人だ。

			「しかし……ティナを一人で行かせて良かったのかな？」

			「あたし達にやましいことはないから平気よ」

			　いやいや、クレアねぇ。そういう意味じゃなくて、ロリコンと幼女を二人っきりにして大丈夫かなって話なんだけど……さすがに聞きづらいな。

			　とか思ってたら、ソフィアに袖を引かれた。

			「大丈夫だよ、リオンお兄ちゃん」

			　大丈夫って、ティナのことか？　なんでそんなことが……って、

			「もしかして、恩恵を使ってるのか？」

			「相手の感情を読み取るくらいだけどね」

			「そっか……それならティナは安心だな。でもソフィアは恩恵を使って大丈夫なのか？　まだ平気になった訳じゃないんだろ？」

			「ホント言うと、まだ少し怖いよ」

			　だったら無理をしない方が良いと伝えようとする。でもソフィアは、やんわりと首を横に振ることで遮った。

			「ソフィアはリオンお兄ちゃんのために頑張りたいの。だから、ソフィアに協力させて」

			「……分かった。そこまで言うならお願いするよ。でも無理だけはしちゃダメだからな」

			「うん、ありがとうリオンお兄ちゃん！」

			　飛びついてくるソフィアを慌てて抱き留める。そうして甘えてくるソフィアと少しだけ話し合い、相手が嘘を吐(つ)いてる時は、袖を引いて知らせてもらうことになった。

			　それからほどなく、ティナが戻ってくる。

			「お帰り、どうだった？」

			「パトリック様のことや、学園のことを聞かれたので正直に答えておきました。……それで良かったんですよね？」

			「うん、それで良いよ、ありがとう。それで、グランプ侯爵は？」

			「話の裏を取ると言って、誰かとお話をしてました。少ししたら来ると思います。取りあえず私は、アリスさんの方の手伝いに行ってきますね」

			「ん、そっか。それじゃ行ってらっしゃい」

			　とまぁそんな感じのやりとりを終え、待つこと数分。グランプ侯爵が戻ってきて、話し合いを再開することになった。

			　

			「さて。パトリックの行動についてだが、ある程度の確認は取れた。お前の領地で噂を流したのがパトリックという話も、あながち嘘ではなさそうだ」

			「では……？」

			「ああ、今回の被害者はお前達だ。その点については謝罪しよう」

			　グランプ侯爵が軽く頭を下げる。

			「そうですか。では今回の件は不問として頂けますね？」

			「悪いがそれは出来ん。あのバカが自分から、お前に恥を掻かされたと言いふらしているからな。誰かに責任を取らさねば、俺のメンツが立たんのだ」

			　うわぉ、なんて身も蓋(ふた)もないセリフ。ある意味で誠実と言えなくもないかもしれないけど、そんな理由で責任を取らされたらたまったものじゃない。

			「うちは関係ないと思うんですけど」

			「ふっ。だがお前がパトリックに大恥を掻かせたのは事実だろう？」

			「まぁそうですけどね。虚言を広めてるパトリックをどうにかするべきじゃありませんか？」

			「それが出来れば楽なんだがな。お前も知っていると思うが、ロードウェル家はうちの分家だからな。あまり無下には出来んのだ」

			　グランプ侯爵のセリフを受けて、ソフィアに袖を引かれた。今のは嘘があったって合図だけど……嘘ってなんだ？　ロードウェル家が分家なのは事実だろ？

			　……うぅん。もう少し探らないと分からないな。

			「ちなみに、責任を取らせるというのは、どんな内容なんですか？」

			「まずはロードウェル家への謝罪。それにソフィア嬢をパトリックに差し出せ」

			「話になりませんね」

			「ならば、クレア嬢を今すぐ俺の嫁によこせ。そうすれば取りなしてやる」

			「以前お伝えしたとおり、クレアねぇは今のグランシェス領になくてはならない人材です。申し訳ありませんが、それも出来ません」

			「あれも無理、これも無理。そんなことが通用すると思っているのか？」

			　なにこの理不尽なやりとり。初めから、うちと交渉するつもりがないのか？

			　そう思ってグランプ侯爵の顔をのぞき見る。だけど怒っているようには見えない。それどころか、なにかを期待するような表情が見え隠れしている。

			　……なにか別の思惑があるのか？

			「他に選択肢はないんですか？」

			「そうだな。……ならば、ミューレ学園とやらの権利を俺によこせ。そうしたら、ロードウェル家のことは俺がなんとかしてやろう」

			「……学園、ですか？」

			「ああ。そうだ。生徒や教師を連れてきたのは、学園の有用性をうちに売り込むつもりだったからではないのか？」

			「……学園に興味がおありですか？」

			「噂を聞いていた時は眉(まゆ)唾(つば)だったがな。その服は素晴らしい。興味は十分にあるぞ」

			　へぇ……学園を差し出せば許してくれるんだ。いや、学園を差し出すつもりはないけど、そういう系統の交渉は通用しないと思ってたからちょっと意外だ。

			　貴族のメンツがどうのという状況では意味がないと思ってたんだけど……あれ、もしかしてさっきの嘘って、〝分家だから無下に出来ない〟って部分が嘘なのか？

			　ちょっと探ってみるか。

			「そう言えばここに来る途中、山賊と遭遇したんですよね」

			「山賊だと？」

			「ええ。なんでも、不作のせいで生活が立ち行かなくなった農民だそうですよ？」

			「……そうか。それで、全員殺したのか？」

			「生死が気になるんですか？」

			「まさか。山賊がどうなろうと知ったことじゃない」

			　再びソフィアに袖を引かれる。今のセリフも嘘、か。

			「山賊は全員を無傷で捕らえました。グランシェス領に連れ帰って、犯罪奴(ど)隷(れい)として働かせる予定ですが……問題ありませんね？」

			「言っただろう。山賊なんぞ、うちの領民でもなんでもない。好きにするが良い」

			「そうですか、ありがとうございます。……あぁちなみに、身分は犯罪奴(ど)隷(れい)ですが、扱いは悪くしないつもりですよ」

			「そう、か」

			　うぅん。素っ気なくも聞こえるけど、安(あん)堵(ど)してるようにも見えるな。

			　さっきの嘘と併せて考えると、グランプ侯爵は無理に税を取り立てておいて、路頭に迷った村人の行く末を心配してるってことになる、のか？

			　ん～良く分からないな。取り敢えず、分かってることを纏(まと)めよう。

			　まず、グランプ領はここ数年不作が続いている。そして一部の領民から無理な取り立てをしておきながら、その行く末を心配している。さらに、ロードウェル家を切り離せない理由がある。そんなグランプ侯爵はロリコン。

			　……もしかして、侯爵領は財政難なのか？

			「そう言えば……ロードウェル領って、スズの鉱山があるそうですね？　青銅の材料として需要があるにもかかわらず、この辺ではあまり取れないって言う」

			「……それがなんだと言うんだ」

			「いえ、もしかして利権に関わってるのかなと思いまして」

			「ふんっ。たしかに絡んではいるがな。些末な利益にしか過ぎんよ」

			　その瞬間、ソフィアに袖を――引かれない。

			　あ、れ……？　今のは嘘じゃない？　ロードウェル家の後ろ盾をしてるのは、利権が理由だと思ったんだけど……俺の勘違いなのか？　いや、でもそれじゃ辻褄が合わない。なにか見落としてるのか――と、そう思ったその時、クレアねぇが口を開いた。

			「グランプ侯爵様。先ほど些末な利益だとおっしゃいましたが、今のグランプ領には、その些末な利益が欠かせないのではありませんか？」

			　……あ、そうか。それがグランプ領に欠かせないのだとしても、全体から見て些末な利益でしかないのであれば、さっきのセリフに嘘はない。

			　さすがクレアねぇ。俺の代わりにグランシェス領を管理してるだけあるなぁ。

			「なにを言うかと思えば、うちの領地が逼(ひつ)迫(ぱく)しているとでも言うつもりか？　バカらしい。そんなことあるはずがなかろう」

			　そして今度こそ、ソフィアが俺の袖を引いた。

			　間違いない。グランプ領は食糧難が切っ掛けで窮地に陥っている。一部の村の税率を戻したのは、そうしないと全部の村が共倒れになるからだろう。

			　……ふむ、俺が原因だった訳じゃないんだな。良かった――と言うには、少し理由があれだけど、俺を陥れるためとかじゃなかったのは少し安心した。

			　ともかく、グランプ侯爵が今回の件でパトリックに肩入れしているのは、ロードウェル子爵家が親戚だからという理由じゃない。

			　不作による貧困で、ロードウェル家が所有する鉱山の利権が必要だからだ。

			　だとすれば話は簡単だ。ロードウェル家より、グランシェス家と手を組んだ方が特だと理解させれば良いだけの話。

			　そして、うちには利益へと繋がる様々な技術がある。その技術は元から独占するつもりなんてなかった。だから、優先的に提供するくらいなんの問題もない。

			　つまり、グランプ侯爵を味方に引き込むためのカードはいくらでもあるってこと。

			「ありがとうソフィア。それにクレアねぇも。おかげで解決の糸口が見つかったよ」

			　く、くくくっ。覚悟しろよパトリック。散々苦労させられたけど、今からロードウェル家とグランプ家の関係を徹底的に叩き壊してやる。

			　そして、俺の生徒や領民に手を出したことを後悔するがいい！

			「うわぁ……リオンお兄ちゃんの心が真っ黒に……」

			　心を読んだソフィアにどん引きされて我に返った。

		

	
		
			エピソード　４－５　決着

			　

			　いかんいかん。散々迷惑をかけられたから、つい私怨に走りそうに。目的はパトリックへの仕返しじゃなくて、グランプ侯爵との和解だ。

			　それを忘れないようにしないと。

			　いや、決してソフィアにどん引きされて焦ってる訳ではなく。

			「話を戻します。申し訳ありませんが、学園を差し出すことは出来ません」

			「ふむ、交渉は決裂という訳か？」

			「いいえ。こちらの条件を呑んで頂けるのであれば、貴方が本当に欲しているもの、領地が抱えている問題の解決方法を提供しますよ」

			「……解決方法だと？　もう少し具体的に話せ」

			「製鉄技術や農業のノウハウなどです」

			「技術提供というわけか。その服の技術には興味はあるが……製鉄技術や農業のノウハウとやらは、いかほどのモノなのだ？」

			「製鉄技術があれば、青銅に必要なスズ不足に悩む必要はありません。加工が難しくて余ってる鉄鉱石を使って、青銅より丈夫な道具を作れますから」

			「ほぅ……青銅よりも丈夫か」

			「ええ。そして農業のノウハウがあれば、数年で今の倍は収穫が期待出来るでしょう」

			「倍と来たか……まるで夢のような話だな」

			「すぐには信じられないでしょうね。ですから、片鱗をお見せしましょう」

			　スフィール家での失敗は二度と繰り返さない。

			　俺は部屋の外で準備していたアリスへと合図を送る。それからほどなくアリスとティナ、それにグランプ侯爵家のメイドが様々な品を持って部屋に入ってきた。

			　……って、なんかメイドさんが、プルプル震えてるんだけど。

			「なあアリス、あのメイドさんはどうしたんだ？」

			「あぁ、あのメイドさん？　なにか手伝えることはありませんかって言ってくれたから、運ぶのを手伝ってもらうことにしたんだよ」

			「そうじゃなくて、様子がおかしいぞ？　体調が悪いんじゃないか？」

			「さすがグランプ侯爵様のメイドさんだよね」

			　意味が分からないと思いつつ、もう一度メイドさんを見た俺は理解した。ガラス製品がいくつか載ったトレイを持っているのだ。

			　たぶん、教養があるせいで価値がなんとなく分かっちゃったんだろうなぁ。ガラスは脆(もろ)いし、そりゃ持ちたくないわな……って、それを知ってて持たすって、イジメかよ！

			　俺は慌てて、そのメイドさんの元に行ってトレイを受け取る。その直後、メイドさんはへなへなと崩れ落ちてしまった。

			「ご、ごめんな。アリスが無茶させて」

			「い、いえ、とても貴重な体験をさせて頂きました。……はふぅ」

			「そ、そう？　だったら良いんだけど……」

			　メイドさんの表情がどことなく恍(こう)惚(こつ)としている気がするけど深くは追求しない。俺はトレイに載ったガラス製品をテーブルの上に並べていく。

			　アリスやティナも鉄製品や和紙、それに最高級の絹織物などなど、あまりかさばらないものを中心に、この世界ではうちでしか作れない品物を並べていく。

			　そしてそれに比例するように、グランプ侯爵の口があんぐりと開いていく。

			「こ、これはなんだ？　見たことがないものばかりだぞ!?」

			「グランシェス領で我々が作った品物です。どうぞ、手にとってご覧下さい」

			「こ、これだけの品を自分で作っただと!?」

			「持ってきたのは、ほんの一部だけですけどね」

			「一部っ!?　これで一部だというのか!?」

			「全体で言えば、一割くらいじゃないですかね」

			「――なっ」

			　グランプ侯爵は大口を開けて絶句してしまった。

			　どれか一つでも収入が倍加するような技術らしいから、驚くのも無理はないけどな。そんなに大口を開けて、顎(あご)が外れたりしないか心配だ。

			「ぎ、技術があるのは理解した。これほどの技術を持っているのなら疑う余地はない。お前の言う技術があれば、うちの領地の問題を解決するのは造作もないのだろう」

			「では取引に応じて頂けますか？」

			「そ、それは条件次第だと言わざるを得ない。これほどの技術、一体どんな交換条件を突きつけてくるつもりだ」

			　――食いついた。グランプ侯爵の目的が利権である以上、乗ってくるとは思ったけど……権力で全てを奪いに来る可能性もあったからな。ひとまずは安心だ。

			　でも、本当の問題はここからだ。手持ちのカードを使って、クレアねぇとソフィアとグランシェス領、これらの全てを護らなくてはいけない。

			　俺は深呼吸を一つ、あらためてグランプ侯爵と向き合った。

			「まずは、今回の一件で、グランシェス家に責任追及をしないことが条件です。当然、学園は諦めて頂くことになります」

			「それは無論だな」

			「続いて、ロードウェル家への対応です。謝罪とかどうでも良いので、今後一切うちに干渉させないで下さい。当然、ソフィアは諦めてもらいます」

			「それも無論だ、二度と干渉させないように言っておこう」

			　それらの言葉は、俺が渇望していたモノだ。

			　これで俺達の居場所は護られ、ソフィアがパトリックに脅かされることもない。今回の一件だけで言えば、完全勝利と言えるだろう。

			　だけど……俺達にはまだもう一つ目的が残っている。それはクレアねぇとグランプ侯爵の婚約を破棄することだ。

			　もちろん、不安はある。いまこのタイミングに婚約の件を持ち出すことで、先の二つすら覆(くつがえ)される可能性があるからだ。

			　でも……このチャンスを逃したらきっと、婚約を破棄させることは出来ない。

			　俺にとってはクレアねぇは、グランシェス領やソフィアと同じくらい大切だ。だから、今の取り決めを掛け金にしたとしても、このチャンスを逃すことは出来ない。

			　だから――と、俺は深呼吸を一つ。まっすぐにグランプ侯爵を見据えた。

			「もう一つは……あなたとクレアねぇの婚約を解消すること、です」

			　俺は震えそうになる声を抑えつけ、努めて平然と言い放った。グランプ侯爵はそれを予想していなかったのか、驚きに目を見開く。

			「……婚約の解消、だと？」

			「勝手な申し出なのは分かっています。ですが、グランシェス領には……いえ、俺にはクレアねぇが必要なんです。だから、クレアねぇとの婚約はなかったことにしてください」

			　お願いします――と、俺は深々と頭を下げた。

			　そのとき、みんながどう思ったのかは分からない。ただ、クレアねぇやグランプ侯爵を始めとしたみんなが息を呑むのが気配で伝わり……周囲に沈黙が流れた。

			　そしてほどなく――

			「彼はこう言っているが、クレア嬢はどう思っているのだ？」

			　グランプ侯爵が、クレアねぇに問いかける。

			「……申し訳ありません、グランプ侯爵様。あたしも、弟くんと共にありたいと願っています。ですから、あたしからもお願いします。婚約はどうかなかったことにしてください」

			「そう、か……。うむ、そういうことなら仕方ない」

			　頭を下げたまま話を聞いていた俺は、思わず頭を跳ね上げた。

			「聞き入れて、くれるのですか？」

			「俺はもとより、好きな男がいる少女と結婚するつもりはない」

			「――っ！」

			　思わず声を上げそうになった。好きな男といった瞬間、グランプ侯爵が意味ありげに、俺とクレアねぇを見比べたからだ。

			　なにやらとんでもない誤解をされている気がする……けど、ここで否定するのは得策じゃないと、俺は否定の言葉を飲み込んだ。

			　それより……好きな男がいる少女と結婚するつもりはないって、グランプ侯爵は権力を盾に、クレアねぇとの婚約を迫った訳じゃなかったんだな。

			　もしかして、グランシェス家の方から申し出た形、だったのかな？

			　分からないけど……なにはともあれ、これでクレアねぇの婚約も解消された。クレアねぇとソフィアとグランシェス領。この三つを護ることに成功したのだ！

			　俺はその事実に歓喜する。だけど次の瞬間、

			「それで本題はなんだ？」

			「……え？」

			　俺は続けられたグランプ侯爵の言葉に首をひねる。

			「惚(とぼ)けるな。これほどの技術を見せつけたんだ。もっと他に要求があるのだろ」

			　……………あ、れ？　さっきのが本題だったんだけどな？　なんだろ。もう一つくらい、なにかお願いしても良いんだろうか？

			　とは言っても、別になにかあるわけじゃないし……そうだ。

			「ご存じだと思いますが、俺はまだ当主代理なんです。俺が正式に跡を継げるように、後ろ盾になってくれませんか？」

			「よし、引き受けた！」

			「――はやっ!?」

			「今後ロードウェル家のように干渉してくる手合いが現れたら、俺が全部はねのけてやる」

			「しかも乗り気だ!?　えっと、俺的には願ってもないことですが……良いんですか？」

			「良いも悪いもあるか！　これほどの技術を持つ家の後ろ盾になれると聞いて、断る奴がどこにいる！　もう良いから早く交換条件を言え。今なら魂ですら売ってやる。これほどまでに俺に好条件を突きつけて、一体なにが望みなんだ！」

			　あるぅえ？　今のは本命どころか追加要求だったんだけどな？　この上なにかとか言われても、なにも思いつかないぞ？

			「どうした、早く言え！　いや、言ってくれ！」

			「ええっと……いえ、今ので要求は全部ですけど？」

			「な、に……？」

			「ですから、俺達の要求はさっきので全部です」

			「……本当か？　本当に要求はさっきので全部なのか？　後からなにか追加するつもりじゃないだろうな？」

			「大丈夫ですよ。他に要求なんてしませんから。なんなら、書面にしても良いですよ」

			「本当か？　本当にさっきの条件を呑めば、うちに製鉄技術と農業のノウハウを教えてくれるんだな!?」

			「……ん？　いえ、さっきの条件を呑んで頂けるなら、うちの技術は全て提供しますよ？」

			　グランプ侯爵の顎(あご)が外れた。

			　

			「ほ、本当に全ての技術を提供してくれるのか？」

			　顎をはめ直すのに一騒動。復帰したグランプ侯爵が詰め寄ってくる。最初は高圧的だったのに、なんかすっかり下手に出てくるようになってしまった。

			　とは言え、数百年先の技術だからな。価値が分かる人間なら当然の反応かもしれない。むしろパトリックがおかしいんだ。あいつはうちの技術を見ても反応がなかったからな。

			「お望みの技術は全て提供します。もっとも、技術者が余ってるわけではないので、そちらの技術者に出向いてもらって、伝授するという形になりますけど」

			「それくらいは覚悟しているが……本当に良いのか？　これほどの技術、独占すれば凄まじい利益を上げられるだろう」

			「そうかも知れませんけどね。初めから独占するつもりはないんです」

			「独占するつもりがない？　つまり、技術を金で売り渡すと言うことか？」

			「それも違います。これらの技術は全て、ミューレ学園で習得出来ます。そして生徒は、うちの領地以外からも受け入れるつもりです」

			「ばかなっ、これらの技術を独占すればどれだけの利益があるか分かっているのか!?　この国を経済的に支配することさえ可能だぞ!?」

			「だからこそです。技術を独占すれば、多くの敵を作ることになりますから」

			　これだけの技術。下手をしたら、国そのものだって敵に回すかも知れない。そうしたら、グランプ侯爵だってどうにも出来ないはずだ。

			　だから、技術の独占はしないと決めている。

			「……しかし、独占出来ないのであれば、意味がないのではないか？　せめて、一つ二つは独占するべきだ」

			「普通なら、そうするべきでしょうね」

			　技術を放出すれば、数ヶ月で模倣品が出回ることになる。そして数年も経てば、オリジナルに匹敵する品が出てくるだろう。

			　もし一から研究、開発していたら、開発費を回収する前に、模倣品に利益を奪われることになる。だからこそ、地球には特許というシステムが存在する。

			　だけど俺達が作るモノは最初から、地球に存在した技術の模倣。開発にかかる費用は、後続の者達とたいして変わらない。

			　そして――

			「今後十数年にわたって新しい技術を出し続けるのなら、一つ一つを独占する理由なんて、どこにもありませんから」

			「な、なに？　それは、どういう意味だ？」

			「今ここにある品は、うちで作ったモノの一割程度だと言いました。ですがそれ全てですら、今後開発する技術の一部でしかありません」

			　例えば製鉄技術があれば、俺やアリスはそれで作れる様々な道具を知っている。だから、製品の開発は止まらない。それはつまり、絶えず最新の技術を独占しているのと同じこと。

			　一つ一つの利益は少なくても、重なっていけばその利益は莫大だ。五年もすれば、うちは他者の追随を許さないほどの影響力を得るだろう。

			　しかも、技術を提供し続けることで多くの味方を得られるし、敵だって最小限に抑えられる。この世界の誰も知らない技術を何百と持っているからこそ出来る手段だ。

			　――とは言え、口で言うほど簡単じゃないのも理解してる。

			　急な改革は混乱を生むし、仕事を奪われる民も出てくるだろう。そしてそれらを上手く処理して国が豊かになったとしても、今度は近隣諸国との格差が生まれる。少し考えただけでも問題は山積みだし、将来的には、俺達が想像もしていないような問題が発生するかもしれない。

			　だけど、だ。俺達の目的は一番になることじゃない。自分達が幸せに暮らせるだけの環境を手に入れたら、余剰は全て他の人の支援にまわしたって構わないのだ。

			　どんな問題が発生しても、みんなと一緒なら、きっとなんとかなると信じている。

			「は、ははは……これほどの技術を無数に提供し続ける、だと？　リオン、お前は一体何者なのだ？　それほどの技術を保持しているのは何故だ？」

			「それは……」

			　うぅん……なんて答えるべきかな？　今なら異世界からの転生者だって言っても信じてもらえそうだけど、さすがにそれを言うつもりはない。

			　下手に隠して探られるのも面白くないけど、納得させるような理由なんて……

			「――それは、私がリオンに全てを託したからです」

			　不意にアリスが名乗りを上げ、俺が止めるまもなく銀の髪留めを外してしまった。紋様魔術が解除され、アリスの右目が金色に輝く。

			「その瞳は……まさか、ハイエルフなのか!?　……そうか、ハイエルフの知識を引き継ぐという恩恵。お前は古代の知識を引き継いでいるのだな？」

			「私は遥か昔の記憶を引き継いでいます」

			　なるほど。知識を引き継ぐ恩恵というのはデマなんだけど……アリスの答えは、前世の記憶を引き継いでるから嘘じゃないな。

			　グランプ侯爵は絶対、古代の記憶だって誤解してるけど。

			「ハイエルフだって打ち明けて良かったのか？」

			　アリスに小声で尋ねる。

			　事実とは違うけど、技術の出所がアリスだと思われてしまった。最悪、グランプ侯爵に狙われるって可能性もあるんだけど……と、侯爵を見たら目が合ってしまった。

			「心配するな。一度交わした約束は違えんよ。貴族とは誇り高き生き物だからな」

			　なお、ついさっき、利益のために親戚を切り捨てた男のセリフである。

			　……いやまぁ、ロードウェル家は自業自得だと思うけどな。どっちかって言うと、利益のために仕方なく付き合ってた感じだったみたいだし。

			　アリスになにかあったら嫌だから、念のために警戒はしておくけど……大丈夫だろう。思った以上に好感を持てる相手だし、今のところ、うちと敵対する理由はないはずだからな。

			「グランプ侯爵の言葉を信じます。それと、アリスがハイエルフだってこと、皆には黙っておいてくれますか？」

			「もちろんだ。決して他言しないと侯爵家の名誉に懸けて誓おう」

			「ありがとうございます」

			　

			　その後、細かい話し合いの結果、こちらは、一期生のメンバーを臨時で派遣すること。来年から生徒を受け入れること。そして将来、ミューレ学園に全国から入学希望者が押し寄せてきても、グランプ侯爵家には一定の枠を確保することが決定した。

			　そうして得たのは、グランプ侯爵家という大きな後ろ盾。早い話、もうクレアねぇやソフィア。そして他のみんなも、誰かに怯えるような生活をする必要はなくなったってこと。

			　ようやく、俺達は本当の意味で自由を勝ち取ったのだ。

		

	
		
			エピローグ　二つの月

			　

			　グランプ侯爵との和解が成立してから約半年が過ぎ、卒業の季節がやってきた。そんな三月のある日。俺達は学生寮のホールに集まり、卒業を祝う立食パーティーを開催していた。

			「みんなの卒業を祝って乾杯！」

			「「「かんぱーいっ！」」」

			　俺の音頭に皆が飲み物の入ったガラス製のグラスを掲げる。

			　そう言えば、グランプ侯爵家のメイドさんにガラス製品を持ってもらった時、顔が真っ青になってたけど……と、俺は生徒達に視線を向ける。

			　みんな気にした風もなく、乾杯と言ってガラスのコップを打ち合わせている。

			　うちの生徒もガラス製品の価値は分かってるはずなのに、いつの間にかすっかり物怖じしなくなってる。頼もしい……と言って良いのかな。

			　よそで高価なモノを割ったりしなきゃ良いけど。

			「リオン様！　今までありがとうございました！」

			　皆が席を移動し始めた頃、リアナ達卒業生が俺の元に集まってきた。

			「リアナ、それにみんなも、卒業おめでとう。今までよく頑張ったな」

			「えへっ、リオン様のおかげです。これからも頑張るので、よろしくお願いしますね」

			「ああ。今度は新しく入ってくる生徒達を導いてやってくれ」

			　二期生の中でも優秀だったリアナは、ティナ達と共に教師となる。そしてほかの生徒はグランシェス家の所属とし、領内の各町村に派遣されることが決まっている。

			「それにしても、あっという間の一年だったな。リアナが入学したのも、ついこのあいだのように思えるよ」

			「ですね。もう少し長く生徒でいたかったです」

			「実は来年からは期間を延ばすんだ。読み書きとか計算とか、基本的なことを教える予科と、各種知識を教える本科に分けて、それぞれを最低一年にする予定だからな」

			「え、なにそれズルイですよ!?」

			「……そう言われても。みんなの授業風景を見て思いついたからなぁ」

			　でも、授業を受ける期間が延びたのを聞いて残念がるのか。それだけ学園での生活を楽しんでもらえたってことかな。そうだとしたらなんか嬉しいな。

			「まぁ空いてる時間なら、生徒として参加しても良いよ」

			「ホントですか？　ありがとうございます！」

			　そんな感じでリアナ達との会話を楽しんだ。

			　

			　卒業生との話を終えた俺はテーブルを離れ、スウィーツが並べられているコーナーへとやってきた。そこに並べられているのは、数年前まではありえなかったお菓子の数々。

			　サトウキビの栽培が上手くいってるので、砂糖は量産体制が整いつつあるのだ。なので近々、この街にカフェを作る計画まで進行している。

			　冗談抜きで、この街を中心に、文明レベルが数百年分ほどずれてきた気がする。

			「あっ、リオンお兄ちゃんだ」

			　不意に少し甘えたような声が耳をくすぐる。その声の方へと振り向くと、制服姿のソフィアが可愛らしく手を振っていた。

			「やあソフィア。それに……ミリィ？　なんか珍しい組み合わせだな」

			「そうですか？」

			「そんなことないよね～」

			　二人はテーブルの前で仲良く並んでいる。それが珍しいと思ったんだけど、二人は顔を見合わせてそんなことを言った。

			　なんでも、最近は良く一緒に行動してるんだってさ。まあよく考えたら、ソフィアにとってミリィは義理のお母さんになるからな。仲が良いのは良いことだ。

			「ねぇねぇ、リオンお兄ちゃん。ソフィアね、リオンお兄ちゃんにお願いがあるの」

			「よし、なんでも――は、あれだけど。大抵のことは聞いてあげよう」

			　危ない危ない。最近はソフィアも油断ならないからな。なんでも聞くとか言ったら、なにをお願いされるか分かったものじゃない。

			「なんでもは聞いてくれないの？」

			「なんでもは聞かないぞ。聞けることだけだ」

			「むぅ……」

			　だから、なんで不満そうなんだよ。なんでも聞くって言ってたら、一体なにをお願いするつもりだったんですかねぇ。

			　気になるけど……取り返しがつかなくなりそうだから聞かないでおこう。

			「で、本来のお願いはなんなんだ？」

			「うん。あのね。ソフィアはもっとリオンお兄ちゃんの役に立てるように頑張りたいの。だから、ソフィアはもう少しミューレ学園に通いたいんだぁ」

			　そのセリフを聞いた瞬間、俺は凄く嬉しくなった。

			　以前のソフィアは精神的に病んでいて、俺に言われて学園に通っているだけだった。

			　だけど、いまのソフィアは違う。俺のためという部分は変わらないけど、自分の意思で学園に通いたいと言っている。

			　それに、ティナやリアナ達とも仲良くしているみたいだしな。最初はどうなることかと思ったけど……少しずつ過去を乗り越えているんだな。

			「……ダメ、かな？」

			「ダメじゃない。ソフィアが望むなら、好きなだけ学生でいて良いよ」

			「ホント!?」

			「ソフィアに嘘をついたりなんてしないって。来年からは習う科目も増やして、選択授業も導入するから、好きな科目を受ければ良いよ」

			「やったぁっ！　リオンお兄ちゃん、大好きっ！」

			「おっとっ。こら、いきなり抱きつくのは危ないぞ」

			「えへへ、ごめんね？」

			　うぅん、なんかあざとい。この斜めに構えた上目遣いとか、絶対アリスの指導が入ってると思うんだよな。可愛いから許すけど。

			　アリスはホント変なことばっかり教えて……って言いたいけど、ソフィアがこんな風に明るくなったのは、アリスのおかげでもあるんだろう。

			「リオンお兄ちゃん、なにを考えてるの？」

			「いや、なんでもないよ。それより、二人はどのケーキが美味しかった？」

			「ソフィアはショートケーキが一番好きかなぁ」

			「私はチーズケーキですね」

			「なるほど。じゃあ俺もその辺から食べてみるかな」

			　そんな感じで、俺もケーキを食べ始める。そうして三人で雑談をしていると、おもむろに俺を呼ぶクレアねぇの声が聞こえてきた。

			　振り返って声の出所を探すと、クレアねぇとミシェルとティナの三人が、一つのテーブルに集まっていた。俺はソフィア達に席を外すと伝えて、クレアねぇ達の席へと移動する。

			「三人一緒ってことは、領地の経営方針でも話し合ってたのか？」

			　俺がグランプ侯爵の後ろ盾のもと、正式にグランシェス家の当主となったので、クレアねぇには当主代理の座に就いてもらった。だから、張り切って仕事の話をしていたんだろうと思ったんだけど……何故かクレアねぇはジト目になった。

			「……弟くん、あたしが仕事しかしてないと思ってない？」

			「じゃあ、なんの話なんだよ？」

			「ミシェルが最近教師として忙しいでしょ。だからティナにあたしの補佐をやって欲しいって話をしてたのよ」

			「へぇ、そうなんだ」

			　それは仕事の話だろ――って思ったけど口には出さない。だって、ミシェルを教師に引っ張り込んだのは俺だからな。下手なことを言ってやぶ蛇になったら困る。

			「リオン様、私がクレア様の補佐になってもよろしいですか？」

			「私からもお願いします。ぜひ妹を、クレア様の専属にしてください」

			　なんで俺に聞くんだ――って思ったけど、グランシェス家の当主は正式に俺が継いだので、そう言った決定権も俺になったんだな、そう言えば。

			「ティナが構わないなら問題ないよ。クレアねぇを支えてやってくれ」

			「はいっ！　がんばりますっ！」

			　嬉しそうだなぁ。姉と同じ役目に就くのが嬉しいのか、クレアねぇの下につくのが嬉しいのか……両方かな。

			　なんにしても、ティナがクレアねぇの補佐をしてくれるなら安心だ。ミシェルの妹で信頼出来るって言うのもあるし、一期生の中ではソフィアと並んで成績が良かったからな。

			「そういやクレアねぇ。領地で試したい考えがいくつかあるんだ。打ち合わせをしたいから、今度時間を作ってくれないか？」

			「話なら今でも大丈夫よ？」

			「いや、せっかくのパーティーだし、ゆっくりと羽を伸ばせよ」

			「あら、弟くんは、あたしはいつでも仕事をしてると思ってたんじゃないの？」

			「思ってるからこそ、だよ。少しは休んでくれ」

			「心配してくれてありがと。でも平気よ。領地の仕事をしてて、すっごく充実してると思えるの。だから、なにかあるのなら教えて」

			「うぅん、そこまで言うなら」

			　――と、俺は話を始めようとしたんだけど、クレアねぇはちょっと待ってと遮った。

			「ミシェル、ティナ。貴方達はパーティーを楽しんできなさい」

			「いえ、私も最近は教師役が忙しいとはいえ、クレア様の補佐を辞めたつもりはありません。今後についてのお話なら同席します」

			「そうです。私も今日からクレア様の補佐なんだから参加させてください」

			　ミシェルとティナはそう言ってこの場に残ろうとする。だけどクレアねぇは首を横に振って、プラチナブロンドの髪を揺らした。

			「気持ちは嬉しいけどね。ミシェルは生徒達の卒業を祝ってあげなきゃダメでしょ？」

			「ですが……いえ、分かりました。そういうことであれば、私は席を外します」

			　ミシェルはクスリと笑って、他の席へと移動していった。それを見送ったクレアねぇは、今度はティナに視線を向ける。

			「ティナも。このパーティーの主役の一人なんだから楽しんでらっしゃい。あたしの補佐は、明日からで良いわ」

			「ですが……」

			「大丈夫よ。正式にあたしの補佐になったら、休む暇もないくらい働いてもらうから」

			「うっ、わ、分かりました。それじゃ今日はパーティーを楽しんできます」

			　ぺこりと頭を下げて、ティナもみんなのところへ戻っていった。

			「……で、本音は？」

			「たまには弟くんと二人っきりも良いかなぁって」

			「だと思った」

			　なんて、クレアねぇの態度で気付いた訳じゃない。ミシェルが意味深な表情で立ち去っていったのを見て、もしかしてと思ったのだ。

			「嫌だった？」

			「まさか、そんなはずないだろ」

			「ふふっ、良かった」

			　クレアねぇは翡(ひ)翠(すい)のような瞳で俺を見て、ふわりと微笑みを浮かべる。

			　十三歳になって、また少し大人っぽくなった。いつか、クレアねぇを姉じゃなくて、一人の女の子として見る日が来るのかな……って、いやいやいやいや。なにをナチュラルに想像してるんだ俺は。気を付けないと、少しずつ毒されてる気がするぞ。

			「それで、弟くんの話って言うのは？」

			「ないよ。最近はずっと忙しかったからな。二人で話す口実だよ」

			「そう、なの？」

			「考えてみたら、最近は仕事の話ばっかりだったからな。たまには姉弟水入らずの時間があっても良いかなって思ってさ」

			「……ありがとう、弟くん。弟くんのそういう優しいところが好きよ。それじゃお仕事の話はまた今度にしましょ」

			　穏やかに微笑まれて、俺はちょっと焦った。クレアねぇが可愛かったからって言うのもあるけど、俺の嘘がバレていたからだ。

			　と言うわけで、用事がないって言うのは嘘だ。

			　学園を予科と本科に分ける計画や、福祉制度の導入、それに街に冒険者ギルドを設立する等々、色々と話したいことはいっぱいある。

			　ただ、クレアねぇの言葉を聞いて、たまにはのんびりしても良いかなって、嘘をついたんだけど……バレバレだったらしい。

			　こういう相手の心理を読むような状況だと、俺はもうクレアねぇに勝てないかもなぁ。

			「なぁクレアねぇ。いま……幸せか？」

			「弟くんのおかげでね。凄く充実してるわ」

			「そっか……」

			　クレアねぇと出会って、色々なことがあって、護ってあげたいと思うようになってからもうすぐ七年。ようやくクレアねぇを幸せにすることが出来たのかな？

			「それでね。弟くんやみんなと一緒に、グランシェス領をもっともっと、今よりずっと豊かにするのが、あたしの新しい夢よ」

			「……え？　新しい夢？」

			「そうよ、新しい夢。弟くんのおかげで自由を手に入れて、ようやくスタートラインに立てたんだもの。これからも夢を叶えるために頑張るわ」

			　……そっか。そうだよな。自由を手に入れて終わりじゃないんだよな。自由に生きて幸せになる。その目的を達成するのはまだまだ先ってことだ。

			「よし、それじゃどんな風にすれば、グランシェス領が豊かになるか考えようか」

			　結局、二人でグランシェス領の今後について話し合った。

			　

			　それからしばらくして、俺はホールの外にあるテラスへと顔を出した。そうして周囲を見回した俺は、柵に身を預けて空を見上げるアリスを見つけた。

			　最近はおなじみとなりつつある、フリル付きオフショルダーの白いトップに、黒いティアードスカート。それにニーハイソックスという服装。

			　凄まじく可愛いけれど……今日のアリスはどこか寂しげだ。

			「こんなところでなにをやってるんだ？」

			「あ、リオン。生徒達に旅の話をせがまれ続けて、少し逃げてきたんだよぉ」

			「あぁ、アリスは生徒から大人気だからな」

			　慕われてるという意味でなら、ミリィやミシェルも負けていないんだけどな。アリスはあっちこっちを旅した経験があるので、その手の話をせがまれることが多いらしい。

			「それにしても、アリスが先生かぁ」

			　前世では中学校にすら通えなかった紗(さ)弥(や)が先生って考えると感慨深い。

			「来年からは、他のみんなに任せるけどね」

			「あぁ、卒業生達が先生に回るからか。別に、アリスも先生を続けて良いんだぞ？」

			「先生も楽しいけどね。私はリオンと一緒にいる方が好きだから。あ、間違った。リオンが好きだから」

			「なぜ言い直した」

			　先生をするより、俺が好きって比較対象がおかしい。

			「リオンがいつまで経っても口説かれてくれないからじゃない」

			「十二歳の子供を口説こうとするな」

			「この世界じゃ、十二歳はもう成人だよ？」

			「それでも、子供扱いされる年齢には変わりないだろ」

			「むぅ……」

			　拗(す)ねるように口をとがらす。そんなアリスを見て俺は少しだけ笑って、アリスの隣に並ぶ。そうして、さっきまでアリスが見上げていた空を見上げる。

			　そこには、蒼い満月が浮かんでいた。

			「前の世界の月も綺麗だったけど、こっちの世界の月も綺麗だな」

			「むうぅ、露骨に話を逸らしたなぁ～？」

			「逸らしてないだろ。アリスは――紗弥は日本育ちだから……分かるだろ」

			「なにを言って……え？」

			　日本にはアイラブユーを月が綺麗ですねと訳したという逸話がある。それを思いだしたんだろう。アリスはぽかんとした表情を浮かべる。

			「え、え？　今のって、その、もしかして？」

			「はい、このお話はこれでお終いな」

			「ええええええっ!?　ここまで来てそれはないよ！」

			「続きは二、三年経ってからで」

			「しかも長いよっ!?」

			　珍しく取り乱すアリスを見てにやりと笑う。いつも散々してやられてるからな。たまにはこんな日があっても良いだろ。

			「むぅ……二、三年かぁ」

			「一緒にいればあっという間だろ？」

			「まぁそうかもね。みんなと一緒になにかをするのは楽しいし。……ねぇ、リオン。少し寄り掛かっても良い？」

			「良いけど……」

			　どうしてという間もなく、アリスが寄り添ってきた。出会った頃は大人と子供みたいな身長差だったけど、今ではほとんど同じ高さになった。

			　それがアリスに近づけたような気がして少し嬉しい。

			「さっきね。生徒から逃げてきたって言ったけど、ホントはみんなにせがまれるのが嫌だったんじゃないの。ただ、生徒のみんなが羨ましくなっちゃって」

			「そっか……」

			　紗弥は病気のせいで小学校までしか通えなかったからな。こっちの世界に生まれ変わってからも、制服に一度袖を通しただけで、生徒としては学校に通ってない。

			　……そう、だな。

			　もう少し学園の体制が整ったら、アリスが学園に通えるように手配しよう。紗弥は制服を着て学校に通うことに憧れてたから、きっと喜んでくれるだろう。

			　そんな風に考えながら、俺はアリスと二人で蒼い月を見上げていた。

		

	
		
			[image: p293.jpg]
		

	
		
			番外編　ソフィアのお兄ちゃんが自重しない！

			　

			「わ、私は、ティナって言います。みなさん、よろしくお願いします！」

			　ミューレ学園予定地の片隅に建てられた仮設の教室。この地方では少し珍しい黒髪の女の子が、少しうわずった声で自己紹介をしている。

			　その光景を斜め後ろの席で眺めながら、ソフィアはこれからのことについて考えていた。

			　ミューレ学園に入学したのは、お兄ちゃんの側にいたかったから。

			　ソフィアの恩恵を知っても恐れず、受け入れてくれたお兄ちゃん。そんなリオンお兄ちゃんが、ソフィアが学園に通ったら嬉しいと言ってくれた。

			　ソフィアが学園に通ったら、どうしてお兄ちゃんが嬉しいのかは分からない。

			　だけど重要なのは、ソフィアが頑張ったらお兄ちゃんが喜んでくれるという事実。ソフィアはお兄ちゃんの側にいるためならなんだって出来る。

			　だからソフィアは、ミューレ学園に通うことにしたんだ。

			　でも、自己紹介の順番が回ってきたとき、ソフィアは自分の名前を言うのが精一杯だった。

			　なにを言えば良いか分からなかった訳じゃないんだよ？　そういうのは、スフィール家で暮らしていたときから、たくさんお勉強しているもの。

			　それなのに、名前しか言えなかったのは、知らない人たちがいっぱいで恐かったから。

			　でも……素っ気ない自己紹介に、他人を拒絶するような態度。後から考えたらきっと、恐かったのはみんなの方だったんだと思う。

			　だから――

			　

			　学園が始まって数週間、ソフィアに近づいてくる人はただの一人もいなかった。

			　……別にソフィアの目的はお友達を作ることじゃないもん。お兄ちゃんの役に立つことが目的だから、友達なんて出来なくても良いよ。

			　そうやって自分に嘘をついて、強がって、黙々とお勉強を続けた。

			　そんなある日の放課後。

			「ねっ、ねえ、ソフィアちゃん！」

			　黒髪の女の子がソフィアに話しかけてきた。自分より、もしかしたらリオンお兄ちゃんよりも少し年上のクラスメイト。

			「……ソフィアになにかご用なの？」

			　やっぱり恐いけど、同時に初めて声をかけてくれたクラスメイトが気になった。

			　それに、ここで逃げたらきっと、リオンお兄ちゃんに幻滅されちゃう。そう思ったソフィアはスカートの裾をぎゅっと握りしめ、勇気を振り絞って聞き返した。

			　その瞬間、女の子がソフィアに掴みかかってくる。

			「ふえぇっ!?」

			　ソフィアの恩恵を知ってる人はほとんどソフィアに触れようとしないし、例外のリオンお兄ちゃん達はソフィアを驚かさないようにそうっと触れる。

			　こんな風に触れられるのは初めてで、ソフィアはすっごく驚いちゃった。

			「ソフィアちゃんに聞きたいことがあるの――って、どうしたの？」

			「な、ななっなんでもないよ？　ホントだよ!?」

			「……ソフィアちゃん、もしかして嫌だった？」

			「そ、そういう訳じゃ……ないけど」

			　うぅ……ただびっくりしただけなんて、恥ずかしくて言えないよぉ。なんて思ったソフィアは、内心を隠すために話を進めようと思った。

			「そ、それより、ソフィアに聞きたいことってなぁに？」

			「あ、そうだった。あのね、ソフィアちゃんって計算が得意でしょ？　私はどうしても上手く出来なくて。良かったら、コツみたいなことを教えてくれないかな？」

			「計算って……掛け算や割り算のこと？」

			　学校で習ってるのは、足し算や引き算まで。だけど、ソフィアはミリィさんから教えてもらって、四則演算は全部覚えちゃったんだよね。

			　だから、それを聞かれたのかと思ったんだけど……黒髪のクラスメイトは首をかしげた。話を聞くと、授業で習っている最中の、一桁の足し算や引き算を聞きに来たんだって。

			　ふみゅう……一桁の足し引きなら、指を使うなりして出来ると思うんだけどなぁ。でも、ソフィアがそう思うだけで、いままでお勉強をする機会がなかった人には難しいのかなぁ？

			　分からないけど……まずはどれくらい出来るかを見てから、だよね。

			「えっと……それじゃ、３＋４は？」

			「……７かな？」

			　一瞬の間はあったけど、お姉ちゃんは特に指を動かしたりすることなく答えちゃった。

			「じゃあ９－３は？」

			「６だよね？」

			「……４＋８」

			「えっとえっと……12？」

			　ちょっと難易度をアップして、まだ習ってない答えが二桁の問題を出すけど、お姉ちゃんはやっぱり暗算で答えてしまった。

			「全部あってるけど……なにが分からないの？」

			「えっと……あの問題なんだけど」

			　お姉ちゃんが控えめに指さしたのは、先ほどの授業で黒板に書かれた問題。そこには、２＋２＝と書いてある。

			「ええっと……あの問題が分からないの？」

			「……う、うん」

			「ホントに？」

			「え、ええっと……０か２か４か６か８だと思う！」

			「…………あぁ、そういうことなんだね」

			　当てずっぽうかと思ったけど、そうじゃなかった。

			　左右の文字の形が同じで、足し算か引き算で一桁の答え。その条件に当てはまる答えを全て口にしたんだと思う。つまり、このお姉ちゃんは算数が出来ない訳じゃないってこと。

			「お姉ちゃん、計算が分からないんじゃなくて、問題が読めないだけだよね？」

			「――はうっ」

			　図星だったみたいで、うめき声を上げたお姉ちゃんは、だらだらと冷や汗を流し始めた。

			「ソフィアは、お兄ちゃんの役に立つために、お勉強を頑張らなくちゃいけないの。やる気がないのなら、ソフィアに聞かないで」

			　算数のお勉強は始まったばっかりだから、分からなくても仕方ないと思う。

			　だけど、読み書きのお勉強は、学園が始まって真っ先に習い始めた。それなのに、このお姉ちゃんが質問していたところを、ソフィアは見たことがない。

			　それはつまり、このお姉ちゃんはお勉強をずっとサボってたということ、だよね。

			　リオンお兄ちゃんがせっかく、みんながお勉強出来る場所を作ったのに、その好意を無駄にする人なんて大っ嫌い。最初はちょっと優しそうな人だなって思ったけど、ソフィアの勘違いだったよ――と、ソフィアは立ち上がり、教室から立ち去ろうとする。

			　だけど――

			「ま、待って！　私も領主様のお役に立つために、お勉強を頑張りたいの！」

			　その言葉がソフィアを引き留めた。ソフィアはくるりと振り返り、つかつかとお姉ちゃんのもとへと歩み寄る。

			「お姉ちゃん、名前は？」

			「え？　ええっと……ティナ、だけど」

			「じゃあティナお姉ちゃん、領主様のために頑張るってどういうこと？　ティナお姉ちゃんがお勉強を頑張ったら領主様のためになるの？　それって、ソフィアが頑張っても同じかな？」

			「え、えぇ？　ええっと……？」

			　ティナお姉ちゃんは目を白黒させている。

			　このままじゃ答えてもらえないと思ったソフィアは、ティナお姉ちゃんの手を握って、その心を読み取ろうとして――座り込んでしまった。

			　お父さんやお母さんに、心の中で化け物と罵(ののし)られ、リオンお兄ちゃんに拒絶された。恩恵を使おうとした瞬間、その光景がよみがえっちゃったから。

			「ソ、ソフィアちゃん？　だ、大丈夫？　顔が真っ青だよ？」

			「だい、じょうぶ、だよ」

			　ソフィアは気力を振り絞って立ち上がる。恩恵を使おうとしたことによる恐怖は消えないけど、お兄ちゃんのためになる方法は聞き逃せない。そう思ったから。

			「それ、より、理由を……教え、て？」

			「……え？」

			「ティナお姉ちゃんが頑張れば、領主様が喜ぶ理由、だよ」

			「えっと……それは、だって、領主様が私達をこの学園に入学させたのは、色々な教育を施して、各地で働かせるため、なんだよね？」

			「そう、だね……」

			「だから、私達が頑張れば、領主様のお役に立てる……よね？」

			　誰かの受け売りなのか、ティナお姉ちゃんは自信がなさそう。だけど、それはきっと正しいと思う。だって、言われてみれば、当たり前のことだもん。

			　リオンお兄ちゃんの思惑はほかにもありそうな感じがするけど、ソフィアが領地経営のお手伝いを出来るようになれば、リオンお兄ちゃんはきっと喜んでくれる。

			　だったら、ソフィアのいまやるべきことは、ひたすらお勉強をすること。そして、この学園に通う生徒を、お兄ちゃんの役に立つようにお手伝いすること、だよね。

			　やるべきことを見つけたソフィアは、ティナお姉ちゃんの手を握った。

			「――ティナお姉ちゃん！」

			「う、うん？」

			「いまから、ソフィアがティナお姉ちゃんにお勉強を教えてあげるよ！」

			「え、ホント!?」

			「うん、ホント。今日中に文字の読み書きは全部覚えてもらうからねっ！」

			「ええええぇぇぇえぇ!?」

			　ティナお姉ちゃんが悲鳴を上げるけど、ソフィアは聞こえないフリをした。本当なら、文字の読み書きはもう授業で習って、一通り覚えているところだもん。

			　だから、覚えるまで帰さないからね――って意気込んだんだけど、結果から言えばそんな風に気負う必要は全然なかったみたい。

			　わずか半刻ほどで、ティナお姉ちゃんは文字の読み書きを一通り覚えてしまったから。

			　

			「ティナお姉ちゃん……本当に、文字が分からなかったの？」

			「え、どうして？」

			「だって、こんなにすぐに覚えられるなら、授業で覚えられるはずだよね？」

			「そ、それは、そう、なんだけど……」

			　何故か目をそらされちゃった。黒い大粒の瞳が、なにもない虚空を見つめている。

			「なにかあるの？」

			「実は……ね。ここに来た頃の私は……その、貴族様に、その、えっと……え、エッチなことをさせられるために連れてこられたと思ってたの。それで、そのためのお勉強だと思ってたから、ちゃんと聞こうとしていなかったの」

			「ふぅん、そうなんだね」

			　リオンお兄ちゃんは、奴(ど)隷(れい)として売られた子供達を助けるために買い取った。けど、普通は助けるためだなんて思わないよね。

			　だから、ティナお姉ちゃんのような勘違いをするのは分かる。

			　分かるけど……ソフィアは面白くない。お兄ちゃんにエッチなことをしてもらえるなら、ソフィアはむしろ全力でお勉強するんだけどなぁ。

			　そんな風に思ったから「だったらどうして、急にお勉強を頑張ろうと思ったの？」と問いかける口調が、ちょっとトゲのある感じになったのは仕方ないよね。

			「えっとね、私のお姉ちゃんがグランシェス家でメイドとして働いてるの。それで、リオン様はとても優しい方だから、心配しなくても大丈夫って教えてくれたの」

			「メイドって……誰？」

			「えっと、ミシェルお姉ちゃんだけど？」

			「ふわぁ、ミシェルさんの妹なんだ？　そう言えば……よく似てるね」

			　歳はずいぶんと離れているけど、言われてみれば顔立ちなんかもよく似ている。なにより、髪や瞳の色が一緒だ。どうしていままで気がつかなかったんだろ？

			「ソフィアちゃんは、ミシェルお姉ちゃんを知ってるの？」

			「うん。だってソフィアは、あのお屋敷で暮らしてるもん」

			「そうなんだ？　……そう言えば、ソフィアちゃんって寮にいないもんね。もしかしてソフィアちゃんも、グランシェス家の使用人なの？」

			「えっと、ソフィアは……」

			「あ、言わなくて大丈夫だよ」

			「え、そうなの？」

			「だって、そう言うのを知られると、ひいきされてるとか思われちゃうでしょ？　それで私も、ミシェルお姉ちゃんのことは内緒にしてるんだ。だから、ソフィアちゃんも内緒にしてね」

			「ええっと……うん、分かったよ」

			　誤解されてることには気がついたし、隠すつもりはなかったんだけど……ティナお姉ちゃんの言うことも一理ありそうな気がするなぁと思って、ソフィアはこくりと頷いた。

			　それにソフィアを恐れる人はみんな、ソフィアの恩恵を怖がっていたから、貴族であるかどうかなんて、ささいなことだと思ってたんだよね。

			　後から考えたら、世間知らずだったなぁって思っちゃうけどね。

			「えっと……それじゃソフィアちゃん、今日はお勉強を見てくれてありがとうね！　凄く分かりやすかったよ！」

			「……ホント？」

			「うんうん！　ソフィアちゃんきっと、先生とか向いてると思う。ありがとうね！」

			「ふわぁ……」

			　ソフィアがこんな風に、誰かに感謝されるのは初めてかも知れない。

			　ありがとうの言葉が凄く嬉しくて、ソフィアはもっと、もぉーっと、ティナお姉ちゃんのお役に立ちたい、仲良くしたいって思った。それはソフィアにとって、初めての気持ち。

			　だからソフィアは、なけなしの勇気を振り絞る。

			「そ、それじゃあ……良かったら、その……これからもお勉強、見て、あげようか？」

			「それは嬉しいけど……良いの？」

			「嫌だったら、そんなこと言わないよぉ。それに、ティナお姉ちゃんが知ってて、ソフィアの知らないこともあると思うんだぁ。だから、一緒にお勉強……しよ？」

			「なにこの子、可愛い！」

			　ふわぁ、いきなり抱きしめられちゃった。

			「テ、ティナお姉ちゃん、苦しいよぅ」

			「あっ、ごめんねっ」

			　ティナお姉ちゃんは慌てて離れる。そうして照れくさそうに咳払いを一つ。あらためてソフィアをじっと見つめてきた。

			「お勉強を一方的に教わるのは悪いなぁって思ってたんだけど……それなら喜んでだよ。よろしくね、ソフィアちゃん！」

			「うんっ。よろしくね、ティナお姉ちゃん！」

			　ティナお姉ちゃんと一緒にお勉強を頑張る。そしていつか、リオンお兄ちゃんのお役に立ってみせる。そんな決意を胸に、ソフィアの学園生活が始まった。

			　

			　それからの日々はあっという間だった。

			　すぐに授業で学ぶ内容を覚えちゃったソフィアとティナお姉ちゃんは、ミリィさん達からほかのお勉強を教わりつつ、クラスメイトのお勉強を見たりしていた。

			　そんな毎日を送っているうちに一年が経ち、多くのクラスメイト達は卒業。農業を中心とした知識を携え、グランシェス領の各町村へと派遣されていった。

			　だけど、ティナお姉ちゃんを始めとした数人は、もう一年お勉強をすることになったの。

			　領地の食糧難が予定より早く改善に向かったから、各地に派遣する生徒を減らして、残った生徒を教師として育てることにしたんだって。

			　ちなみに、ソフィアもその一人だよ。

			　リオンお兄ちゃんがその方が嬉しいって言ってくれたし、ソフィアもティナお姉ちゃんと一緒は嬉しい。だからソフィアは、今年もお勉強を頑張るよ！

			　

			　――という訳で、新入生達と一緒に案内された学生寮。新しく連れてこられた子供達はびっくりしているみたい。

			　でも……当然だよね。

			　この一年でソフィアは、貴族と平民の暮らしには物凄い隔たりがあることを学んだ。

			　でも、そんなソフィアの実家ですら霞んでしまうような建物が、みんなの学生寮だなんて、もうどこから突っ込めば良いか分からないよ。

			　それに――

			「そそそっそんな恐ろしい服、受け取れませんんんんんんんんんっ！」

			　制服を手渡された女の子が、パニックになっている。王様のお召し物も目じゃないくらい高価だって聞かされたから。

			　普通なら話半分だと思うんだけど……アリスお姉ちゃんの作った服は、生地からして格段に凄い。今まで触ったこともないような、つるつるで柔らかい生地。

			　それにデザインも凄く洗練されていて可愛いし、縫い目が見えない不思議な作り。

			　後で聞いた話だけど、金貨２００枚の値がついていたんだって。ソフィアがいつも着ているゴシックドレスが、数百着は買える値段だよ。

			　本当に、お兄ちゃん達は自重しなさすぎだと思う。

			　

			　ともあれ翌日。ソフィアは学生服に袖を通して、学園に向かった。

			「ソフィアちゃん、おはよう。今年もよろしくね！」

			「うん、こちらこそよろしくね。ティナお姉ちゃん」

			　教室の扉を開けると、先に登校していたティナお姉ちゃんが出迎えてくれた。そんなティナお姉ちゃんに、ソフィアは満面の笑みで応える。

			　この一年で、ソフィアはティナお姉ちゃんのことが大好きになっていたから。

			　ソフィアに友達なんてできっこない。そう思っていたから、ティナお姉ちゃんとこんなにも仲良くなれたのは、自分でもびっくりだった。

			　きっとティナお姉ちゃんが、裏表のない優しい性格だから、だよね。

			　

			「あの、すみません」

			　ティナお姉ちゃんと世間話に花を咲かせていると、青みがかった髪の女の子が話しかけてきた。紫色の瞳が印象的なこの人はたしかリアナさん……だったかな？　制服の価値に驚いたり、リオンお兄ちゃんの慰み者にされると誤解したりして、怯えていた女の子だ。

			　おかしいよね。リオンお兄ちゃんの慰み者になれるなら、喜ぶべきところだよね？　うぅん、むしろ悦んでもらえるように、自分から頑張るべきところだよね？

			　ソフィアなんて、アリスお姉ちゃんやクレアお姉ちゃん、それにミシェルさんに色々教えてもらってるのに、いまだに手を出してもらえないんだよ？

			　そんな風に内心で愚(ぐ)痴(ち)るけど、ソフィアの心の内を知る術を持たないリアナさんは無反応。ソフィアは仕方なく「なにかご用？」と小首をかしげた。

			「えっと、この制服……って言うんですか？　着方はこれで合ってるのかなって」

			　リアナさんがくるりと身をひるがえす。スカートの裾が広がって、なんか謎の光が見えた気がしたけど……なんだろう、気のせいかな？

			　それよりもと、ソフィアはリアナさんの制服姿に目を向ける。

			　赤と黒を基調としたデザインで、腰のところで絞るコルセット風のブラウスに、チェックのプリーツスカート。それに、太ももの辺りまである黒いニーハイソックス。

			　そのデザインは、ソフィアの好きなゴシックドレスとイメージが少しだけ似ている。

			　あと、制服姿でスカートの裾を少しだけ持ち上げてみせれば、リオンを誘惑出来るよ！　って、アリスお姉ちゃんが言っていた。

			　意味はよく分からなかったんだけど……人がやってるのを見たら分かるかな？

			「えっと……スカートを少し持ち上げて見せて？」

			「え？　ええっと……こう、ですか？」

			　リアナさんが、少し恥ずかしそうにスカートの裾を持ち上げる。スカートの裾はその中が見える前に止まってしまったけど、顔を真っ赤にするリアナさんはなんだか凄く可愛らしい。

			「うぅん。たしかにお兄ちゃんを誘惑できそうな気がするよ～」

			「ふえぇ!?」

			　驚いたリアナさんが慌ててスカートの裾を離す。

			「あ、あああっあのっ、ほ、本当に、夜(よ)伽(とぎ)とかはしなくて良いんですよね!?」

			「うんうん、大丈夫だよ？」

			「ほ、本当に本当ですか!?」

			　気がつけばリアナさんだけじゃなく、ほかの新入生まで不安げにソフィアを見ている。このままじゃリオンお兄ちゃんに迷惑をかけちゃいそう。

			　そう思ったソフィアは、ちゃんと誤解を解いておくことにした。

			「本当に大丈夫だよ。リオンお兄ちゃんは、そういうことを強制したりしないよ。それにもしリオンお兄ちゃんが夜(よ)伽(とぎ)を求めるなら、ソフィアが真っ先に立候補するもん」

			　ソフィアがそう言った瞬間、何故か教室の空気が凍り付いた。……あれ？

			「ええっと……みんな、どうかしたの？」

			「い、いまリオンお兄ちゃんって言いませんでしたか？」

			　なぜか、リアナさんが信じられないモノを見るかのような目でソフィアを見ている。

			「そう、だけど？」

			「それはその、そう呼ぶように強要されているとか、そういう……？」

			「うぅん。ソフィアは、リオンお兄ちゃんの義妹だよ？」

			「――ええええぇぇぇぇぇぇえぇっ!?」

			　真っ先に大声を上げたのは、何故かティナお姉ちゃんだった。

			「どうして、ティナお姉ちゃんが驚いてるの？」

			「どどどどっ、どうしてじゃないよ!?　リオン様の義妹って……ままっまさか、ソフィアちゃんって貴族様なの!?」

			「そうだけど……え、いままで気づいてなかったの？」

			「聞いてないよ!?」

			　何故か涙目で詰め寄られて、ソフィアは戸惑ってしまう。たしかにソフィアは言ってないけど、ティナお姉ちゃんはミシェルさんの妹。

			　あれから一年経っているし、とっくに知っているものだと思ってたよ。

			「えっと……黙っててごめんね？」

			「ホントだよ――じゃなくて、私ってば貴族様になんて口の利き方を。あわわっ、ご、ごごっごめんなさい！　いままでの無礼はどうかお許しくださいソフィア様！」

			　ティナお姉ちゃんは土下座を始める。

			「ティナお姉ちゃん、大丈夫。ソフィアは気にしてないよ？」

			「すみません、本当にすみません！　どうか、どうかお許しください！」

			　ソフィアの言葉を聞かず、ひたすらに謝罪の言葉を繰り返す。その姿が、ソフィアの恩恵を知って怯える人たちと重なった。

			「ティナお姉ちゃん……」

			　せっかくお友達になれたと思ったのに、ソフィアの勘違いだったのかなぁ？

			　凄く悲しいけど……いままでソフィアにこんな態度を取った人はみんな、ソフィアと距離を取るようになる。だからきっと、ティナお姉ちゃんも同じなんだと思う。

			　そんな風に考えて、泣きそうになった。

			　だけど――

			「あっ、あの！」

			　不意に声を上げたのはリアナさんだった。ソフィアがその声に驚いていると、リアナさんはいまだに土下座をしているティナお姉ちゃんの横に膝をついた。

			「私は事情がよく分からないけど……ソフィア様は、ティナさんと対等にお話ししたがっているんじゃないですか？」

			「……え？」

			　ティナお姉ちゃんが驚いて顔を上げる。

			「だって、その……寂しそう、ですよ？」

			　リアナさんがソフィアを見てそんなことを言う。それに釣られるように、ティナお姉ちゃんもソフィアに視線を向けた。

			「……そう、なの？」

			　ティナお姉ちゃんに問われ、ソフィアは一生懸命に頷いた。

			「ソフィアは、ティナお姉ちゃんと一緒におしゃべりするの大好きだよ？　ティナお姉ちゃんは、ソフィアと仲良くするの……嫌？」

			「そんなっ、そんなはずないっ！　ソフィアちゃんは私の親友だよ！」

			　反射的に叫ぶ。ソフィアはまだ恩恵が使えないけど、いまのティナお姉ちゃんの言葉が本当だって言うのは凄く良く分かった。さっきは、ソフィアを怖がった人達と同じかなって思ったけど、やっぱりティナお姉ちゃんは違った。

			　それが分かったソフィアは喜びのあまり、ティナお姉ちゃんに抱きついた。
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			「うわわっ、ソフィアちゃん？」

			「えへへ、ティナお姉ちゃん、大好き！　ソフィアといままで通り仲良くしてね！」

			「ソフィアちゃん……うん、私こそ、よろしくね！」

			　おっかなびっくり、ティナお姉ちゃんがソフィアを抱きしめてくれる。ソフィアは嬉しくなって、ぎゅーっとティナお姉ちゃんを抱きしめた。

			　ソフィアはようやく、お兄ちゃんから学園に通うように言われた意味を理解した。リオンお兄ちゃんはソフィアが友達を作れるように、学園に通わせてくれたんだ。

			　ソフィアの幸せは、リオンお兄ちゃんの側にいることだよ。

			　だけど、それだけじゃなくて、たくさんのお友達を作りたいと、ソフィアが心の底では願っていることを、お兄ちゃんは知っていたんだと思う。

			　ソフィアはお兄ちゃんの優しさに触れて、凄くすっごく嬉しくなった。そしてそれと同時に、お兄ちゃんに、もっともっとお返しをしたいと思う。

			　そう考えたときに思い出したのは、アリスお姉ちゃんから聞いた言葉。

			　リオンお兄ちゃんは、幸せを追い求めている。そして、リオンお兄ちゃんにとっての幸せは、リオンお兄ちゃんの周りにいる人達が幸せでいること。

			　アリスお姉ちゃんは、そんな風に言っていた。そして、ソフィアもおんなじように思う。

			　つまり、ソフィアが幸せになれば、リオンお兄ちゃんが喜んでくれる。

			　だから――

			「リアナさん達も……その、良かったらソフィアと普通にお話ししてね」

			　ティナお姉ちゃんから離れたソフィアは勇気を振り絞って、自分の気持ちをみんなに伝えた。それは、ソフィアがお兄ちゃんの優しさに報いるための新たな一歩。

			　こうして、ソフィアは新しいお友達を作った。

			　

			　でも、ソフィアが親友になれたのは、ティナお姉ちゃんと、リアナお姉ちゃんだけ。ほかのクラスメイトとは、普通のお友達という感覚だった。

			　みんな、ソフィアが貴族であることに遠慮しちゃったみたい。だからお姉ちゃん達に相談して、来年からはソフィアが貴族であることは隠すことにした。

			　――それはともかく、学園生活は順調だった。ティナお姉ちゃんや、リアナお姉ちゃんと過ごす学園生活は凄く、すっごく楽しかった。

			　だけど、そんな幸せな日々は、一瞬で崩れ去ることとなる。

			　

			　二人をお屋敷に招いたその日。

			　パトリックさんが再び、ソフィアのもとにやってきた。

			　ソフィアを迎えに来た――とか言って、ソフィアの言葉をちっとも聞いてくれない。パトリックさんは昔からそうだった。自分勝手でちっとも優しくない。

			　それにソフィアを見て、変なことばっかり考えていた。

			　あの頃は意味が分からなかったけど、クレアお姉ちゃんやアリスお姉ちゃんから色々と教わったいまなら分かる。パトリックさんはソフィアを見て、えっちぃことを考えていたんだ。

			　いまのソフィアは恩恵が使えないから、パトリックさんがなにを考えてるのか分からないけど……向けられる視線はあの頃と同じ感じがする。

			　だからきっと、いまもソフィアを見て、あれこれ妄想しているんだと思う。けど、ソフィアはリオンお兄ちゃん以外の人とそういうことをするのは絶対に嫌！

			　もし襲われたとしても今のソフィアなら、パトリックさんが黒魔術を使うより早く殺せると思うけど……ソフィアがそういうことをしたら、リオンお兄ちゃんはきっと悲しんじゃう。

			　それどころか、今度こそ嫌われるかも知れない。

			　だからどうして良いか分からなくて、ソフィアは凄く恐かった。

			　そうしてソフィアが怯えているうちに、パトリックさんの入学が決まっちゃった。リオンお兄ちゃんは心配ないって言ってたけど、すっごく心配だよ。

			　

			　それから二週間ほどが過ぎ、ソフィアの恐れている事態が起きた。

			　アリスお姉ちゃんが側にいてくれたからソフィアは平気だったけど、パトリックさんの恫喝に何人もの女の子が泣かされ――ついには、ティナお姉ちゃんが頬を叩かれた。

			　それを目にした瞬間、ソフィアが抱いたのは明確な殺意。

			　ティナお姉ちゃんは、ソフィアにとって初めての友達。あの日、ティナお姉ちゃんがソフィアに話しかけてくれなかったら、ソフィアは今でも学園で独りぼっちだったと思う。

			　そんな大切なティナお姉ちゃんが、ソフィアのせいで叩かれた。

			　許せない。許せるはずがない。殺してやる――と、ソフィアは明確な殺意を持って、スカートの下に隠し持っている短剣に手を伸ばす。

			　だけど――その瞬間に脳裏をよぎったのはお兄ちゃんの言葉。ここでパトリックさんを殺すことを、リオンお兄ちゃんは望んでいない。ソフィアが勝手なことをすれば、今度こそお兄ちゃんに見放される。そう思ったら、ソフィアは動けなくなっちゃった。

			　そして、そんなソフィアの代わりに、リオンお兄ちゃんが二人のあいだに割って入った。

			　だけど……パトリックさんはきっと、口であれこれ言ったって聞いてはくれない。ティナお姉ちゃんを助けるのに戦いは避けられない。

			　リオンお兄ちゃんは……どうするつもりなんだろう？

			　そんな疑問を抱きつつ見守っていると、リオンお兄ちゃんがパトリックさんの頬を叩き、怒り狂ったパトリックさんが黒魔術の詠唱を始めた。

			　精製した魔力で超常現象を引き起こす黒魔術。その威力は絶大で、例えば炎の魔術なら、一撃で対象に大(おお)火傷(やけど)を負わせるほどの威力を秘めている。

			　パトリックさんはそんな火球を六つ、お兄ちゃんに向かって放った。

			　危ない――と、ソフィアは悲鳴を上げる。

			　だけど、それらがリオンお兄ちゃんに火傷(やけど)を負わすことはなかった。六つの火球全てが、リオンお兄ちゃんの目の前で、忽然と消えてしまったから。

			「………………は？」

			　なにが起きたのか理解できなかったみたいで、パトリックさんが間の抜けた声を上げる。

			　でも、理解できないのはソフィアも同じ。リオンお兄ちゃんが精霊魔術を無詠唱で使えることは知ってたけど……精霊魔術は応用が利く代わりに、威力は低いんだよ？

			　なのに、お兄ちゃんはただ視線を向けただけで、火球を消滅させてしまった。

			　それだけでも訳が分からないのに、その後のお兄ちゃんはもっともっと訳が分からなかった。詠唱をすることなく、三十二個の火球を生み出しちゃったの。

			　それもただの炎じゃない。パトリックさんの生み出した赤い炎はとっても熱そうだったけど、リオンお兄ちゃんの生み出した青い炎は、ソフィアのいるところまで熱気が届いている。

			　あんなのに当たったら、絶対に火傷(やけど)なんかじゃすまないよ。

			　そんな風に思ったけど、それですら過小評価だった。パトリックさんの周辺に着弾した炎一つ一つが爆発し、畑にクレーターを作っちゃった。

			　もう、ね？　ホントのホントに、リオンお兄ちゃんは自重しなさすぎだと思う。

			　でも……リオンお兄ちゃんは、パトリックさんを殺さなかった。圧倒的な力の差を見せ付けて、パトリックさんを追い返しちゃった。

			　それを見て、ソフィアはようやくリオンお兄ちゃんの意思を理解した。

			　ソフィアがお父さんを殺したことで、色々な問題が起きたって聞いてる。つまり、人を殺すと言うことは、それだけ様々な問題を引き起こすってこと。

			　だから殺すのはダメ。リオンお兄ちゃんがやってみせたように、圧倒的な力を見せ付けて、相手の敵対心を殺してしまう。その方がずっと効率的だから。

			　周辺を焼け野原に変えたリオンお兄ちゃんを見て、ソフィアはその真理に行き着いた。

			　

			　それから、目標を見つけたソフィアは、一生懸命に頑張った。

			　アリスお姉ちゃんからは、お兄ちゃんが好きな料理や、お兄ちゃんが好きなシチュエーションを習い、クレアお姉ちゃんからは、政治のあれこれや、お兄ちゃんの性癖を習う。

			　更にはミリィお母さんやミシェルさんから色々なお勉強を教えてもらい、エルザさんからは様々な戦い方を教えてもらった。

			　圧倒的な知識を身に付け、いつかお兄ちゃんの自制心を壊してしまうために……じゃなかった、お兄ちゃんのお役に立つために。

			　

			　そうして月日は巡り、ティナお姉ちゃんはクレアお姉ちゃんの秘書になり、リアナお姉ちゃんはミューレ学園の教師となった。

			　そしてソフィアは――引き続きミューレ学園に通うことにした。

			　お友達を増やしたいという思いもあるし、もっと色々なことを学んで、お兄ちゃんのお役に立ちたいという思いもある。だけど一番の理由は別にあるんだ。

			　今年からは、よその領地からも生徒が来るって聞いたから、リオンお兄ちゃんの味方になってくれる人を、心を読む恩恵を使って見つけようと思ったの。

			　それに、パトリックさんみたいな人が来るかも知れない。あのときはなにも出来なかったけど、今度はソフィアがみんなを護りたいって思ったから。だけど――

			　

			「貴様っ、俺はラングレー男爵の息子、ディランだぞ。平民のくせに命令するのか!?」

			　フラグの回収が早すぎだよぉ……と、ソフィアは思わずため息をついた。

			　新入生の挨拶の席、自分勝手な行動を取っていた少年がリアナお姉ちゃんに注意された。それをほかの子供がクスクスと笑い――注意された少年が切れたのだ。

			「……ディランくん。この学園では身分は関係ないんです。誓約書にも署名したはずですよ」

			「ふんっ、そんなものは建前だろう！　そもそも署名したのは親で、俺が署名した訳じゃない、知ったことか！」

			「建前だって思うのは無理もありません。でも事実です。貴方がそのような態度をとり続けるのなら、学園から出て行ってもらうことになりますよ？」

			「はっ、やれるものならやってみろ。だが、貴族である俺の機嫌を損ねるような真似をしても、お前の首が飛ぶだけだぞ？」

			　なんとなくデジャビュを感じる光景だよね。

			　と言うか、男爵って……貴族の中では底辺だよ？　相手がただの平民だと思ってるんだろうけど……リオンお兄ちゃんは絶対、リアナお姉ちゃんの味方をするからね？

			　なんてことを考えながら、ソフィアはその光景を見守っていたんだけど……リアナお姉ちゃんはまだ教師として慣れていないからか、相手の剣幕に押されてるみたい。

			　見かねたソフィアは、席から立ち上がった。

			「……ソフィアちゃん？」

			　ソフィアに気づいたリアナお姉ちゃんが、少し戸惑うような表情を浮かべる。だけどソフィアはそれに微笑みだけで応え、ディランと呼ばれていた男の子のところへと歩み寄る。

			「ソフィアね、リアナお姉ちゃん――リアナ先生にすっごく感謝してるんだよ」

			　ティナお姉ちゃんに、ソフィアが貴族だと知られたのはちょうど一年前の今日。

			　あの時、リアナお姉ちゃんがソフィアの気持ちをくみ取ってくれなかったら、ティナお姉ちゃんと疎遠になっていたかも知れない。

			　だから、ソフィアはずっと、リアナお姉ちゃんに恩返しをしたいと思っていた。

			　だから――

			「今こそ、リアナ先生に恩返しするよ！」

			「え、ちょっと、ソフィアちゃん!?　恩返しって、なにをするつもり――」

			　リアナお姉ちゃんの言葉を最後まで聞かず、ソフィアはディランさんに手を伸ばした。

			「あぁ？　なんだてめぇ――っ!?」

			　振り向いたディランさんの腕を掴んで軽くひねる。

			　それによって、痛みから逃れようとしたディランさんは前のめりに。そうして身体が浮いた瞬間、ソフィアは柔術の要領でディランさんを投げ、床の上に転がした。

			「ソソソ、ソフィアちゃん!?」

			「いってぇ……て、てめぇ、なにを――がっ!?」

			　みぞおちの辺りに片足を乗せて、その動きを封じる。そうしてスカートの下に隠し持っていた短剣を引き抜き――

			「みえ――ないだと!?」

			「レーザー級の防御は完璧なんだよっ！」

			　ソフィアは短剣を振り上げた。

			「レーザー級ってなんだ――って、短剣!?　なんでそんなものを持ってるんだよ!?　と言うか、それでなにをするつもりだっ!?　ちょ、まっ！　うわああああ――っ!?」

			　悲鳴を上げるディランさんの顔スレスレに突き立てた。あまりの恐怖に言葉を失ったのか、ディランさんは目を見開いて、口をぱくぱくとさせている。

			「……ねぇ、ディランさん。男爵家の息子だかなんだか知らないけど、ここは伯爵家が管理する学園なんだよ？　しかも、後ろ盾にはグランプ侯爵様がついてるんだよ？」

			「そ、それがなんだって言うんだよ!?」

			「うぅん……普通はここまで言えば分かると思うんだけどなぁ」

			　ソフィアは思わずため息をついた。

			「……ソフィアちゃん。相手は今年でようやく十二歳になる子供なんだよ？」

			　リアナお姉ちゃんが、何故か呆れるような口調でそんなことを言った。

			「お兄ちゃん達は、もっと小さな頃から凄かったよ？　それにソフィアの方が年下だし」

			「それは比べる相手が間違ってるんじゃないかなぁ……」

			　やっぱり呆れた口調で言われてしまった。リオンお兄ちゃん達はともかく、ソフィアは普通なのに失礼だと思う。

			「お、お前ら、なんの話をしてやがる！」

			「ディランさんの物分かりが悪いって話だよ」

			「――いやいや、ソフィアちゃん。私はそんなこと言ってないからね？　と言うか、一体これからどうするつもりなの!?」

			　理由は分からないけど、リアナお姉ちゃんが焦っている。だからソフィアは、そんなリアナお姉ちゃんを安心させるように笑顔を向けた。

			「大丈夫だよ」

			「いや、だからね？」

			「大丈夫だよ」

			「……だから」

			「大丈夫だよ」

			「……わ、分かったよ。ソフィアちゃんを信じるからね？　絶対、絶対の絶対、やり過ぎちゃったりしたらダメなんだからね!?」

			「うんうん。リオンお兄ちゃん達から、色々なことを学んだから大丈夫だよ」

			「それが一番心配なんだけどなぁ……」

			　むぅ、どうして遠い目をするのかなぁ。

			　その辺りについてゆっくりとお話ししたいところだけど、取りあえず後回し。ソフィアに踏まれて動きを封じられているディランさんに視線を戻した。

			「なんだっ、なんの話をしてやがる!?　と言うか、いつまで俺を踏んでいやがる！　俺はラングレー男爵家の人間なんだぞって言うか、なんで動けないんだよ!?」

			　それは心を読んで、抜け出されないようにしてるからだよ――とは口に出さない。今のソフィアは、それを教えない方が恐怖を与えられることを知っているから。

			「……あのね。分かってないようだから言っておくけど、ここにいるリアナ先生はグランシェス家に学園を任されてるんだよ？　その教師に喧嘩を売るって言うことは、グランシェス家のやってることに文句を言うってこと。分かってるの？」

			「そ、それは……」

			　それすらも分かっていなかったみたいで、ディランさんは口ごもってしまった。だからソフィアは追い打ちをかけるべく、全力で恩恵を使うことにした。

			　本音を言うと、まだ人の心を読むのは恐い。だけど、これはリオンお兄ちゃん達のため。そんな風に自分を叱(しつ)咤(た)して、ディランさんの心を盗み見る。

			　……そっか、そういうことなんだね。

			「ねぇ。さっきからラングレー家の名前を出してるけど、ディランさんって次男だよね？」

			「だ、だったらなんだって言うんだ？」

			「あなたのお父さんが本当に、あなたのために動いてくれると思ってるの？　次に問題を起こしたら勘当。そう言われてるんだよね？」

			「お、おおお前、どうしてそれを!?」

			　知ることのない事実をソフィアが口にしたからだろう。びっくりするくらい取り乱す。そんなディランさんを見下ろしながら、ソフィアはクスクスと笑って見せた。

			「悪さばっかりしてたから。性根をたたき直してもらえって送り出されたんだよね」

			「だ、だから、どうしてそんなことを知ってるんだ！」

			「ふふっ、ソフィアはぜぇんぶ、知ってるよ？」

			「う、嘘だ、知ってるはずがない！」

			「優秀なお兄さんと比べられ、劣等感を抱いてたんだよね？　いたずらばっかりしてたのは、両親にかまって欲しかったから。実は寂しがりなんだよね」

			「ななななっ!?　なんで、なんでだよ!?　なんでそんなことまで知ってるんだ!?」

			「言ったでしょ、ソフィアはぜぇんぶ、知ってるって」

			「だ、だからって、俺の考えていることまで、どうして……」

			　ディランさんはかつてのソフィアみたいに、ずっと内に抱え込んでいた。だから、その内心を知る人はいない。それなのに、ソフィアが言い当ててしまった。

			　得体の知れない恐怖を抱き、顔を青ざめさせている。そんなディランさんに、ソフィアは容赦のない追い打ちをかける。

			「さっき、今日の件を報告したら、リアナ先生の首が飛ぶとか言ってたけど……実際には、あなたの首が、物理的に飛ぶんじゃないかな？」

			「そ、そんなはずあるか！　い、いくらなんでも、そんな……」

			「ふぅん。そんなことはありえない。でも、勘当くらいならあるって思って不安なんだ？　でもそれ……間違ってると思うよ？」

			「ま、間違ってる、だと？」

			「だって、ミューレ学園が募集してたのは、この国のために頑張る子供だもん。性根をたたき直すなんて目的で子供を送ってくる領主とか……グランシェス家に必要ないよね？」

			「ひ、必要ない？　必要なかったらどうするって言うんだ!?」

			　父や兄から必要とされていないと、疎外感を抱いている。そんなディランさんは、ソフィアの言葉に必要以上に怯え始めちゃった。

			「グランシェス家は、なにもしないんじゃないかなぁ。もちろん、見限るって意味でね。それをあなたのお父さんが理解したら……あなたはどうなるのかな？」

			　男爵が、伯爵や侯爵を敵に回したらどうなるかは火を見るより明らかだよね。だから、ラングレー家が取る行動は分かりきっている。

			　つまりは、トカゲの尻尾切り。全てはディランさんが悪いということになると思う。

			　それが分かったのか、ディランさんの表情が、見ていて可哀想になるくらい恐怖に彩られていく。それを横目に、ソフィアはリアナお姉ちゃんを見た。

			「ねぇリアナ先生。このことは、上に報告するべきだと思うよ」

			「う、うぅん。まあこんな騒ぎになったら、どのみちクレア様の耳には絶対入るだろうし、黙ってると、私が怒られちゃいそうではあるけど……」

			　リアナお姉ちゃんの口からクレアお姉ちゃんの名前が出た瞬間、ソフィアの足の下でディランさんがびくりと身を震わせた。

			「ク、クレア様ってまさか、クレアリディル様のことか!?」

			「そうだけど……あぁ、クレアリディル様だけは怒らせるなって念を押されたんだね。それはなんと言うか……初日から怒らせちゃいそうだね？」

			　ソフィアがにっこりと言い放つと、ソフィアの足の下でディランさんが震え始めた。

			「ま、まま待ってくれ。クレアリディル様を怒らせたりしたら、親父にマジで殺される！」

			　あり得る話だと思う。ディランさんの記憶を見る限り、良いお父さんとは言えなそう。自分の保身のために、息子の命を喜んで差し出すタイプだと思う。

			　そして、ソフィアはそういう人が大っ嫌い。だから――と、ソフィアはディランさんから足をどけて解放し、今までとは打って変わって優しく微笑みかけた。

			「心配しなくても大丈夫だよ」

			「……え？」

			「ディランさんは劣等感を抱いてるみたいだけどね。あなたのお兄さんは、あなたが思ってるほど凄くないよ？」

			「な、なんでそんなことが分かるんだよ？」

			「言ったでしょ、ソフィアはぜぇんぶ知ってる――って。だから分かるの。あなたのお兄さんは、そこにいるリアナ先生の足下にも及ばないよ」

			「なぁっ!?　あ、兄貴より、その女の方が凄いって言うのか!?」

			「ずぅっと、ずぅっと凄いよ」

			　ディランさんの記憶を見る限り、計算や読み書きは出来るみたいだけど、ディランさんに向かってあれこれ偉そうに言っているのは、誰かの受け売りのような言葉ばっかり。

			　様々な専門知識を身に付けている、ミューレ学園の卒業生とは比べるまでもない。

			　だから――

			「ディランさんがこの学園で一年頑張れば、お兄さんを見返すことが出来るよ。それに、ディランさんが結果を出せば、ラングレー家が見捨てられることもない。お父さんやお兄さんに、大きな貸しを作ることが出来るんだよ？」

			「貸し、だと？」

			　恩恵で心を読んでいるソフィアは、ディランさんがもっとも渇望している願いが叶うと、優しい口調で囁(ささや)いた。その瞬間、ディランさんはゴクリと生唾を飲み込む。

			　ちなみに、それを見たリアナお姉ちゃんがどうしてか顔を引きつらせ「魔女だ、魔女がいるよ……」とか呟(つぶや)いている。

			　圧倒的な力で相手の敵意を破壊し尽くして、相手の望みを叶えて味方に引き入れる。お兄ちゃんのやり方をマネしているだけなのに、リアナお姉ちゃんはやっぱり失礼だと思う。

			　でも、今はディランさんのことだよね――と、ソフィアは視線を戻す。

			「今まであなたを馬鹿にしていた二人に、自分の方が凄いって、証明……したくない？」

			「それは……したいに決まっている！　だが、俺にそんなことは……」

			「出来るよ。ミューレ学園で頑張れば、必ず出来る」

			　お兄さんを超えるのは簡単。それどころか、卒業する頃には、ラングレー家にとって、なくてはならない存在になると思う。それはディランさんにとっての下克上で――リオンお兄ちゃんを侮った人たちに対する、ソフィアのささやかな復(ふく)讐(しゆう)だ。

			　そしてこの方法なら、グランシェス家は誰も敵に回さない。それどころかラングレー領は豊かになり、リオンお兄ちゃんに感謝するよね。

			　なにより、ラングレー家の重要人物になるはずのディランさんは、グランシェス家に大きな信頼を置くことになる。それはつまり、お兄ちゃんの味方が一人増えるってこと。

			「――だから、ね？　ソフィア達と一緒にがんばろ？」

			　

			　こうして、ソフィアはリオンお兄ちゃんの味方を増やした。そしてこれからも、ソフィアはリオンお兄ちゃんのために頑張る。

			　……だから、大丈夫だよ。リオンお兄ちゃんの邪魔をする敵は、みんな、みーんな、ソフィアが一人残らず、叩き潰してあげるから、ね。

		

	
		
			あとがき

			　

			　このたびは異世界姉妹二巻を手に取って頂きありがとうございます。

			　著者の緋色の雨でございます。

			　

			『俺の異世界姉妹が自重しない！』皆々様のおかげで二巻を出すことができました。しかも、一巻が翻訳されて海外に進出するというおまけ付きです。本当にありがとうございます！

			　それにしても驚きですね、海外進出ですよ、海外進出。『姉弟や兄妹は恋愛対象に決まってるじゃない！』とか言っちゃう作品が海外に進出。……大丈夫なんですかね？

			　

			　そんな異世界姉妹ですが、二巻の開始時点では、クレアとソフィアに迫る政略結婚、飢(き)饉(きん)に苦しむ領民、グランシェス家の当主不在と、問題が山積みとなっています。

			　自分が幸せになるためには、大切な人々が幸せでなければならない。そう考えたリオンは、持てる全てを使って内政を始める。果たして、皆を護ることができるのかどうか――

			　幸せを求める少年と、自重しない異世界姉妹の物語。楽しんで頂けたら幸いです。

			　

			　　　謝意

			　

			　担当の荒田様。イラストの指定やショートの分量などなど、色々とわがままを聞いてくださってありがとうございます。それに鋭い指摘などなど、いつも助けられています！

			　可愛すぎるイラストを描いてくださる原人様、ありがとうございます。届くイラストを眺めているうちに、モニターの中に入れないことが辛くなったので責任取ってください！

			　表紙を始めとしたデザインを務めてくださった青木様。一巻に引き続き、素敵なデザインをありがとうございます。タイトルの姉妹が自重してない感じとか凄く好きです！

			　鷗(おう)来(らい)堂(どう)の校正者様、とても分かりやすい注釈をありがとうございます。密かに校正箇所ゼロを目指していたんですが、全然ダメでしたね。次はもっと頑張ります！

			　そして、異世界姉妹を手に取ってくださった皆様や緋色を支えてくださった皆様。出版に関わった皆々様。本当にありがとうございます！

			　今後とも、異世界姉妹と緋色の雨をよろしくお願いいたします。

			　

			二〇一七年 　四月　某日　緋色の雨

		

	
		
			緋色の雨（ひいろのあめ）

			大阪在住のライトノベル作家。緋色の雨は、夕焼けに染まる雨をイメージした名前です。決して、血の雨をイメージしたわけじゃありません。……ホントですよ？（二〇一七年五月現在）

			　

			イラストレーション

			原人（げんじん）

			一月五日生まれ、千葉県柏市出身。絵を描く以前は、飯を食うことも忘れるほどのネットゲーマーでした。今でも、外に出るより家で引きこもってネットゲームしてる方が幸せな引きこもり者です。（二〇一七年五月現在）
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